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　ᾈ　掘立柱建物跡

第̍号۷ཱபݐ෺跡（第 237・238 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２d6 ～ D ２e7 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　੢൒෦が第 10・11 号住居に，̥１・̥̔が第１号ピット群に掘りࠐまれている。

第 237 ਤ　第１号掘立柱建物跡࣮ଌ図第 237 ਤ　第１号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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第̍号竪穴遺構 （第 239・240 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦のＥ２d7 ۠，標高 33 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

410 土師器 ᆀ － （1.8） ʦ6.0ʧ ௕石・石ӳ ׊ ී通 ମ෦Լ୺・ఈ෦ճసϔラ࡟り　内面ϔラ磨き　 ̥７ 20ˋ

411 土師器 ᙈ ʦ19.4ʧ（3.7） － ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ԑ෦֎・内面ԣφσޱ ̥７ ５ˋ

第１号掘立柱建物跡出土遺物؍察ද（第 238 図）

ப穴土૚ղઆʢ֤ப穴ڞ௨ʣ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜཻ子中ྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロックඍྔ
９　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
11　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ（第̒૚より明るい৭調）
׊　12 ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロックগྔ

13　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子中ྔ，ローϜϒロックগྔ
ࠇ　14 ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　15 ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ（第７૚より明るい৭調）
׊　17 ৭　ローϜϒロック中ྔ
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　19 ৭　ローϜϒロックଟྔ
ࠇ　20 ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
׊　21 ৭　ローϜϒロックগྔ
׊　22 ৭　ローϜཻ子中ྔ（第５૚より҉い৭調）
ࠇ　23 ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ（第 15 ૚より҉い৭調）

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 145 点（ᆀ 22，ᙈ 10，ᙈྨ 113），須恵器片１点（ᆀ），ണ片１点，೪土մ２点（6.1 ̶）

が֤柱穴から出土している。また，ࠞ 入した縄文土器片 13 点，弥生土器片̒点，古墳時代の土師器片７点（ᆀ

１，ᆁ１，高ᆀ５）も出土している。410・411 は̥７の柱のൈきऔりࠟから出土している。

ॴݟ　時期は，９世ل中༿にൺఆできる第 10 号住居に掘りࠐまれており，重複関܎や出土土器から９世ل前

༿と考͑られる。

ܻ，ঢ়　ܻ行３間，ྊ行２間のଆ柱建物跡でܗ໛ͱن 行方向̣－ 83 ʄ－ E の東੢棟である。ن໛はܻ行 6.3 ｍ，

ྊ行 4.2 ｍで，面積 26.46㎡である。柱間ੇ法は，北ܻ行が੢࠺から 2.4 ｍ（̔ई）・2.1 ｍ（７ई）・1.8 ｍ（̒

ई）で，東ྊ行は 2.1 ｍのۉ౳に഑置されている。柱ےはほぼଗͬている。

ப穴 ９か所。平面形は۱ （ؙ௕）方形またはପ円形で，௕࣠・ܘ 78 ～ 94 ᶲ，短࣠・ܘ 56 ～ 81ᶲである。ਂさは

22 ～ 69ᶲで，掘方のஅ面形はٯ台形である。第１～ 13 ૚は柱のൈきऔりࠟ，第 14 ～ 16 ૚は柱ࠟ跡，第 17 ～

23 ૚は掘方への埋土である。

第 238 ਤ　第１号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図

　ᾉ　竪穴遺構

　平面形が方形または௕方形をఄする竪穴の遺構で，ᜱや柱穴を࣋たない͜とから住居跡と۠別して竪穴

遺構とした。そのଟくは性֨不明である。ن໛は , 小形のもので一ลが２～３ｍほど，大形もので一ลが

̒～９ｍほどの大・小に大別される。ࠓճの調査で確認した９基にͭいて，遺構と遺物の特௃をղઆする。

第 238 ਤ　第１号掘立柱建物跡出土遺物࣮ଌ図
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ॏෳؔ܎　 第２号竪穴遺構，第 47・74 号土坑に掘りࠐまれている。また，第 122 号土坑とも重複しているが，

৽چ関܎は不明である。

ঢ়　௕࣠ܗ໛ͱن 6.18 ｍ，短࣠ 3.42 ｍの۱ؙ௕方形で，௕࣠方向は̣－３ʄ－ W である。น高は 10 ～ 32ᶲで，

؇やかに立ち上がͬている。

চ　ࣼ面෦のࣼ܏方向であるೆ෦に向かͬて؇やかにࣼ܏している。北นから中ԝ෦にかけて౿みݻめられて

いる。ೆ੢コーφー෦のนԼには，น溝が८ͬている。

ϐοτ　ਂさは 21ᶲで，中ԝ෦に位置している。性֨は不明である。

෴土　５૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックや焼土ϒロックがؚまれている͜とから，埋め໭されている。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化物গྔ，焼土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロック・୸化物ඍྔ

３　にͿいԫ׊৭　ローϜϒロックগྔ
̐　灰 ԫ ׊ ৭ ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 239 ਤ　第１号竪穴遺構࣮ଌ図第 239 ਤ　第１号竪穴遺構࣮ଌ図
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第̎号竪穴遺構 （第 241・242 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E ２e8 ۠，標高 33 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号竪穴遺構 , 第 116・124 号土坑を掘りࠐみ，第̒号竪穴遺構，第 46・74 号土坑に掘りࠐまれ

ている。

平されており，௕࣠はਪఆ࡟ঢ়　東นがܗ໛ͱن 9.40 ｍで，短࣠は 3.92 ｍの۱ؙ௕方形である。௕࣠方向は

̣－ 78 ʄ－ W である。น高は 25 ～ 35ᶲで，֎܏して立ち上がͬている。

চ　ほぼ平ୱで，นࡍをআいて中ԝ෦が౿みݻめられている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 404 点（ᆀ 121，高台෇࿶ 13，小ࡼ 24，高台෇ࡼϱ１，ു１，ᙈ９，ᙈྨ 235），須

恵器片９点（ᆀ２，֖１，ᙈ̒），灰釉陶器片１点（ළ），鉄製品１点（釘），೪土մ̐点（37.5 ̶）が出土し

ている。また，ࠞ入した縄文土器片９点，弥生土器片 32 点，古墳時代の土師器片̔点（ᆀ３，ᆁ２，高ᆀ３）

も出土している。土器は細片がଟく，෴土上૚からԼ૚にかけてࢄ在した状態で出土しており，出土状گに特

ҟな܏向は認められない。414 は੢෦の෴土Լ૚からٯ位で，415 ～ 418 は東෦の෴土中からそれͧれ出土し

ている。

ॴݟ　時期は，出土土器や重複関܎から 11 世ل前༿にൺఆできる。ن໛や形状から工房跡の可能性があるが，

そのࠟ跡を確認する͜とはできなかͬた。

෴土 ５૚に分૚できる。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とから埋め໭されている。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化物গྔ，焼土ϒロック
　　　　　　　　ඍྔ
２　灰 ԫ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化物・焼土ཻ子ඍྔ

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロック・୸化物ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
５　にͿいԫ׊৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロック・୸化物ඍྔ

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

412 土師器 ᆀ ʦ17.0ʧ （5.2
 － ௕石・石ӳ ᒵ ී通 器面ຎ໓のため，調整ࠟ不明 ෴土中 20ˋ

413 土師器 高台෇࿶ － （3.9） 5.9 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り Լ૚ 10ˋ

第１号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 240 図）

第 240 ਤ　第１号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 116 点（ᆀ 32，高台෇࿶̒，ᙈ１，ᙈྨ 77），須恵器片５点（ᆀ２，ᙈ３），೪土մ１点（10.1

̶）が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片̐点，弥生土器片̔点，古墳時代の土師器片̔点（ᆀ̒，高

ᆀ２）も出土している。413 は੢นࡍ中ԝ෦の෴土Լ૚，412 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器や重複関܎から 10 世ل後༿にൺఆできる。ن໛や形状から工房跡の可能性があるが，

そのࠟ跡を確認する͜とはできなかͬた。

第 240 ਤ　第１号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図

412
413
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第 241 ਤ　第２号竪穴遺構࣮ଌ図第 241 ਤ　第２号竪穴遺構࣮ଌ図
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第̏号竪穴遺構 （第 243 ～ 245 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E ２h8 ۠，標高 32 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 57・65・67・73・74・81 号住居跡 , 第９号竪穴遺構を掘りࠐみ，第 59・62 号住居に掘りࠐまれ

ている。また，চԼから本跡より古い第 102・130 号土坑を確認した。

ঢ়　௕࣠ܗ໛ͱن 9.34 ｍ，短࣠ 3.60 ｍの۱ؙ௕方形で，௕࣠方向は̣－２ʄ－Ｅである。น高は 26 ～ 42ᶲで，

。して立ち上がͬている܏֎

চ　ࣼ面෦のࣼ܏方向であるೆ෦に向かͬて؇やかにࣼ܏している。北東コーφー෦からೆ෦にかけて，౿み

。められている。また，東นԼに௕さ̒ｍほどのൣғでน溝がଘ在しているݻ

ϐοτ　̐か所で，いͣれもೆ෦に位置している。̥１～̥̐はਂさ９～ 16ᶲで，性֨は不明である。

෴土　26 ૚に分૚できる。第１・２૚はपғからの土のྲྀ入をࣔすࣗવଯ積で，第３૚以Լはϒロック状の

ଯ積状گから埋め໭されている。北෦の෴土は細分して分૚する͜とが可能であり，主に北นଆから埋め໭さ

れたと૝ఆできる。

࿍　চ面から焼土のൣғ２か所が確認されており，੺มߗ化している͜とから࿍と൑அした。࿍１・２ともに，

中ԝ෦のೆدりに෇ઃされた地চ࿍である。࿍１はܘ 16ᶲ，࿍２はܘ 38ᶲの円形であり，ともに࿍চはচ面

とほぼ同じ高さで，੺มߗ化している。ซઃか൱かは不明である。

࿍̍・̎土૚ղઆ
１　੺ ׊ ৭　焼土ཻ子ଟྔ ２　҉ ੺ ׊ ৭　焼土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

414 土師器 高台෇࿶ 15.0 5.7 6.5 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී通 ロクロφσ Լ૚ 80ˋ　PL53

415 土師器 小ࡼ ʦ8.1ʧ 1.6 4.4 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り ෴土中 60ˋ

416 土師器 高台෇ࡼϱ － （3.4） ʦ6.0ʧ ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී通 高台෦֎面ϔラφσ ෴土中 30ˋ

417 土師器 ു ʦ24.8ʧ（9.5） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ෦֎面ϔラφσ　内面ϔラ磨き ෴土中 ５ˋ

418 灰釉陶器 ළ － （4.6） ʦ9.3ʧ ௕石 ઙԫ 良޷ ロクロφσ ෴土中 ５ˋ　PL63
東ೱϱ

第２号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 242 図）

第 242 ਤ　第２号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図第 242 ਤ　第２号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図
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第 243 ਤ　第３号竪穴遺構࣮ଌ図第 243 ਤ　第３号竪穴遺構࣮ଌ図
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 1618 点（ᆀ 375，高台෇ᆀ１，高台෇࿶ 65，小ࡼ 15，ᙈ 42，ᙈྨ 1118，Ӌ１ז，

ख፻土器１），須恵器片 49 点（ᆀ 15，֖５，ළ１，ᙈ 28），灰釉陶器片３点（ޱ޿ළϱ１，ළ２），鉄製品２

点（刀子，不明），土製品１点（不明），石器１点（金চ石ϱ），೪土մ̒点（27.2 ̶）が，主に෴土Լ૚から

চ面にかけてࢄ在した状態で出土している。また，ࠞ入による縄文土器片̔点，弥生土器片 61 点も出土して

いる。419 は北෦，420・426 はೆ෦，427 は北෦とೆ෦のচ面，423 は北෦の෴土Լ૚，424 は北นࡍの෴土

中૚からそれͧれ出土している。また，425・̢ 23・̢ 24 は෴土Լ૚，421・422・̦ 27 は෴土中からそれͧ

れ出土している。また，ೆ෦の෴土Լ૚からচ面にかけて，20ᶲほどの᛽が 10 点ほど出土している。そのଟ

くがඃ೤のため੺มしているが，性֨は不明である。

ॴݟ　時期は，出土土器から 11 世ل前༿にൺఆできる。஁造ണ片や鉄ᕥ౳の遺物は確認できなかͬたが，࿍

が確認されている͜とや金চ石とみられる石器も出土しており，஁໶関࿈の工房跡の可能性がある。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　焼土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
９　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ・୸化ཻ子ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
11　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　12 ৭　ローϜཻ子中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
13　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
14　灰 ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

15　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ（第
　　　　　　　　̒૚より明るい৭調）
ࠇ　16 ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
17　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
18　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　19 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
ࠇ　20 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
21　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ（第 10 ૚
　　　　　　　　より明るい৭調）
ࠇ　22 ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
23　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　24 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
25　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
26　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 244 ਤ　第３号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図（１）第 244 ਤ　第３号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図（１）
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第 245 ਤ　第３号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図（２）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

419 土師器 ᆀ 16.3 4.6 8.8 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ఈ෦ճసϔラ੾り চ面 95ˋ　PL53

420 土師器 高台෇࿶ ʦ15.8ʧ 6.9 7.0 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいԫᒵ ී通 ロクロφσ চ面 70ˋ　PL53

421 土師器 高台෇࿶ ʦ9.0ʧ 3.4 ʦ5.2ʧ ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී通 ロクロφσ ෴土中 30ˋ

422 土師器 高台෇࿶ ʦ10.1ʧ 3.5 ʦ6.2ʧ ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ෦内面ϔラ磨き　 ෴土中 40ˋ

423 土師器 小ࡼ 8.4 1.8 6.0 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී通 ఈ෦ճసϔラ੾り Լ૚ 100ˋ PL53

424 土師器 小ࡼ 8.6 2.1 5.7 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・਑状߭物 にͿいԫᒵ ී通 ମ෦内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసϔラ੾り 中૚ 80ˋ　PL53

425 土師器 小ࡼ ʦ8.0ʧ 1.5 4.5 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
਑状߭物・֯ર石 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り Լ૚ 50ˋ　PL53

426 灰釉陶器 ළϱޱ޿ － （3.1） － ৭ཻ子ࠇ 灰白 良޷ ロクロφσ চ面 ５ˋ

427 土師器 ᙈ ʦ22.5ʧ（16.1） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ෦֎面ϔラ࡟り　内面ϔラφσ চ面 30ˋ　PL53

第３号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 244・245 図）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 重ྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

̢ 23 刀子 （9.4） （1.3） 0.5 （12.9） 鉄 ਕ෦அ面֯ࡾ形　基෦ܽଛ　 Լ૚ PL61

̢ 24 不明鉄製品 （4.5） 1.5 0.4 （6.7） 鉄 ୺෦がؙみをおびるஅ面形　 Լ૚

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 重ྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

̦ 27 金চ石ϱ 15,2 10.3 7.9 1795 安ؠࢁ ඃ೤のため੺ม　ද面は平׈で，中ԝ෦に５ᶲほどの׊灰৭に
ม৭した෦位があり，Θͣかに凹Ή　 ෴土中

第̐号竪穴遺構 （第 246 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の E ２b7 ۠，標高 33 ｍの台地平ୱ෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 39・49・99・104 号住居跡を掘りࠐんでいる。また，চԼから本跡より古い第 143 号土坑を確認した。

ঢ়　௕࣠ܗ໛ͱن 3.31 ｍ，短࣠ 3.03 ｍの方形で , ௕࣠方向は̣－ 10 ʄ－ W である。น高は̒～ 11ᶲで，؇や

かに立ち上がͬている。

第 245 ਤ　第３号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図（２）
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 78 点（ᆀ 15，高台෇࿶ 12，小３ࡼ，ᙈ５，ᙈྨ 43），須恵器片̒点（ᆀ２，֖ １，ᙈ３）

が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片２点，弥生土器片 11 点も出土している。428・429 は，෴土中か

らそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 11 世ل前༿にൺఆできる。

第 246 ਤ　第̐号竪穴遺構・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

428 土師器 高台෇࿶ － （2.5） 7.0 ௕石・石ӳ・
਑状߭物・֯ર石 にͿいԫᒵ ී通 ମ෦内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసࢳ੾り ෴土中 60ˋ

429 土師器 小ࡼ 8.8 2.1 6.5 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ఈ෦ճసϔラ੾り ෴土中 95ˋ　PL54

第̐号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 246 図）

চ　平ୱで，中ԝ෦が౿みݻめられている。東นԼ及び੢นԼには，น溝がଘ在している。

第５号竪穴遺構 （第 247 図）　

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E ２i7 ۠，標高 32 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 67・73 号住居跡を掘りࠐみ，第 80 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　௕࣠ܗ໛ͱن 2.60 ｍ，短࣠ 2.15 ｍの۱ؙ௕方形で，௕࣠方向は̣－ 1 ʄ－ W である。น高は 28 ～ 32ᶲで，

؇やかに立ち上がͬている。

চ　中ԝ෦がपғよりやや高く，౿みݻめられている。

෴土　̔૚に分૚できる。第１～７૚は，पғからの土のྲྀ入をࣔすࣗવଯ積である。第̔૚はローϜϒロッ

クがଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている可能性がある。

第 246 ਤ　第̐号竪穴遺構・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 232 点（ᆀ 52，高台෇࿶９，ᙈ 12，ᙈྨ 159），須恵器片５点（ᆀ２，֖２，ළ１）

が出土している。また，ྲྀれࠐみによる弥生土器片２点，古墳時代の土師器片３点（ᆀ２，高ᆀ１）も出土し

ている。430 は北੢෦のচ面，432 はೆ෦の෴土Լ૚，431 は東นࡍの෴土中૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل後༿にൺఆできる。

第 247 ਤ　第５号竪穴遺構・出土遺物࣮ଌ図

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子・ڽ灰ؠの小ϒ
　　　　　　　　ロックඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

５　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̔　明 ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化物ඍྔ

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

430 土師器 高台෇࿶ ʦ15.4ʧ 6.2 ʦ9.6ʧ ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ମ෦内面ϔラ磨き চ面 40ˋ

431 土師器 高台෇࿶ － （1.6） ʦ6.6ʧ ௕石・石ӳ・੺৭
ཻ子・਑状߭物 にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసϔラ੾り 中૚ 30ˋ

432 土師器 ᙈ ʦ21.8ʧ（8.6） － ௕石・石ӳ・੺৭
ཻ子・਑状߭物 ᒵ ී通 ֎面ϔラφσ　内面φσ Լ૚ 10ˋ

第５号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 247 図）

第̒号竪穴遺構 （第 248・249 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E ２f8 ۠，標高 33 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第２号竪穴遺構 , 第 124 号土坑を掘りࠐんでいる。

第 247 ਤ　第５号竪穴遺構・出土遺物࣮ଌ図
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೪土մ土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　গྔ
２　灰 ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ
３　ԫ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜ
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

̐　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　̒ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
７　明 ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 248 ਤ　第̒号竪穴遺構࣮ଌ図

ঢ়　௕࣠ܗ໛ͱن 3.60，短࣠ 3.20 ｍの۱ؙ௕方形で，௕࣠方向は̣－ 11 ʄ－ E である。น高は 16 ～ 45ᶲで，

。して立ち上がͬている܏֎

চ　ほぼ平ୱで，中ԝ෦から੢෦にかけて౿みݻめられている。ೆ੢෦の෴土中૚からচ面にかけて，焼土を

ؚΉ೪土մを確認した。

第 248 ਤ　第̒号竪穴遺構࣮ଌ図
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 201 点（ᆀ 97，࿶１，高台෇࿶ 15，小ࡼ 23，ᙈ３，小形ᙈ１，ᙈྨ 61），須恵器片̐点（ᆀ

２，ᙈ２），鉄ᕥ１点（16.5 ̶），೪土մ３点（34.7 ̶）が出土している。また，ࠞ入した弥生土器片５点も出

土している。433 は੢นدりのচ面，೪土մのԼから出土している。436 は中ԝ෦の෴土Լ૚，434 は中ԝ෦

の෴土中૚，435 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器と重複関܎から第２号竪穴遺構より৽しい時期の 11 世ل前༿にൺఆできる。出土状

から，ೆ੢෦の෴土Լ૚からচ面にかけて確認された೪土մは，埋め໭しのաఔで土器とともにگやଯ積状گ

౤غされたものと૝ఆできるが，性֨は不明である。

෴土 10 ૚に分૚できる。ϒロック状のଯ積状گから埋め໭されている。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・ࣛপパミ
　　　　　　　　スඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̔　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
９　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

第 249 ਤ　第̒号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

433 土師器 高台෇࿶ ʦ15.6ʧ 6.1 7.6 ௕石・石ӳ・੺৭
ཻ子・਑状߭物 ઙԫᒵ ී通 ロクロφσ চ面 60ˋ

434 土師器 小ࡼ 8.4 1.9 5.3
௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状
߭物・֯ર石

ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 中૚ 100ˋ　PL54

435 土師器 小ࡼ ʦ8.2ʧ 1.2 5.0 ௕石・石ӳ・਑状߭物・
৭ཻ子・֯ર石ࠇ ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り ෴土中 70ˋ

436 土師器 小形ᙈ ʦ18.6ʧ 15.1 8.7 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී通 ମ෦֎面φσ　内面ϔラφσ Լ૚ 50ˋ

第̒号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 249 図）

ϐοτ ਂさ 17ᶲで，性֨不明である。

ϐοτ土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 249 ਤ　第̒号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図
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第̓号竪穴遺構 （第 250 図）

Ґஔ　調査۠北෦の C ３a5 ۠，標高 29 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

֬ೝঢ়گ　埋຅୩の上෦に構築されている。

ॏෳؔ܎　第 142 号住居跡を掘りࠐみ，第 200 号土坑に掘りࠐまれている。

ঢ়　௕࣠ܗ໛ͱن 2.43 ｍ，短࣠ 1.92 ｍの௕方形で，௕࣠方向は̣－ 35 ʄ－ W である。น高は̒～ 16ᶲで，

。して立ち上がͬている܏֎

চ　ೆ෦が一ஈ高く，北෦に向かͬて؇やかにࣼ܏している。ߗ化したൣғが，北෦とೆ෦の一෦に確認され

ているのみで，શମとしてはకまりはऑい。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 97 点（ᆀ２，ᙈ９，ᙈྨ 85，Ӌ１ז），須恵器片３点（ᆀ），鉄製品１点（刀子）が

出土している。また，ࠞ入した縄文土器片５点，弥生土器片 51 点，古墳時代の土師器片 11 点（ᆀ̒，高ᆀ５）

も出土している。437 は，確認面から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器や重複関܎により，10 世ل後༿から 11 世ل前༿と考͑られる。

෴土　２૚に分૚できる。ଯ積状گにཚれもない͜とから，ࣗવଯ積と考͑られる。

土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ϒロックඍྔ

第 250 ਤ　第７号竪穴遺構・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

437 土師器 Ӌז － 7.8 － ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい੺׊ ී通 内面ϔラφσ 確認面 ５ˋ

第７号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 250 図）

第̔号竪穴遺構 （第 251・252 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２g9 ۠，標高 33 ｍの台地平ୱ෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号墳，第５・89 号住居跡を掘りࠐんでいる。

第 250 ਤ　第７号竪穴遺構・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 628 点（ᆀ 96，高台෇࿶９，ᙈ 18，ᙈྨ 504，ख፻土器１），須恵器片７点（ᆀ５，

高台෇ᆀ２），緑釉陶器片１点（࿶），೪土մ２点（15.3 ̶），ണ片２点が出土している。また，ࠞ入した縄文

土器片 21 点，弥生土器片 79 点，古墳時代の土師器片 27 点（ᆁ１，高ᆀ 26）も出土している。土器は細片が

ଟく，主として෴土上૚から中૚にかけてࢄ在した状態で出土している。440 は北෦の෴土中૚，438 は北෦

の෴土上૚，439 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，10 世ل後༿にൺఆされる第５号住居跡を掘りࠐんでおり，重複関܎や出土土器から 10 世ل後

༿以߱で 11 世ل前൒がԼݶと考͑られる。

ঢ়　௕࣠ܗ໛ͱن 3.58 ｍ，短࣠ 2.60 ｍの௕方形である。主࣠方向は̣－５ʄ－ W である。น高は 104 ～ 112ᶲで，

ほぼ௚立している。

চ　平ୱで，ݦ著なߗ化ൣғは確認できなかͬた。

ϐοτ　ਂさ 90ᶲで，性֨不明である。

෴土　９૚に分૚できる。શମతにローϜϒロックがଟくؚまれており，ଯ積状گからೆଆから埋め໭されて

いる。

土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭ 焼土ϒロックগྔ，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子গྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロック・୸化物গྔ
７　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜϒロックଟྔ，ࣛপパミスগྔ，୸化物，
　　　　　　　　焼土ཻ子ඍྔ
׊　９ ৭　ローϜϒロックଟྔ，ࣛপパミスඍྔ

第 251 ਤ　第̔号竪穴遺構࣮ଌ図第 251 ਤ　第̔号竪穴遺構࣮ଌ図
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第 252 ਤ　第̔号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

438 土師器 ᆀ － （2.5） ʦ6.4ʧ ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 灰ԫ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 上૚ 40ˋ

439 緑釉陶器 ࿶ － （1.2） － ៛ີ にͿいԫ 良޷ ロクロφσ ෴土中 ５ˋ　PL64
Ԑ౤

440 土師器 高台෇࿶ʦ15.2ʧ 5.9 ʦ7.4ʧ ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 ઙԫᒵ ී通 器面ຎ໓のため，調整不明 中૚ 40ˋ

第̔号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 252 図）

第̕号竪穴遺構 （第 253 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E ２h7 ۠，標高 32 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 57 号住居跡を掘りࠐみ，第３号竪穴遺構に掘りࠐまれている。また，চԼから本跡より古い第

130 号土坑を確認した。

まれているため，௕࣠はࠐঢ়　東෦を第３号竪穴遺構に掘りܗ໛ͱن 2.54 ｍしか確認できͣ，短࣠は 1.54 ｍ

である。平面形は۱ؙ௕方形とਪఆでき，௕࣠方向は̣－ 88 ʄ－ W である。น高は 28ᶲで，֎܏して立ち上

がͬている。

চ　平ୱで，特にߗ化した෦分は認められなかͬた。

෴土　５૚に分૚できる。पғからの土のྲྀ入をࣔすࣗવଯ積である。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ

׊　̐ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 253 ਤ　第９号竪穴遺構・出土遺物࣮ଌ図

第 252 ਤ　第̔号竪穴遺構出土遺物࣮ଌ図
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 126 点（ᆀ 24，高台෇࿶３，ു １，ᙈྨ 97，Ӌזϱ１），須恵器片̔点（֖２，ᙈ５，１ࠋ）

が出土している。また，ࠞ 入した弥生土器片 11 点，古墳時代の土師器片７点（ᆀ２，高ᆀ５）も出土している。

441 は，෴土Լ૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器や重複関܎から 10 世ل前༿にൺఆできる。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

441 土師器 ᆀ ʦ14.7ʧ（4.5） － ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ମ෦Լ୺ख࣋ちϔラ࡟り　内面ϔラ磨き Լ૚ 20ˋ

第９号竪穴遺構出土遺物؍察ද（第 253 図）

ද̔　平安時代竪穴遺構一ཡද

　ᾋ　焼土遺構

　Րが༻いられた可能性がある土坑状の掘りࠐみを焼土遺構とした。以Լ，ࠓճの調査で確認した２基

にͭいて，遺構と遺物の特௃をղઆする。

第̍号ম土遺構 （第 254 図）

Ґஔ　調査۠北෦の C ３d5 ۠，標高 30 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 151 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　東෦が調査۠Ҭ֎にԆびているため，ೆ北࣠ܗ໛ͱن 0.92 ｍ，東੢࣠ 0.50 ｍしか確認できなかͬた。平

面形は不明である。ਂさは 28ᶲで，ఈ面は平ୱであり，นは֎܏して立ち上がͬている。น面やఈ面の一෦が，

ඃ೤によͬてएׯ੺มしているが，明確ではない。

෴土 ̒૚に分૚できる。ϒロック状のଯ積状گから，埋め໭されている。第̒૚には，20 ～ 30ᶲほどの᛽が

ؚまれており，そのଟくがඃ೤により੺มしている。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　焼土ϒロックগྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　焼土ϒロックগྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

̐　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，白৭ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　̒ ৭　᛽ଟྔ，焼土ϒロック・೪土ϒロック中ྔ，୸化
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

遺෺出土ঢ়گ　土師器片̔点（ᆀ３，ᙈ２，ᙈྨ３），೪土մ１点（15.2 ̶）が出土している。443 はೆ੢น

の෴土中૚，442ࡍ は෴土中からそれͧれ出土している。

番号 位 置 主࣠方向 平面形
໛　ن น 高

（ᶲ）
চ面 น溝

内　෦　ࢪ　ઃ
෴土 主な出土遺物 時　期

備　考

重複関܎（古ˠ৽）௕࣠×短 （࣠ｍ） 主柱穴 出入り
ޱ ピット ࿍ ஷ蔵穴

1 E ２d7 ̣－３ －˃̬ ۱ؙ
௕方形 6.18×3.42 10 ～ 32 ࣼ܏ 一෦ － － １ － － 人ҝ 土師器片，須恵器片 10 世ل後༿ 本跡ˠ SH ２，S,47・74

S,122 と৽چ不明

2 E ２e8 ̣－ 78 －˃̬ ۱ؙ
௕方形ʦ9.40ʧ×3.92 25 ～ 35 平ୱ － － － － － － 人ҝ 土師器片，須恵器片，

灰釉陶器片 11 世ل前༿ SH １，S,116・124 ˠ
本跡ˠ SH ̒，S,46・74

３ E ２h8 ̣－２ －˃Ｅ ۱ؙ
௕方形 9.34×3.60 26 ～ 42 ࣼ܏ 一෦ － － ̐ ２ － ࣗવ

人ҝ
土師器片，灰釉陶器片，
金চ石ϱ，刀子 11 世ل前༿

SI57・65・67・73・74・81，
SH ９，S,102・130 ˠ本跡
ˠ SI59・62

̐ Ｅ２b7 ̣－ 10 －˃̬ 方形 3.31×3.03 ̒～ 11 平ୱ 一෦ － － － － － － 土師器片，須恵器片 11 世ل前༿ SI39・49・99・104，
S,143 ˠ本跡

５ Ｅ２i7 ̣－１ －˃̬ ۱ؙ
௕方形 2.60×2.15 28 ～ 32 一෦

高まり － － － － － － ࣗવ
人ҝ 土師器片，須恵器片 10 世ل後༿ SI67・73 ˠ本跡

ˠ S,80

̒ Ｅ２f8 ̣－ 11 －˃Ｅ ۱ؙ
௕方形 3.60×3.20 16 ～ 45 平ୱ － － － 1 － － 人ҝ 土師器片，須恵器片 11 世ل前༿ SH ２，S,124 ˠ本跡

７ ̘３a5 ̣－ 35 －˃̬ ௕方形 2.43×1.92 ̒～ 16 ࣼ܏ － － － － － － ࣗવ 土師器片，須恵器片 10 世ل後༿
～ 11 世ل前༿

SI142 ˠ本跡ˠ S,200

̔ ̙２g9 ̣－５ －˃̬ ௕方形 3.58×2.60 104 ～ 112 平ୱ － － － 1 － － 人ҝ 土師器片，緑釉陶器片 10 世ل後༿
～ 11 世ل前൒

TM １，SI ５・89 ˠ
本跡

９ Ｅ２h7 ̣－ 88 －˃̬ ʦ۱ؙ
௕方形ʧ（2.54）×1.54 28 平ୱ － － － － － － ࣗવ 土師器片，須恵器片 10 世ل前༿ SI57，S,130 ˠ本跡ˠ

SH ３
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

442 土師器 ᆀ ʦ12.7ʧ 4.1 5.5 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り ෴土中 40ˋ

443 土師器 ᙈ － （9.6）ʦ11.4ʧ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
਑状߭物・֯ર石 にͿいԫᒵ ී通 ମ෦Լ୺ϔラ࡟り　 中૚ 10ˋ

第１号焼土遺構出土遺物؍察ද（第 254 図）

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل中༿にൺఆできる。෴土に೪土や焼土をؚんでいる͜とから，住居のᜱ

跡の可能性があるが，ඃ೤のࠟ跡も明確でなくશ༰が不明である͜とから，焼土遺構としてऔり上͛た。

第 254 ਤ　第１号焼土遺構・出土遺物࣮ଌ図

第̎号ম土遺構 （第 255 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E １h8 ۠，標高 31 ｍの台地ԑล෦に位置している。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 1.28 ｍ，短ܘ 0.94 ｍのପ円形である。௕ܘ方向は̣－ 86 ʄ－ E である。ਂさは５ᶲで，ఈ

面はՐをडけて੺มߗ化しており，एׯの凹ತがある。นは؇やかに立ち上がͬている。

෴土 ２૚に分૚できる。ローϜϒロックや焼土ϒロックがؚまれている͜とから，埋め໭されている。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・焼土ϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ ࠇ　２ ׊ ৭　୸化物・焼土ཻ子中ྔ，ローϜϒロックগྔ

第 255 ਤ　第 2 号焼土遺構・出土遺物࣮ଌ図

第 254 ਤ　第１号焼土遺構・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 13 点（ᆀ７，高台෇࿶３，ᙈྨ３），須恵器片１点（ᙈ）が出土している。444 は෴

土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器により 10 世ل後༿から 11 世ل前༿と考͑られる。ఈ面にՐをਬいたࠟ跡は確認でき

たが，性֨は不明である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

444 土師器 高台෇࿶ － （5.5） 6.4 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・਑状߭物 ઙԫᒵ 不良 ఈ෦ճసϔラ੾り ෴土中 40ˋ

第２号焼土遺構出土遺物؍察ද（第 255 図）

ද９　平安時代焼土遺構一ཡද

　ᾋ　土坑

ճの調査でࠓ　　　 19 基を確認した。そのଟくは性֨不明である。以Լ，遺構と遺物の特௃をղઆする。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロックଟྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ（第̐૚より҉い৭調）
׊　̒ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第５号土坑（第 256・257 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２e0 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号墳と重複しており，出土土器から本跡が৽しい。

ܘ　ঢ়ܗ໛ͱن 1.1m ほどの円形である。ਂさ 58ᶲで，ఈ面は平ୱであり，นはほぼ௚立している。

෴土 ̒૚に分૚できる。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている。

第 256 ਤ　第 5 号土坑࣮ଌ図

のഁ片がଟい。448 は中ԝ෦の෴土中૚，445 ～ 447 は北

นࡍの෴土上૚からそれͧれ出土しており，445 はٯ位で，

446 はࣼ位で出土している。448 の大ᙈは，本跡からೆ੢

方向約 20 ｍに位置する第７・15・25 号土坑から出土した

土器片と઀合している。

ॴݟ　古૬の 448 の大ᙈがࠞ入しているが，時期はその他

の出土土器から 10 世ل後༿にൺఆできる。埋め໭しに伴

ͬて，土器が一ׅഇغされたと考͑られ，ഇغ土坑に૝ఆ

できる。本跡と第７・15・25 号土坑は，同一の土器の遺

構間઀合が確認された͜とから，同時期に機能していた可

能性がある。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 15 点（高台෇࿶２，ᙈ１，ᙈྨ 12），須恵器片２点（ᆀ），石器１点（磨石）が出土

している。また，ࠞ入した弥生土器片̐点，須恵器の大ᙈ片１点も出土している。土器は࢒ଘ཰が高く，大形

第 256 ਤ　第 5 号土坑࣮ଌ図
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番号 位 置 ௕ܘ方向 平 面 形
໛　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
備　考

重複関܎（古ˠ৽）௕ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

１ C ３d5 － 不明 （0.92 × 0.50） 28 一෦
ඃ೤ࠟ ܏֎ 人ҝ 土師器片 SI151 ˠ本跡

２ E １h8 ̣－ 86 －˃Ｅ ପ円形 1.28 × 0.94 ５ ඃ೤ࠟ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片，須恵器片

5.�
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第 257 ਤ　第 5 号土坑出土遺物࣮ଌ図第 257 ਤ　第 5 号土坑出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

445 土師器 高台෇࿶ 15.3 5.7 7.6 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసϔラ੾り 上૚ 95ˋ　PL54

446 土師器 高台෇࿶ 15.6 6.6 8.7 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ఈ෦ճసϔラ੾り 上૚ 70ˋ　PL54

447 土師器 ᙈ ʦ25.0ʧ（19.2） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子・֯ર石 にͿい੺׊ ී通 ロクロφσ　ମ෦Լ൒ϔラ࡟り 上૚ 20ˋ　PL54

448 須恵器 大ᙈ － （41.1） － ௕石 ԫ灰 良޷ ࣼ位の平行ୟき　߱灰によるࣗવ釉 中૚ 20ˋ

第５号土坑出土遺物؍察ද（第 257 図）

土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロックগྔ，୸化ཻ
　　　　　　　　子ඍྔ

ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第̓号土坑（第 258・259 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２g6 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号溝に掘りࠐまれている。

まれているため，௕࣠はࠐঢ়　ೆ東෦を第１号溝に掘りܗ໛ͱن 1.48 ｍしか確認できͣ，短࣠は 0.76 ｍである。

平面形は台形状をఄし，௕࣠方向は̣－ 86 ʄ－ E である。ਂさ 12ᶲで，அ面形はࡼ状である。

෴土　２૚に分૚できる。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 103 点（ᆀ 68，高台෇࿶１，小ࡼ 10，௕ᰍළ１，ᙈ１，ᙈྨ 22）が出土している。

また，ࠞ入した須恵器の大ᙈ片２点も出土している。450 ～ 453 の小ࡼは࢒ଘ཰が高く，੢෦の෴土上૚から

Լ૚にかけて出土している。454 は東෦の෴土Լ૚，449 は東෦の෴土上૚，TP27 は中ԝ෦の෴土Լ૚及び

ೆนࡍの෴土上૚からそれͧれ出土している。そのうち，453 の小454，ࡼ の௕ᰍළは，本跡とྡ઀する第 15

号土坑から出土した須恵器の大ᙈ片とそれͧれ઀合している。また，෴土Լ૚から出土した須恵器片が，第

５号土坑から出土した大ᙈ（第 257 図 448）と઀合している。

ॴݟ　本跡と第５・15 号土坑は，同一の土器の遺構間઀合が確認された͜とから，同時期に機能していた可

能性がある。෴土Լ૚に古૬の須恵器の大ᙈ片がࠞ入しているが，時期はその他の出土土器から 10 世ل後༿

にൺఆできる。埋め໭しに伴ͬて，土器が一ׅഇغされたと考͑られ，ഇغ土坑に૝ఆできる。

第 258 ਤ　第７号土坑・出土遺物࣮ଌ図第 258 ਤ　第７号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

449 土師器 高台෇࿶ － （2.2） ʦ7.4ʧ ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసࢳ੾り　見ࠐみにࠁ書 上૚ 10ˋ

450 土師器 小ࡼ 10.5 2.8 4.6 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 上૚ 70ˋ　PL55

451 土師器 小ࡼ 10.3 2.5 5.8 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・֯ર石 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り Լ૚ 100ˋ PL55

452 土師器 小ࡼ ʦ9.8ʧ 2.2 6.1 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 上૚ 80ˋ　PL55

453 土師器 小ࡼ ʦ10.4ʧ 2.6 4.5 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసࢳ੾り 上૚ 40ˋ

454 土師器 ௕ᰍළ ʦ10.0ʧ（3.3） － ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ֎・内面φσ調整 Լ૚ 10ˋ

第７号土坑出土遺物؍察ද（第 258・259 図）

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

TP27 須恵器 大ᙈ ௕石・石ӳ 灰白 ࣼ位の平行ୟき　ݞ෦߱灰によるࣗવ釉 上૚・Լ૚ ５ˋ

第 259 ਤ　第７号土坑出土遺物࣮ଌ図

第 11 号土坑（第 260 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２g6 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

第 259 ਤ　第７号土坑出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ ׊　２ ৭　ローϜϒロック中ྔ

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 0.79 ｍ，短ܘ 0.70 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 46 ʄ－̬である。ਂさ 23ᶲで，ఈ面は平

ୱであり，นは֎܏して立ち上がͬている。

෴土 ２૚に分૚できる。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とや࢒ଘ཰の高い土器片が出土している͜とか

ら，埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 34 点（ᆀ 22，高台෇࿶２，小３ࡼ，ᙈྨ７）が出土している。また，ࠞ入した土師

器片１点（高ᆀ）も出土している。457 は，北นࡍの෴土Լ૚からࣼ位で出土している。455・456 は，中ԝ

෦の෴土Լ૚と෴土上૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل後༿にൺఆできる。性֨は不明である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

455 土師器 高台෇࿶ － （4.7） ʦ7.0ʧ ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 上૚ 20ˋ

456 土師器 高台෇࿶ ʦ16.1ʧ 5.0 ʦ6.5ʧ ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసࢳ੾り Լ૚ 20ˋ

457 土師器 小ࡼ 9.8 2.3 6.2 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り Լ૚ 100ˋ PL55

第 11 号土坑出土遺物؍察ද（第 260 図）

第 13 号土坑（第 261 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２b6 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 17 号土坑を掘りࠐんでいる。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 3.76m，短ܘ 2.04 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 13 ʄ－ E である。ਂさ 13ᶲで，அ面形は

。状であるࡼ

ఈ໘　นࡍをআいてߗ化している。

第 261 ਤ　第 13 号土坑・出土遺物࣮ଌ図第 261 ਤ　第 13 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ 焼土ཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

３　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　গྔ

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 49 点（ᆀ 33，小１ࡼ，ᙈ７，ᙈྨ̔），須恵器片１点（ළ），石製品１点（腰帯具），

鉄製品１点（鏃），೪土մ１点（6.3 ̶）が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片１点，弥生土器片９点，

土師器片３点（高ᆀ）も出土している。M25 は中ԝ෦の෴土Լ૚，228 は中ԝ෦の෴土上૚からそれͧれ出

土している。

ॴݟ　細片ではあるが，土師器の小ࡼ片が෴土中から出土しており，時期は 10 世ل後൒と考͑られる。性֨

は不明である。

෴土　３૚に分૚できる。શମతに焼土ཻ子がଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている。

第 13 号土坑出土遺物؍察ද（第 261 図）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 重ྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

̦ 28 腰帯具 3.7 3.9 0.7 25.9 ऄ໲ؠ ८方　அ面台形　ཪ面࢛۱にજり孔 上૚ PL64

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 重ྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

̢ 25 鏃 （8.0） （3.6） 0.3 （15.8） 鉄 鏃਎෦أຢ式　ܪ෦அ面方形 Լ૚ PL62

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 15 号土坑（第 262・263 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２g6 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 12 号土坑を掘りࠐんでいる。

はਪఆܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 0.89 ｍ，短ܘは 0.80 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 45 ʄ－ W である。ਂさ 15ᶲで，

அ面形はࡼ状である。

෴土　２૚に分૚できる。須恵器の大ᙈ（462）がਾ͑られた状態で出土しており，第１・２૚は埋土と考͑

られる。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 59 点（ᆀ 22，高台෇࿶１，小̐ࡼ，ᙈ３，ᙈྨ 29）が出土している。また , ࠞ入し

た縄文土器片７点，弥生土器片９点，古墳時代の土師器片７点（ᆁ２，高ᆀ５），奈良時代の須恵器の大ᙈ片

第 262 ਤ　第 15 号土坑出土遺物࣮ଌ図

２点も出土している。462 の大ᙈは，中ԝ෦のఈ

面にਾ͑られた状態で出土しており，ఈ෦には

์ࣹ状にׂれ目が入ͬている。458・459 は中ԝ

෦，460 は北นدりの෴土上૚，461 は෴土中か

らそれͧれ出土している。なお，458 の高台෇࿶，

462 の大ᙈは，本跡とྡ઀する第 25 号土坑から

出土した土器片とそれͧれ઀合している。また，

෴土上૚から出土した土器片が，第５号土坑か

ら出土した大ᙈ（第 257 図 448）と઀合している。

た縄文土器片７点，弥生土器片９点，古墳時代の土師器片７点（ᆁ２，高ᆀ５），奈良時代の須恵器の大ᙈ片

第 262 ਤ　第 15 号土坑出土遺物࣮ଌ図
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ॴݟ　時期は，458 ～ 461 の土器から 10 世ل後༿にൺఆできる。462 の大ᙈはؙఈであり̔世ل代の所࢈と

考͑られ，他の出土土器とは時期ࠩが認められる。෴土の様૬から，遺構の重複とは考͑にくく，古खの土

器がいͣれからかൖ入された可能性がある。また，大ᙈのఈ෦はҙ図తにׂられたと૝ఆでき，༰器として

の機能をࣦͬている。͜の͜とから，本དྷの࢖༻とは別にԿらかのّྱに࢖༻された可能性があるが，詳細

にͭいては不明である。

第 263 ਤ　第 15 号土坑出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

458 土師器 高台෇࿶ ʦ16.0ʧ（4.1） － ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 内面ϔラ磨き 上૚ 30ˋ

459 土師器 小ࡼ 10.1 3.0 4.2 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状߭物 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 上૚ 70ˋ　PL54

460 土師器 小ࡼ ʦ11.0ʧ 2.6 5.6 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿい׊ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసϔラ੾り 上૚ 40ˋ

461 土師器 小ࡼ ʦ10.0ʧ 2.4 ʦ6.0ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・֯ર石 にͿいԫᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り ෴土中 40ˋ　

462 須恵器 大ᙈ － （32.0） － ௕石・石ӳ ԫ灰 良޷ ࣼ位の平行ୟき　ࣗવ釉　 ఈ面 20ˋ　PL54

第 15 号土坑出土遺物؍察ද（第 263 図）

にͭいては不明である。

第 263 ਤ　第 15 号土坑出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 25 号土坑（第 264 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２g5 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号ピット群を掘りࠐんでいる。

ܘ　ঢ়ܗ໛ͱن 1.2 ｍほどの円形である。ਂさ 21ᶲで，ఈ面は平ୱであり，นは؇やかに立ち上がͬている。

෴土　２૚に分૚できる。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

463 土師器 ᆀ ʦ14.2ʧ 4.2 6.5 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ఈ෦ճసϔラ੾りϱ 上૚ 50ˋ　PL55

464 土師器 小ࡼ 9.8 1.8 6.2 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り ෴土中 90ˋ　PL55

465 土師器 小ࡼ 9.4 1.6 5.5 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 上૚ 95ˋ　PL55

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

TP28 須恵器 ᙈ ௕石 灰׊ 状工具による೾状文ࣃ۳ 上૚

第 25 号土坑出土遺物؍察ද（第 264 図）

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 15 点（ᆀ̐，小２ࡼ，ᙈ１，ᙈྨ̔）が出土している。また，ࠞ 入した縄文土器片１点，

弥生土器片５点，須恵器片２点（ᙈ，大ᙈ）も出土している。463・465・TP28 は中ԝ෦の෴土上૚，464 は

෴土中からそれͧれ出土している。そのうち，463 のᆀは第７号土坑から出土している土器片と，TP28 のᙈ

は第 15 号土坑から出土した土器片とそれͧれ઀合している。また，෴土上૚から出土した須恵器片も，第５

号土坑から出土した大ᙈ（第 257 図 448）と઀合している。

ॴݟ　෴土上૚に古૬の須恵器の大ᙈ片がࠞ入しているが，時期はその他の出土土器から 10 世ل後༿にൺఆ

できる。本跡と第５・７・15 号土坑は，同一の土器の遺構間઀合が確認された͜とから，同時期に機能して

いた可能性がある。第５・７号土坑と同様に࢒ଘ཰の高い遺物が出土しており，ഇغ土坑の可能性がある。

第 264 ਤ　第 25 号土坑・出土遺物࣮ଌ図第 264 ਤ　第 25 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化ཻ子中ྔ，ローϜϒロック・焼土ཻ子গྔ ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子গྔ

第 43 号土坑（第 265 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の E ２b6 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 39・104 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 1.59m，短ܘ 1.34 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 25 ʄ－ W である。ਂさ 15ᶲで，அ面形は

。状であるࡼ

෴土　２૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれている͜とから，埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 17 点（ᆀ̒，小１ࡼ，ᙈྨ 10）が出土している。また，ࠞ入した弥生土器片２点も

出土している。466 は中ԝ෦の෴土Լ૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 11 世ل前༿にൺఆできる。性֨は不明である。

第 265 ਤ　第 43 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

466 土師器 小ࡼ 8.4 2.0 5.8 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り Լ૚ 95ˋ　PL55

第 43 号土坑出土遺物؍察ද（第 265 図）

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロックগྔ，୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物中ྔ，焼土ϒロック・೪
　　　　　　　　土ཻ子গྔ

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

第 47 号土坑（第 266 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の E ２d7 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号竪穴遺構を掘りࠐんでいる。

ঢ়　1ܗ໛ͱن ลが 1.6m ほどの۱ؙ方形である。ਂさ 43ᶲで，ఈ面は平ୱであり，นはほぼ௚立している。

෴土　３૚に分૚できる。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 39 点（ᆀ 11，小１ࡼ，ᙈ１，ᙈྨ 26），須恵器片１点（ᙈ）が出土している。また，

ࠞ入した弥生土器片９点も出土している。467 は，北東コーφー෦の෴土中૚からਖ਼位で出土している。

第 265 ਤ　第 43 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

467 土師器 小ࡼ 8.4 2.0 5.4 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 中૚ 100ˋ PL55

第 47 号土坑出土遺物؍察ද（第 266 図）

ॴݟ　時期は，出土土器や重複関܎から 11 世ل前༿にൺఆできる。性֨は不明である。

第 266 ਤ　第 47 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子গྔ

第 56 号土坑（第 267 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２K7 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 0.56m，短ܘ 0.42 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 79 ʄ－ E である。ਂさ 18ᶲで，ఈ面はࡼ

状であり，นは֎܏して立ち上がͬている。

෴土　２૚に分૚できる。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片３点（ᆀ，高台෇࿶，ᙈྨ）が出土している。468 は，੢นدりの෴土Լ૚から出土

している。

ॴݟ　時期は，出土土器から９世ل後༿にൺఆできる。性֨は不明である。

第 267 ਤ　第 56 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 266 ਤ　第 47 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

468 土師器 高台෇࿶ʦ16.4.ʧ 6.4 ʦ7.0ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・੺৭
ཻ子・਑状߭物・֯ર石 にͿい੺׊ ී通 ମ෦Լ୺・ఈ෦ճసϔラ࡟り Լ૚ 50ˋ

第 56 号土坑出土遺物؍察ද（第 267 図）

土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロックඍྔ ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

第 62 号土坑（第 268 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の C ２i5 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 61 号土坑を掘りࠐみ，第１号ピット群に掘りࠐまれている。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 1.57m，短ܘ 1.35 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 87 ʄ－ E である。ਂさ７ᶲで，அ面形は

。状であるࡼ

෴土　２૚に分૚できる。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片̐点（ᆀ）が出土している。469 は北นدりのఈ面からਖ਼位で，470 は෴土中からそ

れͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から̔世ل後༿にൺఆできる。性֨は不明である。

第 268 ਤ　第 62 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

469 土師器 ᆀ ʦ13.6ʧ 4.2 7.7 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状߭物 ᒵ ී通 ロクロφσ　ମ෦Լ୺・ఈ෦ख࣋ちϔラ࡟り　 ఈ面 70ˋ　PL56

470 土師器 ᆀ 12.8 4.4 7.9 ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 明੺׊ ී通 ロクロφσ　ఈ෦一方向のϔラ࡟り ෴土中 90ˋ　PL56

第 62 号土坑出土遺物؍察ද（第 268 図）

第 78 号土坑（第 269 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E １i0 ۠，標高 31 ｍの台地ԑล෦に位置している。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 0.51m，短ܘ 0.44 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 45 ʄ－ W である。ਂさ５ᶲで，அ面形は

。状であるࡼ

෴土　୯一૚である。ローϜϒロックがଟくؚまれている͜とから，埋め໭されている。

第 268 ਤ　第 62 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

#

4,6�

#

"

"˄

#˄

"
˄

"
��
��
N

#˄46�

46�

P(�
P���

�
�

469 470



－ 300 －

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・細᛽中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 1 点（ു），須恵器片１点（ᙈ）が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片１点も

出土している。471 は，中ԝ෦の෴土Լ૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から平安時代と考͑られる。性֨は不明である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

471 土師器 ു － ʦ14.2ʧ 10.6 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 ମ෦֎面ϔラ࡟り　内面ϔラ磨き Լ૚ 60ˋ　PL55

第 78 号土坑出土遺物؍察ද（第 269 図）

第 269 ਤ　第 78 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロック・୸化物গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロックগྔ，細᛽ඍྔ

３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・細᛽গྔ

第 82 号土坑（第 270 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E １h5 ۠，標高 31 ｍの台地ԑล෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 68 号住居を掘りࠐんでいる。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 0.86m，短ܘ 0.70 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 82 ʄ－ W である。ਂさ 35ᶲで，ఈ面はು

ఈ状であり，นは؇やかに立ち上がͬている。

෴土　３૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれている͜とから，埋め໭されている。

第 270 ਤ　第 82 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 18 点（ᆀ 12，小１ࡼ，ᙈ１，ᙈྨ̐）が出土している。472 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل中༿にൺఆできる。෴土の様૬から柱穴とみられるが，पғにରになる

ピットが確認できなかͬたため，土坑としてऔり上͛た。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

472 土師器 小ࡼ ʦ11.8ʧ 3.0 ʦ5.0ʧ ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ロクロφσ ෴土中 30ˋ

第 82 号土坑出土遺物؍察ද（第 270 図）

土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ ࠇ　２ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・焼土ཻ子・೪土ཻ子    

      　　　　　　ඍྔ

第 88 号土坑（第 271 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦のＥ１K7 ۠，標高 31 ｍの台地ԑล෦に位置している。

ܘ　ঢ়ܗ໛ͱن 0.5m ほどの円形で，ਂさ 24ᶲである。ఈ面はೆ෦に向かͬてࣼ܏し，柱のあたりとみられる

ܘ 30ᶲほどのପ円形のߗ化ൣғが確認されている。นは֎܏して立ち上がͬている。　

෴土　２૚に分૚できる。पғから土のྲྀ入をࣔすࣗવଯ積である。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 21 点（ᆀ５，高台෇࿶１，ᙈྨ 。଍Րࣷϱ１），須恵器片１点（֖）が出土しているࡾ，14

また，ࠞ 入した弥生土器片１点も出土している。473 は中ԝ෦のఈ面，474 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل以߱と考͑られる。柱のあたりとみられるߗ化ൣғが確認されている͜

とから柱穴とみられるが，पғにରになるピットが確認できなかͬたため，土坑としてऔり上͛た。

第 271 ਤ　第 88 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

473 土師器 高台෇࿶ － （2.3） － ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 ᒵ ී通 ఈ෦ճసϔラ੾りϱ ఈ面 20ˋ

474 土師器 ଍Րࣷࡾ
　　　ϱ － （10.1） － ௕石・石ӳ・

Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී通 頭ࠟࢦ　෦φσ٭ ෴土中 ５ˋ

第 88 号土坑出土遺物؍察ද（第 271 図）

第 89 号土坑（第 272 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の E １K8 ۠，標高 31 ｍの台地ԑล෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 47 号住居と重複しているが，৽چ関܎は不明である。

第 271 ਤ　第 88 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ

෴土　୯一૚で，૚ްがബい͜とから，ଯ積状گは不明である。

遺෺出土ঢ়گ　土師器のᙈ片１点（475）が，中ԝ෦の෴土Լ૚からఈ面にかけて出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から平安時代と考͑られる。性֨は不明である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

475 土師器 ᙈ － （12.5） 13.2 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・੺৭
ཻ子・਑状߭物・֯ર石 灰׊ ී通 ମ෦֎面ϔラ࡟り Լ૚～ఈ面 30ˋ

第 89 号土坑出土遺物؍察ද（第 272 図）

ঢ়ܗ໛ͱن ܘ 0.5m ほどの円形で，ਂさ 12ᶲである。அ面形はࡼ状である。

第 272 ਤ　第 89 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子গྔ，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 102 号土坑（第 273 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E ２i8 ۠，標高 31 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 67 号住居・第３号竪穴遺構に掘りࠐまれている。

ܘまれているため，௕ࠐঢ়　上位を重複する遺構に掘りܗ໛ͱن 1.14 ｍ，短ܘ 0.85 ｍ，ਂさ 35ᶲしか確認で

きなかͬた。平面形はପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 58 ʄ－Ｅである。ఈ面はುఈ状で，นは؇やかに立ち上が

ͬている。

෴土　２૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれている͜とから，埋め໭されている。

第 273 ਤ　第 102 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 272 ਤ　第 89 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片̒点（ᆀ１，ᙈ２，ᙈྨ３）が出土している。また，ࠞ 入した古墳時代の土師器片１点（高

ᆀ）も出土している。476 は෴土中から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器や重複関܎から 10 世ل前༿以前の平安時代と考͑られる。性֨は不明である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

476 土師器 ᙈ － （4.0）ʦ13.0ʧ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 明੺׊ ී通 ମ෦֎面ϔラ࡟り　内面ϔラφσ ෴土中 10ˋ

第 102 号土坑出土遺物؍察ද（第 273 図）

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロック・୸化ཻ子গྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 136 号土坑（第 274 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の E ２a7 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 99 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ঢ়　1ܗ໛ͱن ลが 1.3m ほどの۱ؙ方形で，ਂ さ 22ᶲである。ఈ面は平ୱで，นは֎܏して立ち上がͬている。

෴土　３૚に分૚できる。֤૚にローϜϒロックがؚまれている͜とから，埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 14 点（ᆀ２，高台෇࿶１，小１ࡼ，ᙈ２，ᙈྨ̔）が出土している。また，ࠞ入し

た古墳時代の土器片１点（高ᆀ）も出土している。477・478 は෴土中からそれͧれ出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器や重複関܎から 10 世ل後༿にൺఆできる。性֨は不明である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

477 土師器 高台෇࿶ － （1.9） ʦ7.1ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状߭物 にͿい׊ ී通 ମ෦内面ϔラ磨き ෴土中 20ˋ

478 土師器 小ࡼ ʦ6.8ʧ 1.6 ʦ3.6ʧ ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状߭物 ᒵ ී通 ロクロφσ ෴土中 20ˋ

第 136 号土坑出土遺物؍察ද（第 274 図）

第 274 ਤ　第 136 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 185 号土坑（第 275 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２b4 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 18 号住居跡を掘りࠐみ，第 93 号住居に掘りࠐまれている。

第 274 ਤ　第 136 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子・ࣛপパミスඍྔ ２　҉ ׊ ৭　ࣛপパミスগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

ܘ　ঢ়ܗ໛ͱن 0.5 ｍほどの円形で，上位が第 93 号住居に掘りࠐまれているため，ਂさは 39ᶲしか確認でき

なかͬた。ఈ面は平ୱであり，柱のあたりとみられるܘ 28ᶲほどのପ円形のߗ化ൣғが確認されている。นは，

ほぼ௚立している。

෴土 ２૚に分૚できる。෴土中に大形の土器片がؚまれている͜とから，埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ 須恵器の大ᙈ片１点（479）が，中ԝ෦の෴土Լ૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器や重複関܎から９世ل代にൺఆできる。柱のあたりとみられるߗ化ൣғが確認されて

いる͜とから柱穴とみられるが，पғにରになるピットが確認できなかͬたため，土坑としてऔり上͛た。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

479 須恵器 大ᙈ ʦ34.0ʧ（9.6） － ௕石・Ӣ฼・
਑状߭物 灰ԫ׊ 良޷ ᰍ෦に๮状工具による೾状文　内面ϔラφσ Լ૚ 10ˋ

第 185 号土坑出土遺物؍察ද（第 275 図）

第 275 ਤ　第 185 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 218 号土坑（第 276 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の D ２f0 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号墳を掘りࠐんでいる。

ܘ　ঢ়ܗ໛ͱن 0.9 ｍほどの円形で，ਂさは 34ᶲである。นはほぼ௚立しておりɺఈ面は平ୱである。

෴土　３૚に分૚できる。ϒロック状のଯ積状گから埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 23 点（ᆀ 11，高台෇࿶１，ᙈྨ 11），須恵器片１点（ᙈ）が出土している。また，

ࠞ入した弥生土器片̐点も出土している。480 は，中ԝ෦の෴土中૚から出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل後༿にൺఆできる。性֨は不明である。

第 275 ਤ　第 185 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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第 276 ਤ　第 218 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

480 土師器 高台෇࿶ 14.8 4.7 6.5 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿい׊ ී通 ఈ෦ճసࢳ੾り 中૚ 90ˋ　PL56

第 218 号土坑出土遺物؍察ද（第 276 図）

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化物ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化物ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ

׊　５ ৭　ローϜϒロックଟྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 252 号土坑（第 277 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E ２d8 ۠，標高 33 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ܘ　ঢ়ܗ໛ͱن 1.1 ｍほどの円形で，ਂさは 70ᶲである。ఈ面は平ୱで，นはほぼ௚立している。

෴土　７૚に分૚できる。ϒロック状のଯ積状گから埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　土師器片 36 点（ᆀ 17，高台෇࿶３，ᙈ３，ᙈྨ 13）が出土している。また，ࠞ入した縄文

土器片１点，弥生土器片３点も出土している。481・482 は北෦のఈ面，483 は中ԝ෦の෴土中૚からそれͧ

れ出土している。481 は，ٯ位で出土している。

ॴݟ　時期は，出土土器から 10 世ل中༿にൺఆできる。性֨は不明である。

第 277 ਤ　第 252 号土坑・出土遺物࣮ଌ図

第 276 ਤ　第 218 号土坑・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

481 土師器 ᆀ 12.2 3.5 6.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・֯ર石 にͿいᒵ ී通 内面ϔラ磨き　ମ෦Լ୺・ఈ෦ճసϔラ࡟り ఈ面 95ˋ　PL56

482 土師器 ᆀ 12.3 3.4 6.0 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状߭物 明੺׊ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసࢳ੾り ఈ面 90ˋ　PL56

483 土師器 高台෇࿶ 12.4 5.4 6.8 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・֯ર石 にͿいᒵ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ճసࢳ੾り 中૚ 80ˋ　PL56

第 252 号土坑出土遺物؍察ද（第 277 図）

ද 10　平安時代土坑一ཡද

　ᾌ　ピット群

ճの調査では，ピット群̔か所を確認した。いͣれも建物跡を૝ఆできるような഑置ではないが，第ࠓ　　　

　　１号ピット群のピットからは，ൺֱత࢒ଘ཰の高い遺物が出土しているため，当時代の遺構と൑அした。

　　以Լ，遺構と遺物の特௃をղઆする。

第̍号ϐοτ܈（第 278・279 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の標高 33 ｍの平ୱな台地上，C ２i5 ～ E ２b0 ۠にかけてのೆ北 50 ｍ，東੢ 28 ｍのൣ

ғから柱穴状のピット 108 か所を確認した。

ॏෳؔ܎　第１号墳，第１・２・̐・７～ 11・89・100・105 号住居跡，第１号ງ立柱建物跡，第１・23・

59・61・62 号土坑を掘りࠐみ，第 20 号住居，第 25・137・247 号土坑，第１・̐・５号溝に掘りࠐまれている。

また，第 34・209・229 号土坑とも重複しているが，৽چ関܎は不明である。

ܘঢ়　ピットは௕ܗ໛΍ن 16 ～ 66ᶲ，短ܘ 15 ～ 56ᶲの円形またはପ円形で，ਂさは５～ 110ᶲである。

番号 位 置 ௕ܘ方向 平 面 形
໛　　　　ن ఈ　面

ʪஅ面形ʫ น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
備　考

重複関܎（古ˠ৽）௕ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

５ ̙２e0 － 円形 1.1 58 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片，須恵器片 TM １ˠ本跡

７ ̙２g6 ̣－ 86 －˃Ｅ 台形状 （1.48）× 0.76 12 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片，須恵器片 本跡ˠ SD １

11 ̙２g6 ̣－ 46 －˃̬ ପ円形 0.79 × 0.70 23 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片

13 ̙２b6 ̣－ 13 －˃Ｅ ପ円形 3.76 × 2.04 13 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片，須恵器片，腰帯具，
鉄鏃 S,17 ˠ本跡

15 ̙２g6 ̣－ 45 －˃̬ ପ円形 ʦ0.89ʧ× 0.80 15 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片，須恵器片 S,12 ˠ本跡

25 ̙２g5 － 円形 1.2 21 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片，須恵器片 P( １ˠ本跡

43 Ｅ２b6 ̣－ 25 －˃̬ ପ円形 1.59 × 1.34 15 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 SI39・104 ˠ本跡

47 Ｅ２d7 － ۱ؙ方形 1.6 43 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片 SH １ˠ本跡

56 ̙２K7 ̣－ 79 －˃Ｅ ପ円形 0.56 × 0.42 18 状ࡼ ܏֎ 人ҝ 土師器片

62 ̘２i5 ̣－ 87 －˃Ｅ ପ円形 1.57 × 1.35 ７ ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 S,61 ˠ本跡ˠ P( １

78 Ｅ１i0 ̣－ 45 －˃̬ ପ円形 0.51 × 0.44 ５ ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片

82 Ｅ１h5 ̣－ 82 －˃̬ ପ円形 0.86 × 0.70 35 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI68 ˠ本跡

88 Ｅ１K7 － 円形 0.5 24 ࣼ܏ ܏֎ ࣗવ 土師器片，須恵器片

89 Ｅ１K8 － 円形 0.5 12 ʪࡼ状ʫ － 不明 土師器片 SI47 と৽چ不明

102 Ｅ２i8 ̣－ 58 －˃Ｅ ପ円形 （1.14 × 0.85） （35） ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SI67，SH ３

136 Ｅ２a7 － ۱ؙ方形 1.3 22 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片 SI99 ˠ本跡

185 ̙２b4 － 円形 （0.5） 39 平ୱ ௚立 人ҝ 須恵器片 SI18 ˠ本跡ˠ SI93

218 ̙２f0 － 円形 0.9 34 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片，須恵器片 TM １ˠ本跡

252 Ｅ２d8 － 円形 1.1 70 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片
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遺෺出土ঢ়گ　土師器片 49 点（ᆀ 13，高台෇࿶２，ᙈ̒，ᙈྨ 27, ミχνュア土器１），須恵器片̐点（ᙈ）

が出土している。また，ࠞ入した縄文土器片１点，弥生土器片 15 点，古墳時代の土師器片２点（ᆀ，高ᆀ）

も出土している。484 は P75 の෴土上૚，485 は P95 の෴土上૚からそれͧれ出土している。

ॴݟ　ピットに重複があり，ൣ޿ғで確認されている͜とから，एׯの時期ࠩがあると૝ఆできるが，出土

土器や重複関܎により，時期は֓Ͷ９～ 10 世ل代のൣᙝに収まるものと考͑られる。

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

１ ̙３c1 円形 43 37 15 39 ̙２b9 円形 60 56 65 77 ̙２d8 ʦପ円形ʧ（28） 22 45

２ ̙３c1 円形 46 40 24 40 ̙２a9 円形 30 29 77 78 ̙２d7 円形 20 20 12

３ ̙２f8 円形 19 19 23 41 ̙２g0 円形 28 27 84 79 ̙２d7 円形 22 20 19

̐ ̙２g7 円形 （31） 30 20 42 ̙２a9 ʦପ円形ʧ（32） 26 110 80 ̙２d8 ପ円形 36 28 25

５ ̙２e0 ʦ円形ʧ 38 ʦ30ʧ 22 43 ̙２h6 円形 30 28 18 81 ̙２d8 ପ円形 26 22 20

̒ ̙２e0 ପ円形 40 32 34 44 ̙２K8 ପ円形 30 22 35 82 ̙２e8 ପ円形 40 34 56

７ ̙２e0 ʦ円形ʧ ʦ28ʧ 28 13 45 ̙２d6 円形 20 19 24 83 ̙２a8 ପ円形 29 26 45

̔ ̙２e0 ପ円形 34 30 43 46 ̙２g5 ʦ円形ʧ 35 （24） ̔ 84 ̙２a8 ପ円形 26 22 39

９ ̙２e0 ପ円形 30 24 40 47 ̙２g9 ପ円形 28 20 45 85 C ２K8 円形 24 24 33

10 ̙２f0 円形 40 39 31 48 ̙２g9 ପ円形 29 20 45 86 ̙２a8 ପ円形 33 26 32

11 ̙２f0 円形 42 42 32 49 ̙２g9 ପ円形 21 16 49 87 ̙２c7 ପ円形 24 20 54

12 ̙２f0 円形 26 26 27 50 ̙２g9 ପ円形 44 34 53 88 ̙２c7 不ఆ形 51 45 93

13 ̙２e0 ପ円形 29 26 36 51 ̙２f9 ପ円形 24 16 81 89 ̙２d8 ପ円形 33 28 33

14 ̙２b8 ʦ円形ʧ ʦ21ʧ ʦ20ʧ （15） 52 ̙２g9 円形 44 43 58 90 ̙２d7 ପ円形 36 22 28

15 ̙２b8 ପ円形 29 22 45 53 ̙２g9 円形 34 31 72 91 ̙２d8 ପ円形 36 31 66

16 ̙２b7 円形 24 22 46 54 ̙２h9 ପ円形 38 34 49 92 ̙３f1 ପ円形 38 32 65

17 ̙２b7 円形 22 20 43 55 ̙２g8 ପ円形 34 28 54 93 ̙２b7 ପ円形 66 52 74

18 ̙２b7 円形 24 23 19 56 ̙２h7 ʦପ円形ʧ（27） 24 70 94 ̙２c8 ପ円形 28 22 71

19 ̙２f7 ପ円形 53 44 49 57 ̙２g7 ପ円形 30 27 46 95 ̙２f8 円形 30 30 ５

20 ̙２f7 ପ円形 54 34 35 58 ̙２g7 円形 29 27 66 96 ̙２g8 ପ円形 40 36 11

21 ̙２a7 ପ円形 26 23 40 59 ̙２h8 円形 45 44 62 97 ̙３f1 円形 34 34 55

22 ̙２g7 円形 26 24 74 60 ̙２h8 ʦ円形ʧ 39 （32） 24 98 ̙３f1 ʦପ円形ʧ 26 （20） 11

23 ̙２e9 円形 18 16 33 61 ̙２h8 ପ円形 40 22 47 99 ̙２c7 ପ円形 22 19 30

24 ̙２d0 ʦ円形ʧ － － 28 62 ̙２d7 円形 24 23 13 100 ̙２c6 円形 21 20 44

25 ̙２d0 ʦ円形ʧ － － 30 63 ̙２d6 ପ円形 24 20 26 101 ̙２e8 円形 31 30 87

26 ̙２d0 ʦ円形ʧ － － 29 64 ̙２d6 円形 44 43 62 102 ̙２d7 ପ円形 46 40 48

27 ̙２d0 ପ円形 34 23 24 65 ̙２c5 ପ円形 30 26 26 103 ̙２i7 ʦ円形ʧ （28） （26） （46）

28 ̙２d9 ପ円形 41 36 37 66 ̙２K9 ପ円形 28 25 33 104 Ｅ２a8 ପ円形 36 32 ̔

29 ̙２d9 ʦ円形ʧ 37 （26） 39 67 Ｅ２a0 ପ円形 44 28 58 105 ̙２c7 ʦ円形ʧ （23） 23 24

30 ̙２d9 ʦ円形ʧ 38 （15） 23 68 Ｅ２a0 ପ円形 18 15 53 106 ̙２d7 ʦ円形ʧ （26） （24） 24

31 ̙２d9 ପ円形 23 20 ９ 69 Ｅ２a9 ପ円形 33 29 54 107 ̘２i5 ପ円形 35 30 15

32 ̙２c9 ପ円形 42 35 66 70 　ܽ番 108 ̘２i5 円形 33 30 10

33 ̙２c9 円形 16 15 50 71 　ܽ番 109 ̘２i5 円形 28 28 16

34 ̙２c9 円形 44 44 58 72 　ܽ番 110 ̘２i5 ପ円形 26 20 17

35 ̙２c9 ପ円形 43 24 56 73 ܽ番 111 ̙２i8 ପ円形 28 20 ９

36 ̙２b9 ପ円形 35 25 84 74 　ܽ番 112 ̙２i8 ʦ円形ʧ （34） （31） （15）

37 ̙２b9 ପ円形 30 26 53 75 ̙２d7 ପ円形 28 24 44 113 ̙２a9 ପ円形 28 23 11

38 ̙２b9 ପ円形 38 34 72 76 ̙２d7 ପ円形 22 16 35

第１号ピット群ܭଌද
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５　中世・ۙ世の遺構と遺物

　　当時代の遺構は，墓坑２基，溝跡１条を確認した。以Լ，遺構及び遺物にͭいて記ड़する。

　ᾇ　墓坑

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，ࠎ片গྔ

第̍号ุ坑（第 280 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の̘３i3 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第１号墳，第 144 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 0.99m，短ܘ 0.78 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 0 ʄである。ਂさ 48ᶲで，ఈ面は平ୱであり，

นはほぼ௚立している。

෴土 ２૚に分૚できる。ローϜϒロックを主ମとした埋૴時の埋め໭しである。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

484 土師器 ᆀ 13.6 4.7 8.5 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼・੺৭ཻ子 にͿいԫᒵ ී通 内面ϔラ磨き　ఈ෦ख࣋ちϔラ࡟り　

墨書「日奈田」 P75 60ˋ　PL63

485 土師器 ミχνュア 4.6 4.3 4.2 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状߭物 にͿいԫᒵ ී通 ᆵ形　ମ෦֎面ϔラ࡟り　内面ロクロφσ　

ఈ෦ճసϔラ੾り P95 100ˋ  PL56

第１号ピット群出土遺物؍察ද（第 279 図）

第 279 ਤ　第１号ピット群出土遺物࣮ଌ図

第 280 ਤ　第１号墓坑・出土遺物࣮ଌ図

第 279 ਤ　第１号ピット群出土遺物࣮ଌ図
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第 280 ਤ　第１号墓坑・出土遺物࣮ଌ図
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遺֚ͷಛ௃　ࠎ片（大଼ࠎຢはᡯࠎ）やࣃが出土している。ࠎはશମతに՚ᇋであり，ঁ性の可能性がある。

また，ࣃは永ࣃٱでۃめてຎ໓している͜とから，࿝年（60 。以上）と考͑られるࡀ

遺෺出土ঢ়گ　銭貨̐点（永樂通寳）が出土している。M26 ～ M28 は，中ԝ෦の෴土Լ૚から重なりあͬて

出土している。M29 は，෴土中から出土している。また，෴土Լ૚から࣫器の࿶も出土しているが，ૉ地の

໦質෦は࢒ଘしておらͣ，࣫ృບの高台෦のみが確認されているため，図ࣔする͜とはできない。

ॴݟ　銭貨や࣫器の࿶は，副૴品と考͑られる。時期は，出土遺物からࣨ町時代と考͑られる。

第１号墓坑出土遺物؍察ද（第 280 図）

番号 銭　名 ܘ 孔ܘ ްさ 重ྔ ॳர年 質ࡐ 特௃ 出土位置 備　考

M26 永樂通寳 2.5 0.6 0.1 2.8 1408 ಔ 真書 Լ૚

M27 永樂通寳 2.5 0.6 0.1 2.5 1408 ಔ 真書 Լ૚ PL62

M28 永樂通寳 2.4 0.6 0.1 2.1 1408 ಔ 真書 Լ૚ PL62

M29 永樂通寳 2.5 0.6 0.1 2.6 1408 ಔ 真書 ෴土中

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，ࣛপパミスඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
３　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ

第̎号ุ坑（第 281 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の̘３i2 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

ॏෳؔ܎　第 11 号溝を掘りࠐんでいる。また，第１号墳とも重複しており，遺構の性֨上本跡が৽しい。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 1.26m，短ܘ 0.84 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 44 ʄ－ E である。ਂさ 49ᶲで，ఈ面は平

ୱであり，นは֎܏して立ち上がͬている。

෴土　３૚に分૚できる。ローϜϒロックを主ମとした埋૴時の埋め໭しである。

遺֚ͷಛ௃　ࠎ片（大଼ࠎ）やࣃが，主に෴土Լ૚から出

土している。ࣃは永ࣃٱでຎ໓している͜とから，૖年（20

～ 39 。以上と考͑られる（ࡀ

遺෺出土ঢ়گ　෴土中にࠞ入した土師器のᙈ片が出土して

いる。

ॴݟ　時期は，副૴品と考͑られる遺物がないため明確で

ないが，第１号墓坑とྡ઀している͜とから，同墓坑とは

あまり時期ࠩがないࣨ町時代と考͑られる。

第 281 ਤ　第２号墓坑࣮ଌ図

ද 11　中世・ۙ世墓坑一ཡද

第 281 ਤ　第２号墓坑࣮ଌ図
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番号 位 置 ௕ܘ方向 平 面 形
໛　　　　ن

ఈ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
備　考

重複関܎（古ˠ৽）௕ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

１ C ３i3 ̣－̌ 　˃　 ପ円形 0.99 × 0.78 48 平ୱ ௚立 人ҝ 銭貨 TM １，SI144 ˠ
本跡

２ C ３i2 ̣－ 44 －˃Ｅ ପ円形 1.26 × 0.84 49 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片 TM １，SD11 ˠ
本跡

5.�
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　ᾈ　溝跡

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，細᛽ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜϒロック・ࣛপパミス中ྔ，細᛽ඍྔ

׊　５ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　̒ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　７ ৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第５号ߔ跡（第 282 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦からೆ෦の̙２h0 ～ ' ２a6 ۠，標高 31 ～ 33 ｍの台地෦から؇ࣼ面෦にかけて構築され

ている。

ॏෳؔ܎ɹ第１号墳，第９・12・16・42・43・60・92 号住居跡，第 28・44・92 号土坑，第̒号溝跡，第１号

ピット群を掘りࠐみ，第 81 号土坑，第７・̔号溝に掘りࠐまれている。

ঢ়　̙２K5ܗ໛ͱن ۠から北東方向（̣－ 76 ʄ－Ｅ）とೆ東方向（̣－ 165 ʄ－Ｅ）にԆびており，Ｌ字状に

している。確認できた௕さはۂ۶ 64 ｍで，北東方向の୺෦は調査۠以֎にԆびている。上෯ 62 ～ 213ᶲ，Լ

෯ 22 ～ 114ᶲ，ਂさは 22ᶲで，அ面形はઙい̪字状である。

෴土　７૚に分૚できる。ϒロック状のଯ積状گから埋め໭されている。

遺෺出土ঢ়گ　陶器片２点（࿸・ࡼ），土師質土器片１点（ᜱ௳），石製品１点（五輪塔）のほか，ࠞ入した

縄文土器片̔点，弥生土器片 13 点，土師器片 311 点，須恵器片 16 点も出土している。486・229 は中ԝ෦の

෴土中からそれͧれ出土している。

໛や形状౳にͭいては文ষでղઆし，平面図にͭいてن。ճの調査で，当時代の溝跡１条を確認したࠓ　

は遺構શମ図（෇図）でࡌܝする。

第 282 ਤ　第５号溝跡・出土遺物࣮ଌ図第 282 ਤ　第５号溝跡・出土遺物࣮ଌ図
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

486 土師質土器 ᜱ௳ ʦ20.0ʧ（2.2） － ௕石・石ӳ ᒵ ී通 上面をϔラ࡟り　ޱԑ෦内面ϔラφσ 中ԝ෦
෴土中 10ˋ

第５号溝跡出土遺物؍察ද（第 282 図）

番号 器　種 ௕さ （Լ）ܘ（上）ܘ 重ྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

229 五輪塔 （10.7） 6.6 11.4 （1326.8） Ֆቋؠ ਖ਼面にࠁ字（ᑓ字ϱ）　ຎ໓のため൑読不明　 中ԝ෦
෴土中 PL60

ॴݟ　伴う遺物がগないため，時期は明確でないが，出土遺物からߐ戸時代と考͑られる。性֨にͭいては，

Կらかの۠ը溝と考͑られるが，詳細は不明である。

̒　その他の遺構と遺物

ճの調査で，時期や性֨が明らかでない竪穴住居跡３軒，掘立柱建物跡１棟，道路跡１条，土坑ࠓ　　 185 基，

　溝跡 12 条，ピット群７か所を確認した。以Լ，遺構及び遺物にͭいて記ड़する。

　ᾇ　竪穴住居跡

第 71 号住居跡（第 283 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E １g4 ۠，標高 30 ｍの台地ԑล෦に位置している。

֬ೝঢ়࡟　گ平されており，大൒が第 55 号住居に掘りࠐまれているため，ᜱのՐচ෦とӈକ෦の一෦しか確

認できなかͬた。

ॏෳؔ܎　第 55 号住居に掘りࠐまれている。

。໛や形状は不明であるن，ঢ়　ᜱの一෦が確認されたのみでܗ໛ͱن

ᜱ 北นに෇ઃされていたと考͑られる。Րচ面はܘ 20ᶲほどで，੺มߗ化している。またՐচ෦の東ଆに

。の੾石が埋ઃされており，ӈକ෦の基෦と考͑られるؠ灰ڽ

ᜱ土૚ղઆ
１　҉ ੺ ׊ ৭　焼土ཻ子ଟྔ ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロック・೪土ཻ子গྔ

ॴݟ　遺物が出土しておらͣશ༰が不明のため，時期は重複関܎から 10 世ل前༿以前と考͑られるが，明確で

はない。

第 283 ਤ　第 71 号住居跡࣮ଌ図第 283 ਤ　第 71 号住居跡࣮ଌ図
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第 75 号住居跡（第 284 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の E １h5 ۠，標高 31 ｍの台地ԑล෦に位置している。

֬ೝঢ়࡟　گ平されているため，চ面が࿐出した状態で確認した。

ॏෳؔ܎　第 68 号住居，第 71・83 号土坑，第２号ピット群に掘りࠐまれている。

がりから一ลが޿ଘするচ面の࢒　ঢ়ܗ໛ͱن 3.2 ｍほどの方形または௕方形とਪఆできる。

চ　షচの一෦が࢒ଘしており，中ԝ෦がߗ化していたと考͑られる。షচは細᛽をগྔؚみ，ローϜϒロッ

クを主ମとする第１૚を埋土して構築している。

構ங土　కまりがڧいషচの構築土である。

構ங土土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロックଟྔ，細᛽গྔ

ॴݟ　遺物が出土しておらͣશ༰が不明のため , 時期は重複関܎から９世ل後༿以前と考͑られるが，明確で

はない。

第 147 号住居跡（第 285 図）

Ґஔ　調査۠北෦の̗２i9 ۠，標高 31 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

ॏෳؔ܎　第 117 ～ 119 号住居，第 172 号土坑に掘りࠐまれている。

まれておりࠐঢ়　पғを重複する遺構に掘りܗ໛ͱن , 東นを確認できなかͬたため，ن໛は明確でないが，

平面形は࢒ଘするน溝やピットから，方形または௕方形と考͑られる。ೆ北࣠方向は̣－ 15 ʄ－̬である。

চ　࢒ଘ෦は平ୱで，ݦ著なߗ化ൣғは確認できなかͬた。ೆนのนԼには，น溝がଘ在している。

ϐοτ　̐か所。̥１～̥̐はਂさ 16 ～ 40ᶲで，഑置からน柱穴の可能性がある。

෴土　２૚に分૚できる。ローϜϒロックがؚまれている͜とから埋め໭されている。

土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・細᛽গྔ ２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

ॴݟ　遺物が出土しておらͣશ༰が不明のため，時期は重複関܎から̒世ل後༿以前と考͑られるが，明確で

はない。

第 284 ਤ　第 75 号住居跡࣮ଌ図第 284 ਤ　第 75 号住居跡࣮ଌ図
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番号 位 置 主࣠方向 平面形
໛　ن น 高

（ᶲ）
চ面 น溝

内　෦　ࢪ　ઃ
෴土 主な出土遺物 時　期

備　考

重複関܎（古ˠ৽）௕࣠×短 （࣠ｍ） 主柱穴 出入り
ޱ ピット ᜱ ஷ蔵穴

71 Ｅ１g4 － 不明 － － － － － － － １ － － 10 世ل前༿
以前

本跡ˠ SI 55

75 Ｅ１h5 － ʦ方形・
௕方形ʧ ʦ3.2ʧ － － － － － － － － － ９世ل後༿

以前
本跡ˠ SI 68，S,71・
83，P( ２

147 ̗２i9 ̣－ 15 －˃̬ʦ方形・
௕方形ʧ － － 平ୱ 一෦ － － ̐ － － 人ҝ ̒世ل後༿

以前
本跡ˠ SI 117 ～ 119，
S,172

ද 12　その他の住居跡一ཡද

第 285 ਤ　第 147 号住居跡࣮ଌ図

　ᾈ　掘立柱建物跡

第 2 号۷ཱபݐ෺跡（第 286 図）

Ґஔ　調査۠北෦の̘３a2 ～ C ３c2 ۠，標高 30 ｍの؇ࣼ面෦に位置している。

֬ೝঢ়گ　埋຅୩の上෦に構築されている。

ॏෳؔ܎　第 138・139 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܻ，ঢ়　ܻ行３間，ྊ行１間のଆ柱建物跡でܗ໛ͱن 行方向̣－ 36 ʄ－ W のೆ北棟である。ن໛はܻ行 5.4 ｍ，

ྊ行 3.0 ｍで，面積 16.2㎡である。柱間ੇ法は，ܻ 行が 1.8 ｍ（̒ई）でۉ౳に഑置されており，ྊ行は 3.0 ｍ（10

ई）である。柱ےはほぼଗͬている。

ப穴　８か所。平面形は円形またはପ円形で，௕ܘ 24 ～ 18 ᶲ，短ܘ 22 ～ 15ᶲである。ਂさは 18 ～ 60ᶲで，

掘方のஅ面形は U 字状である。第１・２૚は柱のൈきऔりࠟである。P １～ P ７のఈ面に，ܘ 10 ～ 20ᶲほどの

柱のあたりとみられる円形またはପ円形のߗ化ൣғが認められる。

第 285 ਤ　第 147 号住居跡࣮ଌ図
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　ᾉ　道路跡

第̍号ಓ࿏跡（第 287 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の̘３i2 ～ C ２K9 ۠，標高 33 ｍの平ୱな台地上に位置している。

֬ೝঢ়گ　調査۠น面の土૚؍察にて，కまりがڧく水平にଯ積した૚が確認でき，पғをਫ਼査したと͜Ζ෦

分తにߗ化したൣғを確認した。

ॏෳؔ܎　第１号墳のप溝，第 11 号溝の෴土上面を路面としている。また，第 12・13 号溝跡，第 232・275 号土坑，

第５号ピット群とも重複しているが，৽چ関܎は不明である。

察から෯２ｍ؍໛や形状は明確でないが，土૚ن，ঢ়　路面は෦分తにしか確認できなかͬたためܗ໛ͱن

ほどで東੢方向にԆびていたと૝ఆできる。

構ங土 ７૚に分૚できる。ローϜ土をؚΉ׊ࠇ৭や҉׊৭の土を埋土して構築されており，શମతにకまり

がڧい。੢෦で確認された構築土は૚ްもްいため，෦分తに埋土をして路面のิमが行Θれた可能性がある。

ப穴土૚ղઆʢ֤ப穴ڞ௨ʣ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ ۃ　２ ҉ ׊ ৭ ローム粒子微量

ॴݟ　時期は，重複関܎から 10 世ل後༿以߱と考͑られるが，遺物が出土していないため明確ではない。

第 286 ਤ　第 2 号掘立柱建物跡࣮ଌ図第 286 ਤ　第 2 号掘立柱建物跡࣮ଌ図
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構ங土土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロック・୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子ଟྔ

׊　５ 灰 ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ৭　ローϜཻ子গྔ
׊　７ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

ॴݟ　構築時期は，遺物が出土していないため不明である。

第 287 ਤ　第１号道路跡࣮ଌ図

　ᾊ　土坑

ճの調査で，時期不明の土坑ࠓ　　　 186 基を確認した。そのうち，第 273・274 号土坑の෴土からଟྔの焼

　　土を確認したが，Րが༻いられたࠟ跡は確認できͣ，෴土の様૬から焼土は土坑内に౤غされたものと൑

　　அした。͜れらの土坑にͭいては文ষでઆ明し，その他の土坑にͭいては，それͧれ࣮ଌ図と土૚ղઆ及

　　び一ཡදのみࡌܝする（第 290 ～ 301 図）。

第 273 号土坑（第 288 図）

Ґஔ　調査۠北෦の # ２K0 ۠，標高 30 ｍほどの؇ࣼ面෦に位置

している。

֬ೝঢ়گ　埋຅୩の上෦に構築されている。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 1.26 ｍ，短ܘ 0.78 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は

̣－ 77 ʄ－ W である。ਂさは 28ᶲで，ఈ面はುఈ状である。น

は؇やかに立ち上がͬている。

෴土　̒૚に分૚でき，શମతに焼土がؚまれている。ϒロック

状のଯ積状گから埋め໭されている。

土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　焼土ϒロック・ローϜཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　焼土ϒロックଟྔ，ローϜϒロックগྔ

̐　҉ ׊ ৭　焼土ϒロック中ྔ，ローϜϒロックগྔ
ۃ　５ ҉ ׊ ৭　୸化物ଟྔ，ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
̒　੺ ׊ ৭　焼土ཻ子ଟྔ，ローϜཻ子গྔ

第 288 ਤ　第 273 号土坑࣮ଌ図

遺෺出土ঢ়گ　縄文土器片１点，弥生土器片９点，土師器片 59 点（ᆀ 21，ᆵ１，ᙈྨ 37），೪土մ１点（4.4

̶）が෴土中から出土しているが，ࠞ入とࢥΘれる。

ॴݟ　伴う遺物が出土していないため，時期や性֨は不明である。

第 288 ਤ　第 273 号土坑࣮ଌ図

"˄"

"˄" ���4N

� 4 � � �
6

第 287 ਤ　第１号道路跡࣮ଌ図

"˄

#˄

$˄$

#

" ����N

����N

����N

��
4

�

�

�

�

6
� �

�

$
˄

$

4,���

4%��

4%��

P(�

4%��
5.�

4,���
$�K�

#˄

#

"˄

"



－ 318 －

第 274 号土坑（第 289 図）

Ґஔ　調査۠北෦の C ３c5 ۠，標高 30 ｍほどの؇ࣼ面෦に位置している。

土૚ղઆ
１　にͿい੺׊৭　焼土ཻ子ଟྔ，୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ローϜ
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ

遺෺出土ঢ়گ　土師器片１点（ᙈྨ）が෴土中から出土し

ているが，ࠞ入とࢥΘれる。

ॴݟ　伴う遺物が出土していないため，時期や性֨は不明

である。

֬ೝঢ়گ　埋຅୩の上෦に構築されている。

ܘঢ়　௕ܗ໛ͱن 1.33 ｍ，短ܘ 0.88 ｍのପ円形で，௕ܘ方向は̣－ 15 ʄ－ E である。ਂさは 28ᶲで，ఈ面

はࡼ状である。นは؇やかに立ち上がͬている。

෴土　̒૚に分૚でき，上૚に焼土がଟくؚまれている。ϒロック状のଯ積状گから埋め໭されている。

第 289 ਤ　第 274 号土坑࣮ଌ図

第̏号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第̐号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，೪土ཻ子ඍྔ
２　にͿい׊৭　ローϜཻ子中ྔ，೪土ཻ子ඍྔ

第̒号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・೪土ϒロックগྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第̔号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第̕号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 10 号土坑土૚ղઆ
１　にͿい׊৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
ۃ　５ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ

第 14 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭ 焼土ϒロック中ྔ，ローϜϒロック・೪土ཻ子গྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子গྔ

第 17 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ
３　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ
̐　にͿい׊৭　ローϜཻ子গྔ

第 18 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ

第 20 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・焼土ϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・焼土ϒロック中ྔ，೪土ϒロック・
　　　　　　　　୸化物গྔ

第 21 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 24 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 27 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 31 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ

第 32 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ

第 33 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
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第 300 ਤ　その他の土坑࣮ଌ図（11）
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第 34 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
２　にͿいԫ׊৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ

第 35 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ

第 36 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ（第１૚より明るい৭調）

第 37 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 40 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 41 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ　
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 44 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・೪土ཻ子গྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子গྔ

第 45 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 46 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　焼土ϒロック中ྔ，ローϜϒロック・୸化物গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ

第 301 ਤ　その他の土坑・出土遺物࣮ଌ図第 301 ਤ　その他の土坑・出土遺物࣮ଌ図
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第 48 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 49 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 50 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 51 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 54 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭ ローϜϒロック・焼土ϒロック中ྔ，୸化ཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロック・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̒ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　７ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　̔ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子গྔ
９　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ۃ　10 ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロック・୸化ཻ子গྔ

第 57 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 58 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子গྔ

第 60 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子গྔ

第 63 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・ࣛপパミスগྔ，焼土ཻ子ඍྔ
２　҉オリーϒ׊৭　ローϜϒロック・ࣛপパミスগྔ
３　オリーϒ׊৭　ローϜϒロック・ࣛপパミスগྔ
̐　オリーϒ׊৭　ローϜϒロック中ྔ，ࣛপパミスগྔ

第 64 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ（第１૚より҉い৭調）

第 65 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・焼土ϒロック・࠭ 質೪土ϒロック・
　　　　　　　　୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロック・୸化物ඍྔ

第 66 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 69 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，細᛽ඍྔ

第 71 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　焼土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子・೪土
　　　　　　　　ཻ子ඍྔ

第 72 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子・細᛽গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 74 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　にͿいԫ׊৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 75 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　中᛽ଟྔ，焼土ཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　中᛽・焼土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ

第 77 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子・細᛽গྔ

第 80 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 81 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ

第 87 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 90 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロックඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロックগྔ
ࠇ　３ ׊ ৭ ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 91 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロック・୸化物গྔ

第 92 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ

第 93 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロックඍྔ
３　҉ ׊ ৭　焼土ϒロックଟྔ，ローϜϒロックগྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 94 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 97 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 98 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ

第 99 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 103 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
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第 104 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 106 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 107 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロックඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ，焼土ϒロック・୸化物গྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 108 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ

第 109 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ　
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 113 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 114 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 115 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 117 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

第 118 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ

第 119 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　೪土ཻ子ඍྔ

第 120 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子ඍྔ

第 121 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ

第 122 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　焼土ཻ子গྔ，ローϜཻ子・୸化ཻ子・೪土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子中ྔ，ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 123 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　にͿい׊৭　୸化ཻ子中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
７　にͿい׊৭　ローϜཻ子ଟྔ，ࣛপパミスඍྔ
׊　̔ ৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 124 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子গྔ
׊　５ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　̒ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　７ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化物ඍྔ
̔　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子গྔ
９　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化物ඍྔ
10　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　11 ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
12　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ（第 10 ૚よ
　　　　　　　　り明るい৭調）
׊　13 ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化物ඍྔ

第 125 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子গྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 126 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ　

第 129 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 131 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 132 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・ࣛপパミ
　　　　　　　　スඍྔ

第 133 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子ଟྔ
５　明 ׊ ৭　ローϜཻ子ଟྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 134 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロックඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ

第 135 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 137 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ

第 138 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 139 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，ࣛপパミスগྔ，焼土ཻ子
　　　　　　　　ඍྔ
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第 140 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロック中ྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 142 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 143 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　೪土ཻ子中ྔ，ローϜϒロックগྔ
　 　
第 144 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 145 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ࣛপパミスগྔ，焼土ཻ子・୸
　　　　　　　　化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子・ࣛপパミスඍྔ
３　ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ࣛপパミスඍྔ

第 147 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 148 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロック中ྔ

第 150 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 152 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　焼土ཻ子গྔ，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子・ࣛপパミスඍྔ

第 154 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 155 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・࠭質೪土ཻ子ඍྔ　
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 156 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子中ྔ

第 158 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 159 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロックඍྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 160 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　焼土ϒロック・ローϜཻ子গྔ

第 161 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ڽ灰ؠの小ϒロックগྔ，ローϜཻ子・焼土ཻ子・
　　　　　　　　୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 162 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化物・焼土ཻ子ඍྔ

第 164 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　明 ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 172 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ，細᛽গྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 174 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 175 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロックඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 176 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 177 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ　

第 178 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 179 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロックগྔ

第 180 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子・ࣛপパミスඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ

第 182 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 183 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・細᛽গྔ

第 186 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ࣛপパミスগྔ，ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
２　ԫ ׊ ৭　ローϜཻ子・ࣛপパミスগྔ
׊　３ ৭　ローϜཻ子中ྔ

第 188 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子・೪土ཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
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第 189 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ

第 191 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 197 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ࣛপパミスগྔ，ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ

第 198 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子中ྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 200 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロックগྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　焼土ϒロックଟྔ，೪土ϒロック中ྔ，ローϜϒ
　　　　　　　　ロックඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　焼土ϒロック・ローϜཻ子গྔ

第 201 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　೪土ཻ子গྔ，ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
２　にͿいԫ׊৭ ローϜཻ子গྔ，೪土ཻ子ඍྔ

第 202 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子・ࣛপパミ
　　　　　　　　スඍྔ

第 203 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ࠓ市 - ࣣ本ࡩパミスগྔ
２　҉ ׊ ৭　ࠓ市 - ࣣ本ࡩパミスଟྔ

第 206 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 207 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　焼土ཻ子・୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 208 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物গྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子গྔ

第 209 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化ཻ子গྔ，ローϜϒロックඍྔ

第 210 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子গྔ

第 211 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 213 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 215 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ　
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第 216 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ

第 217 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子ඍྔ

第 219 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 222 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 223 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ཻ࠭গྔ，ࠓ市 - ࣣ本ࡩパミスඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ཻ࠭中ྔ，ࠓ市 - ࣣ本ࡩパミスগྔ
׊　３ ৭　ࠓ市 - ࣣ本ࡩパミス中ྔ
׊　̐ ৭　ཻ࠭ଟྔ
５　੺ ׊ ৭　ࠓ市 - ࣣ本ࡩパミスଟྔ
̒　明 ׊ ৭　ཻ࠭ଟྔ

第 224 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ

第 225 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 226 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 228 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ 　 　 ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

第 229 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
׊　̐ ৭　ローϜཻ子ଟྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 230 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，ࠇ৭ϒロック・୸化ཻ子গ
　　　　　　　　ྔ，ࣛপパミス・焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・ࠇ৭ϒロック・୸化ཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化ཻ子・ࣛপパミス・
市ࠓ　　　　　　　　 - ࣣ本ࡩパミスඍྔ
׊　̐ ৭ ローϜϒロック中ྔ，ࠇ৭ϒロック・ࣛপパミスগྔ
׊　５ ৭　ローϜϒロック中ྔ，ࠇ৭ϒロックগྔ，ࣛপパ
　　　　　　　　ミスඍྔ
׊　̒ ৭ ローϜϒロック中ྔ，ࠇ৭ϒロック・ࣛপパミスඍྔ
７　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック・ࣛপパミスগྔ，ࠇ৭ϒロックඍྔ
̔　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック中ྔ，ࠇ৭ϒロック・ࣛপパミスඍྔ



－ 335 －

第 231 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ

第 232 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
׊　２ 灰 ৭　ローϜϒロックগྔ

第 234 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物・焼土ཻ子ඍྔ

第 235 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 236 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 237 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
׊　５ ৭　ローϜϒロック中ྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
׊　７ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 239 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，ࣛপパミスඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ࣛপパミスগྔ，ローϜཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・ࣛপパミスগྔ

第 240 号土坑土૚ղઆ
１　灰 ׊ ৭　ローϜϒロック・ࣛপパミスগྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子中ྔ，ࣛপパミスඍྔ

第 242 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 243 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ৭　白৭ཻ子গྔ，焼土ϒロック・ローϜཻ子・ࣛপ
　　　　　　　　パミスඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・ࣛপパミス・白
　　　　　　　　৭ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ

第 245 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・ࣛপパミスඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ࣛপパミス・੺৭ཻ子গྔ，ローϜϒロック・焼
　　　　　　　　土ཻ子ඍྔ

第 246 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　焼土ϒロック・୸化物・ローϜཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロックඍྔ

第 247 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ

第 248 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，中᛽গྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 251 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，୸化物・焼土ཻ子ඍྔ

第 253 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロックඍྔ
׊　２ ৭　ローϜཻ子ଟྔ

第 260 号土坑土૚ղઆ
ۃ　１ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 261 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化物・焼土ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

第 262 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ

第 263 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 264 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 265 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 266 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 267 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　焼土ϒロックগྔ，ローϜϒロック・୸化物ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ࣛপパミスগྔ

第 268 号土坑土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　୸化物গྔ，ローϜϒロックඍྔ　　

第 269 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　明 ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 271 号土坑土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　୸化物・ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ϒロックগྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，୸化物গྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックଟྔ

第 272 号土坑土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ

番号 器　種 ܘ ްさ 孔ܘ 重ྔ
（̶） 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

230 双孔円板 2.3 0.3 ࠨ 0.3
ӈ 0.4 2.6 石׈ શ面ݚ磨　一方向からのઠ孔 上૚ PL60

第 18 号土坑出土遺物؍察ද（第 301 図）
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ද 13　その他の土坑一ཡද

番号 位 置 ௕ܘ方向 平 面 形
໛　　　　ن ఈ　面

ʪஅ面形ʫ น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
備　考

重複関܎（古ˠ৽）௕ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

３ ̙２d9 ̣－ 30 －˃Ｅ ପ円形 1.40 × 1.20 46 平ୱ ௚立 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片，須恵器片

SI ２，Ｔ̢１
ˠ本跡

̐ ̙２e0 ̣－ 43 －˃Ｅ ପ円形 0.56 × 0.50 22 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 TM １ˠ本跡

̒ ̙２a7 ̣－２ －˃̬ ପ円形 1.58 × 0.65 26 平ୱ ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片

̔ ̙２e7 － 円形 0.73 × 0.71 18 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片

９ ̙２a7 ̣－ 52 －˃Ｅ 不整ପ円形 1.53 × 1.05 34 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 土師器片

10 ̙２K8 － 円形 2.10 × 1.97 75 中ԝ෦
高まり

௚立
内࿷ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，

土師器片，須恵器片 本跡ˠ SI ̔

14 ̙２b6 ̣－ 85 －˃Ｅ ۱ؙ௕方形 1.23 × 1.08 24 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片，須恵器片 S,17・18 ˠ本跡

17 ̙２b6 ̣－ 85 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （0.95）× 1.03 33 平ୱ ؇ࣼ ࣗવ 縄文土器片，土師器片 本跡ˠ S,13・14

18 ̙２b6 ̣－ 90 －˃Ｅʦ۱ؙ௕方形ʧ（1.47）× 1.26 26 平ୱ ؇ࣼ ࣗવ 弥生土器片，双孔円板 本跡ˠ S,14

19 ̙２c9 ̣－ 24 －˃̬ ପ円形 0.52 × 0.36 17 ʪࡼ状ʫ － － TM １と৽چ不明

20 ̙２h6 ̣－ 36 －˃̬ 不整ପ円形 1.30 × 1.05 28 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI12，S,21 ˠ
本跡

21 ̙２h6 － 不明 （1.03）× 0.68 ９ ʪࡼ状ʫ － 不明 縄文土器片 本跡ˠ S,20・23

24 ̙２h5 ̣－３ －˃Ｅ ପ円形 2.15 × 1.79 25 平ୱ ܏֎ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片，ണ片

SI16，S,23 ˠ
本跡

27 ̙２g5 － 円形 2.00 × 1.92 34 凹ತ ܏֎ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片

SI32，S,30 ˠ
本跡

31 ̙２g4 ̣－ 86 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ 0.85 ×（0.68） 15 ࣼ܏ ܏֎ ࣗવ 土師器片 S,30 ˠ本跡
ˠ SD ̒

32 ̙２h7 ̣－̒ －˃Ｅ ପ円形 0.63 × 0.57 32 平ୱ ௚立 ࣗવ 弥生土器片，土師器片 SI ９・12 と৽چ不明

33 ̙２e9 ̣－ 34 －˃Ｅ 不整ପ円形 1.00 × 0.90 20 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI ２，TM １ˠ
本跡

34 ̙２i7 － 円形 0.92 × 0.88 22 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ 土師器片 SI20 ˠ本跡
P( １と৽چ不明

35 ̙２d9 ̣－ 74 －˃̬ ପ円形 0.70 × 0.62 ５ ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 土師器片 SI ２，TM １ˠ
本跡

36 ̘２g5 ̣－ 80 －˃̬ ପ円形 1.05 × 0.94 50 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片 S,37 ˠ本跡

37 ̘２g5 － 円形 1.33 × 1.30 16 平ୱ ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 本跡ˠ S,36

40 ̘２h5 ̣－ 28 －˃Ｅ ପ円形 0.95 × 0.85 ９ ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片

41 ̘２h6 － ۱ؙ方形 2.37 × 2.25 28 凹ತ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片

44 ̙２i5 － ʦ円形ʧ （1.36 × 1.31） 43 平ୱ ௚立 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片 本跡ˠ SD ５

45 ̙２d4 ̣－̌˃ ପ円形 0.74 × 0.64 32 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 土師器片 SD ̒ˠ本跡

46 Ｅ２f7 － 円形 1.34 × 1.25 20 平ୱ ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片，
須恵器片 SH ２ˠ本跡

48 ̙２i4 ̣－̌˃ ௕方形 1.02 × 0.80 20 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片

49 Ｅ２c4 ̣－ 14 －˃̬ ۱ؙ௕方形 1.16 × 0.94 42 平ୱ ௚立 人ҝ

50 Ｅ１e0 － 円形 1.98 × 1.85 ７ ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 弥生土器片，土師器片

51 Ｅ１f9 ̣－ 77 －˃̬ ପ円形 0.69 × 0.52 14 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片

54 Ｅ２g7 ̣－ 36 －˃̬ ʦପ円形ʧ （1.34 × 1.20） 54 平ୱ ௚立 人ҝ 弥生土器片，土師器片，
須恵器片

S,271 ˠ本跡
ˠ SI42

57 Ｅ２g7 － 円形 0.68 × 0.65 36 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI42 ˠ本跡

58 Ｅ２i7 － 不ఆ形 1.45 × 1.34 10 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI43，S,80 ˠ
本跡ˠ S,60

60 Ｅ２i7 ̣－ 85 －˃̬ ପ円形 0.62 × 0.46 32 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI43，S,58 ˠ
本跡

63 Ｅ２d6 ̣－ 18 －˃̬ 不整ପ円形 5.08 × 1.93 20 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 S,67 ˠ本跡

64 ̙２i4 ̣－７ －˃Ｅ ௕方形 1.55 × 1.40 40 凹ತ ܏֎ 人ҝ 土師器片，須恵器片，砥石 SD ３ˠ本跡

65 Ｅ２h7 ̣－９ －˃Ｅ ʦପ円形ʧ ʦ1.00ʧ× 0.80 26 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI43・73 ˠ本跡

66 Ｅ２f8 ̣－ 90 －˃Ｅʦ۱ؙ௕方形ʧ 0.89 ×（0.53） 10 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SD ７

68 ̙２i3 ̣－̒ －˃̬ 不整ପ円形 2.40 × 1.36 12 ʪࡼ状ʫ － － 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片

69 ̛２a3 ̣－̔ －˃Ｅ ପ円形 0.78 × 0.70 16 ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 縄文土器片，土師器片

71 Ｅ１h5 － 円形 0.86 × 0.79 12 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 SI75 ˠ本跡

72 Ｅ１h6 ̣－ 88 －˃Ｅ ପ円形 0.80 × 0.70 ̒ ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 土師器片

73 Ｅ１h6 ̣－ 19 －˃̬ ପ円形 0.67 × 0.54 10 ʪࡼ状ʫ － － 土師器片

74 Ｅ２e8 ̣－ 65 －˃̬ ପ円形 1.21 × 1.05 45 平ୱ ௚立 人ҝ 弥生土器片，土師器片，
須恵器片 SH １・２ˠ本跡

75 ̛２b3 － 円形 0.86 × 0.82 33 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片

77 ̛２a9 ̣－ 15 －˃̬ ପ円形 0.77 × 0.58 21 ࣼ܏ ܏֎ 人ҝ 土師器片
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番号 位 置 ௕ܘ方向 平 面 形
໛　　　　ن ఈ　面

ʪஅ面形ʫ น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
備　考

重複関܎（古ˠ৽）௕ܘ×短ܘ（ｍ） ਂさ（ᶲ）

80 Ｅ２i7 ̣－ 11 －˃̬ ପ円形 0.96 × 0.82 22 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SH ５ˠ本跡
ˠ S,58

81 Ｅ２g6 － 円形 0.41 × 0.41 10 ʪࡼ状ʫ － 不明 SD ５ˠ本跡

83 Ｅ１h5 ̣－ 28 －˃̬ ۱ؙ௕方形 0.64 × 0.54 10 ʪࡼ状ʫ － － SI75 ˠ本跡

84 Ｅ１h7 － 円形 0.55 × 0.54 ̔ ʪࡼ状ʫ － －

85 Ｅ１i6 ̣－ 62 －˃Ｅ ପ円形 0.68 × 0.55 11 ʪࡼ状ʫ － －

86 Ｅ１i7 ̣－ 86 －˃̬ ପ円形 0.66 × 0.56 ７ ʪࡼ状ʫ － －

87 Ｅ２K8 － ʦ円形ʧ （0.74 × 0.72） （30） 平ୱ ܏֎ ࣗવ 弥生土器片，土師器片 本跡ˠ SD ̔

90 Ｅ１g9 ̣－ 63 －˃Ｅ ௕方形 0.91 × 0.76 10 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片

91 Ｅ１h6 ̣－ 21 －˃Ｅ ପ円形 0.69 × 0.59 15 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 SI68 ˠ本跡

92 Ｅ２i6 ̣－̐ －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.70 × 0.58） （14） ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 土師器片 本跡ˠ SI43，
SD ５

93 Ｅ１g5 ̣－̔ －˃Ｅ 不整ପ円形 1.18 × 0.97 20 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 土師器片，須恵器片 SI69 ˠ本跡

94 Ｅ２h9 ̣－ 20 －˃̬ ପ円形 0.53 × 0.45 16 ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 土師器片

96 Ｅ１i7 ̣－ 47 －˃̬ ପ円形 0.58 × 0.48 ７ ʪࡼ状ʫ － －

97 ̛２a4 ̣－２ －˃̬ ପ円形 0.73 × 0.61 17 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 SI72 ˠ本跡

98 ̛２a3 ̣－ 84 －˃̬ ପ円形 0.51 × 0.42 26 凹ತ ܏֎ ࣗવ 土師器片

99 Ｅ２i0 － 円形 0.67 × 0.61 14 ʪࡼ状ʫ － 不明 弥生土器片，土師器片

100 Ｅ１h8 ̣－ 75 －˃̬ 不整ପ円形 0.54 × 0.47 ９ ʪࡼ状ʫ － － 須恵器片

101 Ｅ１h8 ̣－ 74 －˃̬ ପ円形 0.61 × 0.47 30 ುఈ状 ܏֎ －

103 ̛２a5 － 円形 0.77 × 0.75 11 ʪࡼ状ʫ － 不明 SI56・61 ˠ本跡

104 ̛２a5 － 円形 0.67 × 0.63 18 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ SI69 ˠ本跡

106 Ｅ１i6 ̣－５ －˃̬ ପ円形 0.65 × 0.56 46 ʪU 字状ʫ － ࣗવ 土師器片

107 Ｅ２K6 ̣－ 83 －˃Ｅ 不整ପ円形 1.08 × 0.85 27 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 弥生土器片，土師器片，
須恵器片 SI60・61 ˠ本跡

108 Ｅ１h9 ̣－ 81 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ ʦ0.92ʧ× 0.67 17 ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 土師器片，陶器片

109 Ｅ２K4 ̣－ 75 －˃̬ ପ円形 0.83 × 0.68 15 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 SI72 ˠ本跡

111 Ｅ１h7 － 方形 0.51 × 0.50 ̔ ʪࡼ状ʫ － －

113 ̙２a6 ̣－ 75 －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.75 × 0.89） （14） ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SI14・19

114 ̘２f4 ̣－ 65 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （1.18 × 1.06） （11） ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 本跡ˠ SI26
SI76 と৽چ不明

115 Ｅ２f9 ̣－ 74 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ 0.70 ×（0.62） ̒ ʪࡼ状ʫ － 不明 弥生土器片，土師器片，
須恵器片

本跡ˠ SD ７，
P( ̐

117 Ｅ３g2 ̣－ 15 －˃Ｅ ۱ؙ௕方形 0.46 × 0.38 12 ʪࡼ状ʫ － ࣗવ

118 Ｅ３g2 － 円形 0.44 × 0.41 23 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ

119 Ｅ３g1 ̣－ 46 －˃Ｅ ପ円形 0.54 × 0.48 18 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ

120 Ｅ２h9 ̣－ 38 －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.92 × 0.78） （18） ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 弥生土器片，土師器片 本跡ˠ SI63

121 Ｅ２g0 ̣－ 10 －˃Ｅ ପ円形 0.89 × 0.73 11 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ

122 Ｅ２d8 ̣－ 78 －˃Ｅ ପ円形 1.21 × 0.64 56 ೋஈ ܏֎
؇ࣼ 人ҝ SH １と৽چ不明

123 Ｅ２g9 － 円形 2.02 × 1.90 19 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片 本跡ˠ P( ̐

124 Ｅ２f8 － ʦ円形ʧ （2.23 × 2.15） （53） 平ୱ ௚立 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片 本跡ˠ SH ２・̒

125 ̘２i7 ̣－ 48 －˃Ｅ ପ円形 0.74 × 0.57 25 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI91 ˠ本跡

126 ̘２i7 ̣－ 25 －˃̬ ପ円形 0.48 × 0.43 ９ ʪࡼ状ʫ － 人ҝ SI91 ˠ本跡

129 ̙２K7 － 円形 0.83 × 0.81 35 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ SI36・37 ˠ本跡

131 Ｅ２d8 ̣－３ －˃Ｅ ପ円形 0.67 × 0.52 20 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ

132 ̙２K6 － 円形 0.63 × 0.59 30 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ SI36・37 ˠ本跡

133 Ｅ２b8 ̣－３ －˃Ｅ ପ円形 1.72 × 1.53 36 平ୱ ௚立 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI49 ˠ本跡

134 ̙２b4 ̣－ 66 －˃Ｅ ପ円形 0.87 × 0.64 77 平ୱ ௚立 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI97 ˠ本跡

135 ̙２a3 ̣－ 17 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （0.93 × 0.81） （20） ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SI83，SD ̒
SI79 と৽چ不明

137 Ｅ２a8 － ۱ؙ方形 1.59 × 1.52 25 平ୱ ܏֎ ࣗવ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片

SI49・120，P(
１ˠ本跡

138 ̙２b4 － 円形 0.48 × 0.46 18 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ SI97 ˠ本跡

139 C ２g7 ̣－ 79 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （1.54 × 1.20） （31） 凹ತ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SI82
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140 ̙２e5 － 円形 0.55 × 0.50 27 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 土師器片 SI23・51 ˠ本跡

142 Ｅ２b7 ̣－ 14 －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.95 × 0.78） （33） 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI39・49 ˠ本跡
ˠ SI104

143 Ｅ２b7 － ʦ不整円形ʧ （1.00 × 0.92） （10） ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SH ̐

144 ̙２d4 － ʦ円形ʧ （1.06 × 1.04） （26） ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片

S,198 ˠ本跡
ˠ SI25

145 Ｅ２a7 ̣－ 66 －˃̬ ପ円形 0.68 × 0.56 35 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ SI36・37・49 ˠ
本跡

147 ̙２K9 ̣－̌˃ ପ円形 0.69 × 0.58 49 ʪU 字状ʫ － 人ҝ SI105・124 と
৽چ不明

148 ̘２f6 ̣－ 63 －˃̬ ପ円形 0.56 × 0.49 11 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 SI48 ˠ本跡

150 ̘２f6 ̣－ 27 －˃Ｅ ପ円形 0.89 × 0.73 13 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片 SI48 ˠ本跡

152 Ｅ２a0 ̣－ 26 －˃̬ ପ円形 0.75 × 0.63 19 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，土師器片 SI105 と৽چ不明

154 ̘２d6 ̣－ 31 －˃̬ ʦ円形
ପ円形ʧ 1.04 ×（0.75） 49 凹ತ ܏֎ 人ҝ SI95 ˠ本跡

155 ̙３b3 － ʦ円形ʧ 0.86 ×（0.46） ̔ ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 本跡ˠ SI113
TM １と৽چ不明

156 ̘２f6 － 円形 0.43 × 0.42 ̔ ʪࡼ状ʫ － 人ҝ SI48 ˠ本跡

158 Ｅ２a9 － ʦ円形ʧ 1.67 ×（0.87） 54 ುఈ状 ௚立 人ҝ 弥生土器片，土師器片，
須恵器片 SI110 ˠ本跡

159 ̙２K9 － 円形 0.62 × 0.57 47 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ SI100・124 と৽
不明چ

160 ̙２K9 ̣－ 82 －˃Ｅ ପ円形 0.55 × 0.49 21 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ SI100 ˠ本跡

161 ̙３i1 ̣－ 58 －˃Ｅ ʦ不ఆ形ʧ （0.56 × 0.46） （30） ೋஈ ௚立 ࣗવ 本跡ˠ SI108

162 Ｅ２a0 ̣－̔ －˃̬ ʦପ円形ʧ （1.05 × 0.91） （20） 平ୱ ؇ࣼ ࣗવ 本跡ˠ SI105

164 ̙２K0 ̣－ 83 －˃̬ ପ円形 0.79 × 0.59 60 ʪU 字状ʫ － 人ҝ SI124 ˠ本跡

171 ̙２h0 － 円形 1.46 × 1.41 72 凹ತ ௚立 － 土師器片

172 ̗２i8 ̣－３ －˃̬ ʦ円形
ପ円形ʧ （1.40 × 0.58） 35 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI118・147 ˠ

本跡ˠ SI119
174 ̗２h9 ̣－ 48 －˃Ｅ ପ円形 1.65 × 1.45 22 平ୱ ܏֎ 人ҝ 土師器片，須恵器片，磁器片

175 ̗３e4 ̣－ 70 －˃̬ ପ円形 1.10 × 0.52 43 平ୱ ܏֎ 人ҝ SI88 ˠ本跡

176 Ｅ２b8 － ʦ円形ʧ （1.69 × 1.58） 48 平ୱ ௚立 人ҝ 弥生土器片，土師器片 本跡ˠ SI110

177 Ｅ２b9 ̣－ 32 －˃̬ ʦ不ఆ形ʧ （0.68 × 0.51） 16 平ୱ ܏֎ ࣗવ 土師器片 本跡ˠ SI116

178 ̘２e5 ̣－ 22 －˃Ｅ ʦ円形
ପ円形ʧ 1.55 ×（0.78） 46 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片 SI84，S,179 ˠ

本跡
179 ̘２e5 ̣－ 33 －˃̬ ʦପ円形ʧ 0.60 ×（0.46） 18 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ SI84 ˠ本跡

ˠ S,178
180 ̙２d6 ̣－ 59 －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.74 × 0.59） （25） 平ୱ ܏֎ 人ҝ 本跡ˠ SI10

182 ̗３e4 － 円形 0.56 × 0.55 32 平ୱ ܏֎ 人ҝ SI88 ˠ本跡

183 ̗２K8 ̣－５ －˃Ｅ ʦ۱ؙ方形ʧ 0.84 ×（0.48） 32 ࣼ܏ ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 SI117・118 ˠ
本跡

186 ̙２b4 － ʦ円形ʧ （0.70 × 0.66） （46） ೋஈ ܏֎ ࣗવ 本跡ˠ SI18

188 ̙２a4 ̣－ 19 －˃Ｅ ପ円形 0.86 × 0.67 23 平ୱ ؇ࣼ ࣗવ SI18・19 ˠ本跡
ˠ S,189

189 ̙２a4 ̣－ 58 －˃̬ ପ円形 0.75 × 0.52 42 平ୱ ܏֎ ࣗવ 縄文土器片，土師器片 SI18・19，
S,188 ˠ本跡

191 ̗３f2 ̣－ 66 －˃̬ ʦ不ఆ形ʧ （0.78）× 0.61 20 ೋஈ ؇ࣼ 人ҝ 本跡ˠ SI131

197 ̘２K4 ̣－ 58 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （0.57 × 0.48） 10 ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 本跡ˠ SI28
SI15・19 と৽چ不明

198 ̙２d5 ̣－ 18 －˃̬ ʦପ円形ʧ （2.31 × 2.00） 40 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片，鉄ᕥ 本跡ˠ SI25・
51，S,144・201

200 ̘３b5 ̣－ 33 －˃̬ ପ円形 0.80 × 0.54 47 平ୱ ܏֎
؇ࣼ 人ҝ 土師器片 SI142，SH ７ˠ

本跡
201 ̙２d4 － ʦ円形ʧ （0.70 × 0.68） ９ ʪࡼ状ʫ － ࣗવ SI198 ˠ本跡

ˠ SI24・25
202 ̙２g0 ̣－３ －˃Ｅʦ۱ؙ௕方形ʧʦ1.26 × 1.01ʧ 16 平ୱ ؇ࣼ ࣗવ 土師器片 TM １ˠ本跡

ˠ SI137
203 ̘３d5 ̣－ 74 －˃̬ ʦ円形

ପ円形ʧ 0.62 ×（0.52） 35 ುఈ状 ܏֎ ࣗવ

206 ̗３f3 ̣－ 88 －˃Ｅ ପ円形 0.53 × 0.47 18 平ୱ ܏֎ 人ҝ SI132 ˠ本跡

207 ̙２d6 ̣－ 85 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （0.49 × 0.39） 20 平ୱ ܏֎ ࣗવ 土師器片，須恵器片 本跡ˠ SI10

208 ̘３h3 ̣－ 86 －˃̬ ۱ؙ௕方形 1.78 × 1.12 18 平ୱ ܏֎ 人ҝ TM １，SI144，
ˠ本跡

209 ̙３f1 ̣－ 63 －˃̬ ପ円形 （1.00）× 0.65 24 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ 弥生土器片，土師器片 TM １，P( １と
৽چ不明

210 ̙３g2 ̣－̐ －˃Ｅ ପ円形 1.18 × 1.04 39 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片 TM １と৽چ不明

211 ̙３f2 － 円形 1.10 × 1.05 48 平ୱ ௚立 人ҝ 刀子 TM １ˠ本跡

213 ̙２c7 ̣－ 35 －˃̬ ʦପ円形ʧ （0.43）× 0.42 ̒ ʪࡼ状ʫ － ࣗવ TM １ˠ本跡
ˠ S,216

215 ̙２b8 ̣－ 18 －˃Ｅ ପ円形 1.00 × 0.71 30 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ TM １ˠ本跡
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216 ̙２c7 ̣－ 35 －˃̬ ପ円形 0.64 × 0.40 22 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ TM １，
S,213 ˠ本跡

217 ̙２c7 ̣－ 30 －˃Ｅ ପ円形 0.75 × 0.51 20 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ TM １ˠ本跡

219 ̙３g1 ̣－ 55 －˃̬ ʦପ円形ʧ （1.07 × 0.80） 18 ುఈ状 ؇ࣼ ࣗવ 弥生土器片，土師器片 TM １ˠ本跡
ˠ SI115・137・149

222 ̙３f1 ̣－５ －˃̬ ପ円形 0.61 × 0.49 17 平ୱ ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 TM １と৽چ不明

223 ̘２d0 ̣－ 49 －˃Ｅ 不ఆ形 1.70 × 0.97 54 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 磨石

224 ̙３f1 ̣－ 44 －˃Ｅ ۱ؙ௕方形 1.64 × 1.25 32 平ୱ ܏֎ 人ҝ 弥生土器片，土師器片 TM １と৽چ不明

225 ̙２h0 － 円形 1.01 × 0.99 14 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 弥生土器片，土師器片 S,226 ˠ本跡

226 ̙２h0 － 不明 （0.83 × 0.21） 13 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 本跡ˠ S,225

228 ̘３d1 ̣－７ －˃Ｅ ପ円形 1.32 × 1.06 50 平ୱ ܏֎ ࣗવ

229 ̙２c7 ̣－ 33 －˃Ｅ ପ円形 0.73 × 0.64 35 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 弥生土器片 P( １と৽چ不明

230 ̙３e2 ̣－ 79 －˃̬ ʦ௕方形ʧ （1.96）× 1.60 64 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SD ̐
Ｔ̢１と৽چ不明

231 ̘３g4 ̣－ 13 －˃ E ʦ円形
ପ円形ʧ （0.96 × 0.28） 18 平ୱ ܏֎

؇ࣼ 人ҝ

232 ̘２K0 － 円形 0.56 × 0.52 13 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ TM １ˠ本跡

234 ̘３c4 ̣－ 35 －˃Ｅ ۱ؙ௕方形 0.85 × 0.77 16 ʪࡼ状ʫ － ࣗવ 弥生土器片，土師器片

235 ̗３e6 ̣－ 70 －˃̬ ପ円形 0.82 × 0.64 34 平ୱ ܏֎ 人ҝ S,236 ˠ本跡
ˠ P( ̒

236 ̗３d6 ̣－ 62 －˃̬ ʦପ円形ʧ 0.56 ×（0.48） 30 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 本跡ˠ S,235

237 ̘３i4 ̣－ 33 －˃̬ ۱ؙ௕方形 1.37 × 1.08 65 平ୱ ܏֎ 人ҝ TM １，SD11
ˠ本跡

239 ̘３K4 N － 90˃ ପ円形 0.55 × 0.31 52 ʪ̪字状ʫ － ࣗવ SD11 ˠ本跡
TM １と৽چ不明

240 ̘３K3 N － 90˃ ପ円形 0.78 × 0.46 30 平ୱ ܏֎ 人ҝ SD11 ˠ本跡ˠ P( ５
TM １と৽چ不明

242 ̙３a3 － 円形 0.90 × 0.90 19 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ TM １と৽چ不明

243 ̙３a3 ̣－ 50 －˃̬ ପ円形 0.83 × 0.68 49 ುఈ状 ܏֎ ࣗવ TM １と৽چ不明

245 ̘３e4 ̣－ 44 －˃̬ ପ円形 1.02 × 0.83 20 平ୱ ܏֎ ࣗવ S,246 ˠ本跡

246 ̘３e3 ̣－ 40 －˃̬ ʦ円形
ପ円形ʧ 1.05 ×（0.64） 20 ುఈ状 ܏֎ ࣗવ 本跡ˠ S,245

247 ̙３f1 － 円形 1.09 × 1.05 12 ʪࡼ状ʫ － ࣗવ P( １ˠ本跡
TM １と৽چ不明

248 ̗３c7 － 円形 0.53 × 0.53 24 ುఈ状 ܏֎ 人ҝ 土師器片

249 ̘３b1 ̣－ 64 －˃̬ ପ円形 0.84 × 0.72 72 ʪU 字状ʫ － － 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片 SI139 ˠ本跡

250 ̗２K0 － 円形 0.88 × 0.86 28 ುఈ状 ܏֎ － SI127 ˠ本跡

251 Ｅ２f0 ̣－９ －˃̬ ପ円形 0.60 × 0.46 ５ ʪࡼ状ʫ － ࣗવ

253 Ｅ２d8 ̣－ 47 －˃Ｅ ପ円形 0.90 × 0.70 10 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 弥生土器片，土師器片

256 Ｅ２d8 ̣－ 85 －˃Ｅ ପ円形 1.06 × 0.64 40 平ୱ ܏֎
؇ࣼ － 弥生土器片，土師器片，

須恵器片
260 ̗３d6 ̣－ 83 －˃̬ ପ円形 0.75 × 0.66 18 平ୱ ؇ࣼ 人ҝ

261 Ｅ２g0 ̣－ 36 －˃̬ ପ円形 0.88 × 0.72 24 平ୱ ܏֎ ࣗવ 土師器片

262 Ｅ２g9 ̣－ 84 －˃̬ ପ円形 0.65 × 0.40 ７ ʪࡼ状ʫ － ࣗવ SD ７ˠ本跡

263 ̗３c7 － 円形 0.47 × 0.47 12 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 土師器片

264 ̗２g0 － 円形 0.42 × 0.40 24 ʪU 字状ʫ － 人ҝ 弥生土器片，土師器片

265 ̗２g0 ̣－̌˃ ପ円形 0.44 × 0.39 34 ʪU 字状ʫ － 人ҝ

266 ̗２h9 ̣－ 32 －˃̬ ପ円形 0.54 × 0.40 ９ ʪࡼ状ʫ － 人ҝ

267 ̘３b1 ̣－ 55 －˃̬ ପ円形 0.56 × 0.48 68 平ୱ ௚立 人ҝ SI139 ˠ本跡

268 ̙３i1 ̣－ 23 －˃ E ʦ円形
ପ円形ʧ （1.05 × 0.35） 32 ುఈ状 ܏֎

؇ࣼ ࣗવ SI108・111 ˠ
本跡

269 Ｅ２g6 ̣－ 50 －˃̬ ପ円形 0.60 × 0.47 35 平ୱ ௚立 ࣗવ SI42 ˠ本跡

270 ̗３d6 ̣－ 27 －˃̬ ପ円形 0.46 × 0.41 30 平ୱ ؇ࣼ － 土師器片

271 Ｅ２g6 － ʦ円形ʧ （1.12 × 1.08） 62 平ୱ ௚立 人ҝ 土師器片 本跡ˠ SI42，
S,54

272 Ｅ２b8 ̣－ 14 －˃Ｅ ʦପ円形ʧ （2.60 × 0.65） 12 ʪࡼ状ʫ － 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片 本跡ˠ SI116

273 ̗２K0 ̣－ 77 －˃̬ ପ円形 1.26 × 0.78 28 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片

274 ̘３c5 ̣－ 15 －˃Ｅ ପ円形 1.33 × 0.88 28 ುఈ状 ؇ࣼ 人ҝ 土師器片

275 C ３K2 N － 46 －˃ W ପ円形 1.32 × 1.08 38 平ୱ ௚立 － TM １ˠ本跡
S' １と৽چ不明
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第̍号ߔ跡土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭ ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ

第̏号ߔ跡土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化物ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ࠇ　５ ׊ ৭　ローϜཻ子গྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第 4 号ߔ跡土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
׊　２ ৭　ローϜϒロックগྔ
׊　３ ৭　ローϜϒロック中ྔ
׊　̐ ৭　ローϜϒロックଟྔ
׊　５ ৭　ローϜϒロックଟྔ（第̐૚より҉い৭調）
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第̒号ߔ跡土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ϒロックඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロックඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ

第̓号ߔ跡土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子গྔ，୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ

第̔号ߔ跡土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　細᛽গྔ，ローϜཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　細᛽中ྔ，ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ

第 10 号ߔ跡土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　中᛽গྔ，ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
ۃ　２ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ۃ　３ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
̐　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ཻ子ඍྔ
５　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ
׊　̒ ৭　ローϜϒロック中ྔ
７　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
ۃ　̔ ҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ
９　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック中ྔ，焼土ϒロックগྔ

第 11 号ߔ跡土૚ղઆ
׊　１ ৭　ローϜཻ子ඍྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子・ࣛপパミスඍྔ

第 12 号ߔ跡土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ

第 13 号ߔ跡土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，୸化ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックඍྔ
ࠇ　̐ ׊ ৭　ローϜཻ子・୸化ཻ子ඍྔ
׊　５ ৭　ローϜϒロック・୸化ཻ子ඍྔ
̒　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ

第 14 号ߔ跡土૚ղઆ
ࠇ　１ ׊ ৭　ローϜཻ子・焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　２ ׊ ৭　ローϜϒロック・焼土ཻ子ඍྔ
ࠇ　３ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ，焼土ཻ子ඍྔ

第 15 号ߔ跡土૚ղઆ
１　҉ ׊ ৭　細᛽中ྔ，ローϜϒロックগྔ
２　҉ ׊ ৭　ローϜϒロック・細᛽গྔ
３　҉ ׊ ৭　ローϜϒロックগྔ
׊　̐ ৭　ローϜϒロック中ྔ

　ᾋ　溝跡（第 302・303 図）

ճの調査で，時期不明の溝跡ࠓ　　　 12 条を確認した。以Լ，அ面図と土૚ղઆ，一ཡදをࡌܝし，平面図

　　にͭいては遺構શମ図（෇図）でࡌܝする。

第 302 ਤ　その他の溝跡࣮ଌ図第 302 ਤ　その他の溝跡࣮ଌ図
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第 303 ਤ　その他の溝跡，第３・13・15 号溝跡出土遺物࣮ଌ図第 303 ਤ　その他の溝跡，第３・13・15 号溝跡出土遺物࣮ଌ図

487

.30
(1

$˄$ ���4N

S%15

����N
# #˄

�
4

S%14

"

"

���6N "˄

"˄ # #˄

���6N"

����N

�

�

� �

�
�

��

" "˄����N

S%12

"˄ #

��

�
6

4

�
�6 �

#˄

S%13

S%11

S%10

S%8

#

�
�

�

#˄

$ $˄

" ���6N

�

"˄

"

" ����N

����N

�
�

"˄

"˄

�4 �

�

# #˄

�
�

�

�
6

4 �

# ���6N

�
4

# #˄" "˄���6N

�
��

#˄ $ $˄����N

S%4

S%7

# #˄"˄

4���

6 �

����N"



－ 342 －

ද 14　その他の溝跡一ཡද

番号 位　置 方　向 形　状
໛　　　　ن

அ　面 น　面 ෴　土 主 な 出 土 遺 物
備　考

重複関܎（古ˠ৽）௕さ（ｍ）上෯（ᶲ）Լ෯（ᶲ）ਂさ（ᶲ）

1 ̙２f8 ～̙２h5 ̣－ 59˃－Ｅ ௚線 （14.6） 32 ～ 50 13 ～ 26 19 U 字状 ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片，須恵器片

SI １，S, ７，SD ̒，
P( １ˠ本跡

３ ̙２a3 ～Ｅ２h6 ̣－ 15˃－̬ ௚線 （71.4） 54 ～ 220 16 ～ 56 54 U 字状 ؇ࣼ ࣗવ
縄文土器片，弥生土器片，
土師器片，須恵器片，
陶磁器片，נ片

S,64，SD ̒ˠ本跡

̐ ̙２a0 ～̙３e2 － 状ހ （21.0） 132 ～ 230 60 ～ 114 20 ઙい
U 字状 ؇ࣼ 人ҝ

縄文土器片，弥生土器片，
土師器片，須恵器片，紡
錘車，鉄ᕥ

P( １ˠ本跡ˠ S,230
TM １と৽چ不明

̒ ̘２K3 ～̙２K5 ̣－ 15˃－̬ ௚線 （40.8） 78 ～ 196 － 26 ʦU字状ʧ ؇ࣼ 人ҝ 土師器片，須恵器片，
陶器片

SI16・21・24・25・31・32・51・
70・83・93・97・98，S,30・31・
135 ˠ本跡ˠ S,45，SD1・3・5

７ Ｅ２f0 ～Ｅ２h6 ̣－
̣－

20˃
73˃

－Ｅ
－Ｅ L 字状 20.2 30 ～ 116 14 ～ 30 15 ～ 30 U 字状 ؇ࣼ 人ҝ 弥生土器片，土師器片，

須恵器片
SI42・57，S,66・115・
130，SD ５ˠ本跡ˠ S,262

̔ Ｅ３i3 ～̛２b5 ̣－
̣－

73˃
43˃

－Ｅ
－Ｅ Ｌ字状 （36.0） 102 ～ 220 20 ～ 105 24 ～ 36 ઙい

U 字状 ؇ࣼ ࣗવ 弥生土器片，土師器片，
須恵器片，陶器片

SI52・60・61・64，P( ̐，
SD ５ˠ本跡ˠ S,87

10 ̘２a8 ～̘２c9 ̣－ 40˃－̬ ௚線 （10.4） 34 ～ 56 34 ～ 56 26 U 字状 ؇ࣼ 人ҝ 縄文土器片，弥生土器片，
土師器片，須恵器片 SI87・122・125 ˠ本跡

11 ̘３i1 ～̘３i4 ̣－
̣－

46˃
90˃

－̬
－Ｅ Ｌ字状 （13.0） 38 ～ 80 38 ～ 80 28 ઙい

U 字状 ؇ࣼ ࣗવ
縄文土器片，弥生土器片，
土師器片，須恵器片，
灰釉陶器片，磁器片

TM １ˠ本跡ˠ第２号
墓 坑，S,237・239・
240，P( ５，S' １

12 ̘２h0 ～̘３K2 ̣－ 44˃－Ｅ ௚線 9.20 12 ～ 30 12 ～ 30 32 U 字状 ܏֎
؇ࣼ ࣗવ 縄文土器片，弥生土器片，

土師器片
TM１，P(５，SD13ˠ本跡
S'１と৽چ不明

13 ̘２f8 ～̘３i0 ̣－
̣－

32˃
52˃

－̬
－Ｅ Ｌ字状 （15.0）

（13.0） 34 ～ 60 34 ～ 60 88 ～ 98 U 字状 ܏֎
؇ࣼ 人ҝ 土師器片，陶器片，ৣ前 TM １ˠ本跡ˠ SD12　

S' １と৽چ不明̘３h1 ～̘３f3

14 ̘３f4 ～̘３h2 ̣－ 55˃－Ｅ ௚線 （14.0） 18 ～ 30 18 ～ 30 38 U 字状 ؇ࣼ ࣗવ TM １ˠ本跡

15 ̗３d2 ～̗３b7 ̣－
̣－

49˃
38˃

－̬
－Ｅ クランク状 （26.5） 22 ～ 52 22 ～ 52 20 ～ 66 U 字状 ؇ࣼ 人ҝ Ψラス֖ P( ̒ˠ本跡

　ᾌ　ピット群

第̎号ϐοτ܈（第 304 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の標高 30 ｍの台地ԑล෦，Ｅ１g6 ～ E １K9 ۠にかけてのೆ北 13 ｍ，東੢ 14 ｍのൣғから，

柱穴状のピット 56 か所を確認した。

ॏෳؔ܎　 第 47・68・75 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘ໛　平面形は௕ن 16 ～ 56ᶲ，短ܘ 15 ～ 46ᶲの円形またはପ円形で，ਂさは２～ 48ᶲである。なお，̥

16，P 19 ～̥ 21，̥ 23，̥ 33 ～̥ 52，̥ 55 は，柱のあたりとみられる円形またはପ円形のߗ化ൣғが࿐

出した状態で確認されているため，ਂさは不明である。ピットの分෍状گから建物跡は૝ఆできない。

遺෺出土ঢ়گɹ土師器片５点（ᆀ１・高台෇࿶１・ᙈྨ３）が̥１・̥ ２・̥ 19・̥ 23・̥ 50 から出土している。

いͣれも細片である。

ॴݟ　時期・性֨ともに不明である。

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　土・釉　ༀ ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

487 磁器 ࡼ － （1.3） ʦ4.2ʧ ៛ີ　ಁ明 灰白 良޷ 見ࠐೋ重円に五หՖ文　໏ೋ重֯にӔ෱ 北෦෴土中 10ˋ

第３号溝跡出土遺物؍察ද（第 303 図）

第 13 号溝跡出土遺物؍察ද（第 303 図）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 重ྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

M30 ৣ前 7.4 10.6 1.8 303.4 鉄 中ԝ෦にݤ穴　શ面෗৯により৭調不明 上૚

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ 重ྔ ৭　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

( １ Ψラス製品 ֖ － （2.4） － （32.4） ಁ明 ͭまみに合Θせ目が࢒ଘ　Ψラス内にؾ๐ Լ૚ 90ˋ

第 15 号溝跡出土遺物؍察ද（第 303 図）
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第 304 ਤ　第２号ピット群࣮ଌ図

SI 68

SI 75

SI 47

E１h8

０ ４ｍ

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ１

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ10

Ｐ11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16

Ｐ17

Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20
Ｐ21

Ｐ22

Ｐ23

Ｐ24

Ｐ25

Ｐ26

Ｐ27

Ｐ28
Ｐ29

Ｐ30

Ｐ31

Ｐ32

Ｐ33
Ｐ34

Ｐ35

Ｐ36

Ｐ37

Ｐ38

Ｐ39
Ｐ40

Ｐ41

Ｐ42

Ｐ43

Ｐ44

Ｐ45

Ｐ46

Ｐ47

Ｐ48

Ｐ49

Ｐ50

Ｐ51

Ｐ52
Ｐ53

Ｐ54
Ｐ55

Ｐ56

第２号ピット群ܭଌද

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

１ Ｅ１h6 ପ円形 56 46 19 17 Ｅ１i7 ପ円形 27 24 12 33 Ｅ１K9 ପ円形 38 30 ２

２ Ｅ１h6 ପ円形 30 24 28 18 Ｅ１i8 ପ円形 40 35 10 34 Ｅ１K8 ʦପ円形ʧ（17） （12） －

３ Ｅ１h6 ପ円形 20 17 21 19 Ｅ１h7 円形 30 29 14 35 Ｅ１i8 ʦ円形ʧ （33） （30） －

̐ Ｅ１h6 円形 23 22 29 20 Ｅ１h7 ପ円形 31 18 ̐ 36 Ｅ１i8 ʦପ円形ʧ（31） （24） －

５ Ｅ１i6 円形 44 44 37 21 Ｅ１h7 円形 22 20 ３ 37 Ｅ１K8 ʦପ円形ʧ（30） （24） －

̒ Ｅ１i6 ପ円形 29 25 28 22 Ｅ１h8 ପ円形 25 22 ３ 38 Ｅ１K8 ʦ円形ʧ （11） （11） －

７ Ｅ１i6 ପ円形 24 21 26 23 Ｅ１i8 円形 34 32 13 39 Ｅ１i8 ʦପ円形ʧ（12） （10） －

̔ Ｅ１i6 円形 34 34 28 24 Ｅ１i8 ପ円形 18 16 ３ 40 Ｅ１i8 ʦ円形ʧ （15） （14） －

９ Ｅ１i6 円形 20 20 32 25 Ｅ１i8 円形 26 26 ３ 41 Ｅ１i8 ʦପ円形ʧ（22） （19） －

10 Ｅ１h5 円形 24 24 41 26 Ｅ１K7 ପ円形 30 26 ７ 42 Ｅ１h7 ʦ円形ʧ （12） （11） －

11 Ｅ１i6 ପ円形 35 26 48 27 Ｅ１K7 円形 22 20 10 43 Ｅ１h8 ପ円形 21 19 12

12 Ｅ１i6 円形 36 34 30 28 Ｅ１K7 円形 16 16 ̐ 44 Ｅ１h8 ପ円形 21 19 ７

13 Ｅ１h7 ପ円形 20 18 13 29 Ｅ１K7 円形 16 15 ５ 45 Ｅ１i7 ʦ円形ʧ （19） （18） －

14 Ｅ１i7 円形 36 35 23 30 Ｅ１i6 円形 19 18 ９ 46 Ｅ１i6 ପ円形 38 33 21

15 Ｅ１i7 ପ円形 25 22 15 31 Ｅ１i7 円形 20 20 ５ 47 Ｅ１g6 ʦପ円形ʧ（20） （17） －

16 Ｅ１i7 円形 21 21 ５ 32 Ｅ１h6 ପ円形 27 22 11 48 Ｅ１g7 ʦ円形ʧ （22） （22） －
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第̏号ϐοτ܈（第 305 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の標高 30 ｍの台地ԑล෦，Ｅ１i0 ～ ' ２a2 ۠にかけてのೆ北 11 ｍ，東੢ 10 ｍのൣғから，

柱穴状のピット̔か所を確認した。

ॏෳؔ܎　第 54 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘ໛　平面形は௕ن 18 ～ 44ᶲ，短ܘ 17 ～ 39ᶲの円形またはପ円形で，ਂ さは２～ 23ᶲである。なお，̥ １・

P ２・P ̐・P ５・P ７・P ̔は，柱のあたりとみられる円形またはପ円形のߗ化ൣғが࿐出した状態で確認

されているため，ਂさは不明である。ピットの分෍状گから建物跡は૝ఆできない。

ॴݟ　遺物が出土しておらͣ，時期・性֨ともに不明である。

第 305 ਤ　第３号ピット群࣮ଌ図

SI 54

０ ４ｍ

E ２ j2

Ｆ２ a3

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ１

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

第３号ピット群ܭଌද

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

１ Ｅ１i0 ʦପ円形ʧ （16） （14） － ̐ Ｅ２K1 ପ円形 36 30 13 ７ Ｅ２K2 ʦ円形ʧ （12） （11） －

２ Ｅ１i0 円形 18 17 ５ ５ Ｅ２K1 ପ円形 32 28 ̒ ̔ Ｅ２K3 ପ円形 30 24 ２

３ Ｅ２K1 円形 22 22 23 ̒ ̛２a2 ପ円形 44 39 15

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

49 Ｅ１h7 ʦ円形ʧ （11） （10） － 52 Ｅ１g7 ʦପ円形ʧ（29） （21） － 55 Ｅ１g7 ʦ円形ʧ （25） （24） －

50 Ｅ１g7 ʦପ円形ʧ （27） （24） － 53 Ｅ１g7 円形 19 19 14 56 Ｅ１h6 円形 22 20 ̐

51 Ｅ１g7 ʦ円形ʧ （17） （16） － 54 Ｅ１g7 円形 30 28 23
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第̐号ϐοτ܈（第 306 図）

Ґஔ　調査۠ೆ෦の標高 32 ｍの؇ࣼ面෦， E ２f6 ～ E ２K9 ۠にかけてのೆ北 17 ｍ， 東੢ 19 ｍのൣғから，

柱穴状のピット 11 か所を確認した。

ॏෳؔ܎　第 42・62・63・65 号住居跡，第 115・123 土坑を掘りࠐみ，第̔号溝に掘りࠐまれている。

ܘ໛　平面形は௕ن 24 ～ 58ᶲ，短ܘ 24 ～ 40ᶲの円形またはପ円形で，ਂさは 15 ～ 49ᶲである。ピットの

分෍状گから建物跡は૝ఆできない。

遺෺出土ঢ়گɹ土師器片７点（ᆀ３，ᙈྨ̐）が̥̐・̥５から出土している。

ॴݟ　時期・性֨ともに不明である。

第 306 ਤ　第̐号ピット群࣮ଌ図

SD５

SD８

SD７

SI 64

SI 63

SI 62

SI 65

SK115

SK123

SI 42

０ ４ｍ

E２ i8

Ｐ２

Ｐ１

Ｐ５

Ｐ４

Ｐ８

Ｐ７

Ｐ６

Ｐ10

Ｐ９

Ｐ３

P11

第̐号ピット群ܭଌද

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

１ Ｅ２K9 円形 30 28 31 ５ Ｅ２i9 ପ円形 42 32 24 ９ Ｅ２g9 ପ円形 37 31 25

２ Ｅ３g1 円形 37 37 24 ̒ Ｅ２h0 円形 35 32 46 10 Ｅ２f6 円形 38 35 35

３ Ｅ２K8 ʦପ円形ʧ （23） （20） （̔） ７ Ｅ２h9 円形 32 30 38 11 E ２f9 円形 24 24 15

̐ Ｅ２i9 ପ円形 48 40 16 ̔ Ｅ２h9 ପ円形 58 40 49
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第５号ϐοτ܈（第 307 図）

Ґஔ　調査۠北෦の標高 32 ～ 33 ｍの平ୱな台地上， C ２i0 ～ C ３K4 ۠にかけてのೆ北９ｍ， 東੢ 16 ｍのൣ

ғから，柱穴状のピット 34 か所を確認した。

ॏෳؔ܎　 第１号墳，第 240 号土坑を掘りࠐみ，第 11・12 号溝に掘りࠐまれている。また，第１号道路跡と

重複しているが，৽چ関܎は不明である。

ܘ໛　平面形は௕ن 18 ～ 50ᶲ，短ܘ 16 ～ 40ᶲの円形またはପ円形で，ਂさは 17 ～ 90ᶲである。ピットの

分෍状گから建物跡は૝ఆできない。

ॴݟ　遺物が出土しておらͣ，時期・性֨ともに不明である。

第 307 ਤ　第５号ピット群࣮ଌ図

SF１

SD14

SD11

SD12

SK240

SD13

TM１Ｃ３i1

Ｃ３j3

０ ４ｍ

Ｐ２
Ｐ３

Ｐ１

Ｐ４ Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９
Ｐ10

Ｐ11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

Ｐ16

Ｐ17

Ｐ18

Ｐ19

Ｐ20

Ｐ21

Ｐ22
Ｐ23

Ｐ24

Ｐ25

Ｐ26
Ｐ27 Ｐ28

Ｐ29

Ｐ30
Ｐ31 Ｐ32

Ｐ33

Ｐ34

第５号ピット群ܭଌද

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

１ ̘２i0 円形 24 23 43 13 ̘３h2 ପ円形 36 32 34 25 ̘３K2 ʦପ円形ʧ（51） 27 83

２ ̘２i0 ପ円形 20 16 42 14 ̘３h2 ପ円形 24 20 49 26 ̘３K2 ପ円形 32 25 77

３ ̘３i1 ʦ円形ʧ （18） （18） （62） 15 ̘３i2 ପ円形 31 26 45 27 ̘３K3 ʦପ円形ʧ（24） （18） （50）

̐ ̘３i1 円形 24 24 53 16 ̘３h3 ʦପ円形ʧ（26） （18） 24 28 ̘３K3 ʦପ円形ʧ（18） （15） （35）

５ ̘３i1 ପ円形 50 40 56 17 ̘３K0 ପ円形 40 30 60 29 ̘３K3 ʦପ円形ʧ（32） （20） （41）

̒ ̘３i1 ପ円形 38 26 46 18 ̘３K1 ʦ円形ʧ （20） （20） （40） 30 ̘３K3 ʦପ円形ʧ（36） （23） （45）

７ ̘３h2 ପ円形 36 28 40 19 ̘３K1 ପ円形 50 26 86 31 ̘３K3 ʦପ円形ʧ（28） （18） （42）

̔ ̘３i1 ʦପ円形ʧ （34） （28） （36） 20 ̘３K1 ʦପ円形ʧ（35） （24） 83 32 ̘３K3 ʦପ円形ʧ（16） （14） （45）

９ ̘３i2 円形 28 28 52 21 ̘３K1 ʦପ円形ʧ（38） 23 （37） 33 ̘３K4 ʦପ円形ʧ（25） （22） （38）

10 ̘３i2 円形 25 24 17 22 ̘３K1 ପ円形 30 18 70 34 ̘３K4 ʦ円形ʧ （16） （16） （24）

11 ̘３h2 ପ円形 38 30 56 23 ̘３K1 円形 23 22 81

12 ̘３h2 円形 18 17 49 24 ̘３K1 円形 20 19 90
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第̒号ϐοτ܈（第 308 図）

Ґஔ　調査۠北෦の標高 29 ｍの؇ࣼ面෦， # ３d3 ～

̗３e2 ۠にかけてのೆ北̒ｍ， 東੢̒ｍのൣғから，

柱穴状のピット 15 か所を確認した。

ॏෳؔ܎　 第 15 号溝に掘りࠐまれている。

ܘ໛　平面形は௕ن 19 ～ 37ᶲ，短ܘ 18 ～ 35ᶲの円

形ຢはପ円形で，ਂさは 47 ～ 126ᶲである。ピット

の分෍状گから建物跡は૝ఆできない。

ॴݟ　遺物が出土しておらͣ，時期・性֨ともに不明

である。

第 308 ਤ　第̒号ピット群࣮ଌ図

SD1５

０ ２ｍ

Ｂ３ e3

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ１

Ｐ４ Ｐ５ Ｐ６

Ｐ７
Ｐ８

Ｐ９

Ｐ10
Ｐ11

Ｐ12

Ｐ13

Ｐ14

Ｐ15

第̒号ピット群ܭଌද

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

１ ̗３e2 ପ円形 25 22 60 ̒ ̗３e3 円形 25 24 74 11 ̗３d3 円形 19 19 73

２ ̗３e2 円形 25 24 101 ７ ̗３d3 円形 26 25 69 12 ̗３d3 円形 37 35 96

３ ̗３e2 円形 27 25 126 ̔ ̗３e3 ପ円形 32 27 89 13 ̗３d3 ପ円形 21 18 71

̐ ̗３e2 円形 21 21 55 ９ ̗３e3 ପ円形 30 26 73 14 ̗３d3 円形 34 31 108

５ ̗３e2 ପ円形 25 21 76 10 ̗３d3 ʦ円形ʧ 32 （31） 71 15 ̗３d3 ପ円形 29 25 47

第̓号ϐοτ܈（第 309 図）

Ґஔ　調査۠北෦の標高 28 ｍの؇ࣼ面෦， # ３c6 ۠

～̗３e6 ۠にかけてのೆ北̒ｍ， 東੢̐ｍのൣғか

ら，柱穴状のピット 20 か所を確認した。

֬ೝঢ়گ　埋຅୩の上෦に構築されている。

ॏෳؔ܎　 第 235 号土坑を掘りࠐんでいる。

ܘ໛　平面形は௕ن 12 ～ 43ᶲ，短ܘ 11 ～ 33ᶲの円

形ຢはପ円形で，ਂさは９～ 55ᶲである。ピットの

分෍状گから建物跡は૝ఆできない。

遺෺出土ঢ়گɹ銭貨１点（銭種不明）が̥̐から出

土している。

ॴݟ　時期・性֨ともに不明である。 第 309 ਤ　第７号ピット群࣮ଌ図

SK235

Ｂ３ d6

０ ２ｍ

Ｐ１

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

P10
P11

P12

P13
P14

P15

P16

P17

P18
P19

P20

第７号ピット群ܭଌද

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

１ ̗３d6 円形 12 11 ９ ̐ ̗３d6 ପ円形 29 23 42 ７ ̗３c6 ପ円形 25 22 19

２ ̗３d6 ପ円形 20 18 10 ５ ̗３d6 ପ円形 31 27 31 ̔ ̗３d6 ପ円形 20 18 33

３ ̗３d6 円形 21 20 55 ̒ ̗３d6 ପ円形 20 17 28 ９ ̗３d6 ʦପ円形ʧ 41 （30） 27
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第̔号ϐοτ܈（第 310 図）

Ґஔ　調査۠中ԝ෦の標高 30 ｍの平ୱな台地上， E ２b6 ～Ｅ２d9 ۠にかけてのೆ北̔ｍ， 東੢ 12 ｍのൣғ

から，柱穴状のピット 14 か所を確認した。

ॏෳؔ܎　第 39・104・152 号住居跡を掘りࠐんでいる。

ܘ໛　平面形は௕ن 20 ～ 54ᶲ，短ܘ 16 ～ 39ᶲの円形またはପ円形で，ਂさは 16 ～ 77ᶲである。ピットの

分෍状گから建物跡は૝ఆできない。

遺෺出土ঢ়گɹ弥生土器片１点，土師器片̐点（ᆀ１，高ᆀ１，ᙈྨ２）が，̥５から出土している。

ॴݟ　時期・性֨ともに不明である。

第 310 ਤ　第̔号ピット群࣮ଌ図

SI 104

SI 39

SI 152

E２ d8

０ ４ｍ

Ｐ１

Ｐ４

Ｐ５

Ｐ６

Ｐ７

Ｐ８

Ｐ９

Ｐ10

Ｐ２

Ｐ３

Ｐ11

P12

P13

P14

第̔号ピット群ܭଌද

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

１ Ｅ２d9 ʦ円形ʧ 20 （11） 30 ̒ Ｅ２c8 円形 40 39 77 11 Ｅ２b6 円形 23 22 30

２ Ｅ２c8 ପ円形 20 16 21 ７ Ｅ２c8 円形 24 22 38 12 Ｅ２i9 円形 20 20 －

３ Ｅ２c7 円形 21 21 19 ̔ Ｅ２c8 円形 23 22 40 13 Ｅ２h9 ପ円形 24 20 －

̐ Ｅ２c7 円形 30 30 34 ９ Ｅ２c8 ପ円形 20 18 21 14 Ｅ２h9 円形 35 34 －

５ Ｅ２c8 ପ円形 54 33 66 10 Ｅ２b8 円形 22 22 16

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（cm）ن

番号 位置 形状
໛（ᶲ）ن

௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ ௕ܘ 短ܘ ਂさ

10 ̗３d6 ʦପ円形ʧ 31 （21） 25 14 ̗３d6 ପ円形 31 21 45 18 ̗３e6 ପ円形 22 14 54

11 ̗３d6 ପ円形 43 30 40 15 ̗３d6 ପ円形 20 17 45 19 ̗３e6 ପ円形 20 18 46

12 ̗３d6 ପ円形 20 16 30 16 ̗３e6 円形 34 33 47 20 ̗３e6 ପ円形 29 22 26

13 ̗３d6 ପ円形 27 23 46 17 ̗３e6 ପ円形 17 13 30
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ද 15　その他のピット群一ཡද

　ᾍ　遺構֎出土遺物

　　　遺構に伴Θない遺物にͭいて，࣮ଌ図（第 311・312 図）及び؍察දでࡌܝする。

第 311 ਤ　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（１）第 311 ਤ　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（１）

488

489 493

490
492

495
491

496
497

499

5132

51315130
5129

498

494

番号 位 置 ൣғ
柱　　穴

主な出土遺物
備　考

重複関܎（古ˠ৽）柱穴数 平面形 ௕ܘ 短ܘ ਂさ

２ E １g6 ～ E １K9 ೆ北 13 ｍ，東੢ 14 ｍ 56 円形・ପ円形 16 ～ 56 15 ～ 46 ２～ 48 土師器片 SI47・68・75 ˠ本跡

３ E １i0 ～ ' ２a2 ೆ北 11 ｍ，東੢ 10 ｍ ̔ 円形・ପ円形 18 ～ 44 17 ～ 39 ２～ 23 SI54 ˠ本跡

̐ E ２f6 ～ E ２K9 ೆ北 17 ｍ，東੢ 19 ｍ 11 円形・ପ円形 24 ～ 58 24 ～ 40 15 ～ 49 土師器片 SI42・62・63・65，S,115・123 ˠ本跡
ˠ SD ̔

５ C ２i0 ～ C ３K4 ೆ北９ｍ，東੢ 16 ｍ �� 円形・ପ円形 18 ～ 50 16 ～ 40 17 ～ 90 TM １，S,240 ˠ本跡ˠ SD11・12
S' １と৽چ不明

̒ # ３d3 ～ # ３e2 ೆ北̒ｍ，東੢̒ｍ �� 円形・ପ円形 19 ～ 37 18 ～ 35 47 ～ 126 本跡ˠ SD15

７ # ３c6 ～ # ３e6 ೆ北̒ｍ，東੢̐ｍ �� 円形・ପ円形 12 ～ 43 11 ～ 33 ９～ 55 銭貨 S,235 ˠ本跡

̔ E ２b6 ～ E ２d9 ೆ北̔ｍ，東੢ 12 ｍ �� 円形・ପ円形 20 ～ 54 16 ～ 39 16 ～ 77 弥生土器片，土師器片 SI39・104・152 ˠ本跡
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第 312 ਤ　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（２）第 312 ਤ　遺構֎出土遺物࣮ଌ図（２）
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遺構֎出土遺物؍察ද（第 311・312 図）

番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ ଻　　土 ৭　調 焼成 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

488 縄文土器 ਂു － （5.2） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子・細᛽ にͿい੺׊ ී通 尖ఈ土器ఈ෦ SI15 ５ˋ　

489 弥生土器 高ᆀϱ － （3.3） － ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状߭物 にͿいԫᒵ ී通 状の条線文ࣃڒ 埋຅୩

（トレンν３） ５ˋ 　PL56

490 土師器 台෇ᙈ ʦ15.0ʧ（3.9） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子・֯ર石 にͿいԫᒵ ී通 ෦，ॎ位のちԣ位のϋέ目調整ݞ SI26 ５ˋ　PL56

491 土師器 ᆀ ʦ11.5ʧ（5.4） － ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子 にͿいᒵ ී通 ମ෦֎面ϔラφσ　内面ϔラ磨き SI97 40ˋ　PL56

492 土師器 ミχνュア 4.0 2.6 4.0 ௕石・石ӳ・੺৭
ཻ子・਑状߭物 にͿいᒵ ී通 ֎・内面φσ ද土（北෦）90ˋ　

493 須恵器 ֖ － （2.3） － ௕石・石ӳ・
細᛽ 灰 良޷ ఱҪ෦ճసϔラ࡟り ද土（北෦）20ˋ　PL56

494 須恵器 ֖ － （2.6） － ௕石・石ӳ ԫ灰 良޷ ఱҪ෦ӈճりのճసϔラ࡟り　ϔラ記号 SI24 30ˋ

495 須恵器 ᆀ ʦ16.0ʧ 6.0 ʦ12.6ʧ௕石 ԫ灰 良޷ ఈ෦ճసϔラ࡟り SI28 30ˋ

496 土師器 ᆀ ʦ11.8ʧ 3.4 6.4 ௕石・石ӳ・
Ӣ฼ にͿいᒵ ී通 ఈ෦ճసϔラ੾り ද土（中ԝ෦）50ˋ

497 緑釉陶器 ࡼ － （2.2） － ៛ີ オリーϒ灰 良޷ ロクロφσ ද土（D ２e5）５ˋ　PL64
Ԑ౤

498 灰釉陶器 ළ － （3.6）ʦ15.0ʧ៛ີ 灰 良޷ ロクロφσ SD11 ５ˋ　PL63
Ԑ౤

499 灰釉陶器 ࿶ － （1.6） 7.4 ៛ີ 灰ԫ׊ 良޷ 釉௮けֻけ ද土（北෦）５ˋ　PL63
Ԑ౤

番号 種　別 器種 ଻　　土 ৭　　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

TP29 縄文土器 ਂു ௕石・石ӳ・ણҡ 明׊ ೾௖෦௚Լに円孔　ޱԑ෦を⇮帯で۠ըし，平行する࿈続ࢗಥ
文をॆర SI113 PL57

TP30 縄文土器 ਂു ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
ણҡ ׊ࠇ み　LRࠁ৶෦にޱ の୯અ縄文 SI31 PL57

TP31 縄文土器 ਂു ௕石・਑状߭物 にͿい੺׊ ൒ፊ஛管による平行௜線文　地文は೨ࢳ文 S,10 PL57

TP32 縄文土器 ਂു ௕石・石ӳ ׊ࠇ ൒ፊ஛管による平行௜線文 SI １ PL57

TP33 縄文土器 ਂു ௕石・石ӳ・Ӣ฼ ੺׊ ԑ෦に平行௜線が८るޱ　みࠁ৶෦にޱ ද土（中ԝ෦）PL57

TP34 弥生土器 ᆵ ௕石・Ӣ฼ ᒵ ２条一組の平行௜線で文様をඳ出 SI138 PL57

TP35 弥生土器 ᆵ ௕石 にͿいԫᒵ 状文ࣃڒ状工具によるࣃみ　۳ࠁ৶෦にޱ TM １ PL57

TP36 弥生土器 ᆵ ௕石・Ӣ฼ にͿいԫᒵ 状工具（３本）のॎ۠ը内にࣼ֨子文及び೾状文をॆరࣃ۳ SI54 PL57

TP37 弥生土器 ᆵ ௕石・Ӣ฼ ҉੺׊ 状工具（̐本）のॎ۠ը内に೾状文をॆరࣃ۳ SI ̒ PL57

TP38 弥生土器 ᆵ ௕石・石ӳ・Ӣ฼ 灰׊ 状工具（３本）によͬて文様をඳ出　ෟՃ条ೋ種縄文ࣃ۳ S,127 PL57

番号 器　種 ௕さ・ܘ ෯ ްさ 重ྔ ଻土 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

DP19 土器片円盤 3.1 2.5 0.7 5.4 ௕石・石ӳ・Ӣ฼・
੺৭ཻ子・਑状߭物 पԑ෦ݚ磨　೨ࢳ文 S,30 PL59

DP20 円筒埴輪 （5.0） － － （71.2） ௕石・石ӳ・
੺৭ཻ子・細᛽ 内面ϋέ目調整 ද土（北෦）

DP21 不明
土製品 3.8 － 1.5 11.8 ௕石・石ӳ・੺৭

ཻ子・਑状߭物 पԑ෦をଧちܽき調整　ද面はࡼ状に凹Ή　എ面ࢦ頭ࠟ ද土（北෦）PL59

DP22 紡錘車 6.1 － 1.3 47.7 ௕石・石ӳ・੺৭
ཻ子・਑状߭物 孔ܘ 0.7ᶱ　྆面φσ SD ̐ PL58

DP23 泥面子 （3.7） 2.7 1.0 （6.1） ௕石 ԡ成形　ཪ面φσܕ ද土（中ԝ෦）

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 重ྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

̦ 31 ണ片 3.5 1.7 0.4 1.9 ทؠ ೋ࣍Ճ工ࠟを༗する　ཪ面ࠨ側ԑに緩斜౓ௐ੔ ද土　 PL60

̦ 32 尖頭器 （12.7） 3.1 1.6 （58.7） ทؠ 先୺෦ܽଛ　༄༿形　྆面調整 ද土（ೆ෦）PL60

̦ 33 石鏃 2.2 1.6 0.5 1.1 νϟート ྆面ԡѹണ཭　凹基ແܪ鏃 ද土（中ԝ෦）PL60

̦ 34 磨製石斧 5.5 4.0 1.4 59.6 緑৭ڽ灰ؠ શ面をݚ磨 TM １ PL59

̦ 35 玦状耳飾 5.5 （2.6） 0.7 （12.3） Ӣ฼片ؠ શ面をݚ磨　ݚ磨によるࠟࡲが࢒ଘ TM １ PL59

̦ 36 勾玉 （3.2） （1.9） （0.9） （5.2） 石׈ શ面をݚ磨　ཪ面ണ཭ ද土（中ԝ෦）PL60

番号 器　種 ௕さ ෯ ްさ 重ྔ 質　　ࡐ 特　　　　௃ 出土位置 備　考

M31 短刀ϱ （8.4） （2.3） （0.1） （8.3） 鉄 அ面֯ࡾ形 ද土

M32 釘 10.3 1.0  0.3
 ～ 0.5 （14.3） 鉄 அ面方形 TM １

M33 煙管 （6.0） （1.4） （0.9） （5.9） ಔ टのみأ ද土（中ԝ෦）PL62

M34 煙管 7.8 0.9 0.9 4.7 ಔ ෦のみޱいٵ ද土（中ԝ෦）PL62
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番号 種　別 器種 ܘޱ 器高 ఈܘ 重ྔ ৭　調 ख　法　の　特　௃　ほ　か 出土位置 備　考

( ２ Ψラス製品 ༀළ 1.5 7.5 2.6 27.0 ಁ明 ट෦まで合Θせ目　಑෦に「石川ᬭӃ」のුき字 ද土（ೆ෦）100ˋ

番号 銭　名 ܘ 孔ܘ ްさ 重ྔ ॳர年 質ࡐ 特௃ 出土位置 備　考

M35 熈寧ݩ寳 2.4 0.7 0.1 2.0 1068 ಔ 真書 ද土（ೆ෦）

M36 ๛通寳ݩ 2.3 0.7 0.1 1.7 1078 ಔ 行書 ද土（中ԝ෦）

M37 至道ݩ寳 2.4 0.6 0.1 2.6 995 ಔ 行書 ද土（中ԝ෦）
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１　はじめに

　　　第 4 અ ま と め

　当遺跡は，常陸太田市のೆ෦に位置し，亀作川؛ࠨの標高約 30 ｍの台地上に立地している。遺跡が立地

する台地は，ଟլࢁ地の੄໺からೆ੢方向にԆびるઉ状台地で，ࡾ方が୩ఈ平໺に向かͬて落ちࠐみ，北東

ଆがଟլࢁ地にͭながるٰྕ地となͬている。遺跡のൣғは，ೆ北 200 ｍ，東੢ 400 ｍほどで，東੢にԆび

ており，調査۠はその੢୺෦にあたる。調査の݁Ռ，竪穴住居跡 133 軒，古墳１基，掘立柱建物跡２棟，竪

穴遺構９基，地点貝塚１か所，墓坑２基などが確認でき，縄文時代から平安時代にかけての集落跡，古墳時

代中期の古墳，中世の墓Ҭである͜とが൑明した。本અでは，֤時代の出土土器や集落の様૬を֓؍し，遺

跡の性֨にͭいてएׯの考察をՃ͑る͜とでまとめとしたい。

２　縄文時代

　当時代の遺構として，調査۠北෦の؇ࣼ面෦から第１号地点貝塚，中ԝ෦の平ୱな台地上から第１号土坑

を確認した。第１号地点貝塚から出土している土器群は，଻土にણҡをؚみ，地文はϧーϓ文をଟ様し，地

文のൣғはޱԑ෦まで及んでいる。͜れらの特௃から，前期前൒の関ࢁᶘ式にซ行する時期の土器群と考͑

られる。当遺跡から੢方 1.5ᶳに位置する৿東貝塚からは，同時期の土器が出土しており，ޱ৶෦௚Լにॎ

位の短௜線がࢪ文されているのが特௃である。当遺跡から出土している土器にもڞ通性がみられ（TP １），

ླ໦ૉ行ࢯがఏএしている「৿東式土器」のൣᙝにؚまれるものと考͑られる１）。

　第１号地点貝塚は，؇ࣼ面෦に位置する埋຅୩のଯ積土中から，貝のࢄ෍ൣғを確認している。埋຅୩か

ら出土している土器は，磨໓した縄文土器や弥生土器の細片であり，埋຅୩の形成աఔで，土坑状の掘りࠐ

みに貝を౤غしたものと考͑られる。出土している貝はϠϚトシδミが主ମで，前期の貝塚である৿東貝塚

や築࡚貝塚２）などपลの貝塚と同様の܏向にあり，縄文ւਐ時には，当地はւ水が入りަじるՏޱ෇ۙであͬ

たと考͑られる。

　なお，第１号土坑の時期は中期後༿であり，前期前൒以߱もஅ続తながら，台地上には人ʑの営みが続い

ていた͜とがうかが͑る。

３　弥生時代

　当時代の遺構は，調査۠北෦の؇ࣼ面෦に位置する埋຅୩の上面で，第 127 号住居跡を確認した。出土し

ている土器は，ຎ໓した細片がଟい。࢒ଘ཰が高く伴う遺物と൑அできるのは，ピットから出土している２

のᆵであり，時期ܾఆのࢦ標となる遺物である。ޱ৶෦に縄文がࢪ文され，ޱ৶෦௚Լに८る⇮帯には，࿈

続するࢗಥ文を༗し，以Լແ文となり，ᰍ෦Լ୺には֯ࡾ形の۠ը内にࣼ֨子文がࢪ文されている。͜れら

の特௃から，時期は後期前൒と考͑られる３）。

　遺構のن໛と形状から，竪穴住居跡と൑அしたが，柱穴にあたるピットや࿍など෇ਵࢪઃが確認できͣ，

চ面のߗ化も認められなかͬた。͜れらの確認状گやपғに当該期の遺構がଘ在しない͜とから，作業小԰

తな一時తな居住ۭ間として࢖༻されたものと考͑られる。
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̐　古墳時代

　当時代の遺構は，調査۠中ԝ෦の平ୱな台地上を中心として，北෦とೆ෦の؇ࣼ面෦まで޿がͬて分෍し

ている。古墳１基，竪穴住居跡 36 軒，円筒形土坑５基，土坑 12 基を確認し，前期から後期にかけての集落

跡で，中期前൒には古墳が築造された͜とが൑明した。以Լ，出土土器の様૬を分ྨし，֤時期の様૬にͭ

いてड़΂る。

ᾇ　出土土器にͭいて（第 313 ～ 316 図）

　前期（第１～３期），中期（̐期～̒期），後期（７期～ 11 期）の 11 時期に分ྨし，֤期の器種組成や

器形，ख法の特௃にͭいてड़΂る。

第̍ظ　第 150 号住居跡の土器群が該当する。器種は，弥生土器のᆵ，土師器の࿶・ᆁ・器台ϱ・ᙈが出

土している。弥生土器のᆵ（152）は文様帯の۠ըがなく，ෟՃ条縄文がશ面にࢪ文されており，弥生土

器の࠷ऴ຤తな様૬をఄしている。なお，土師器にڞ伴すると考͑られる弥生土器は，第２期以߱は出土

していない。土師器のᆁ（154）は，ମ෦֎面はϔラ磨き調整で，ఈ෦は平ఈであり，やや中ԝ෦が凹ん

でいる。ᙈ（156）は，ޱԑ෦が֎൓し，ମ෦はٿ形をఄしており，ϋέ目調整がࢪされている。

第̎ظ　第 113 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器の小形ᆁ・器台・高ᆀ・ᆵが出土している。

当期から，小形ᆁが出現する。小形ᆁ（124）は，ޱԑ෦がମ෦から明ྎに۶ۂして立ち上がͬており，

ఈ෦は平ఈで中ԝ෦がやや凹んでいる。器台（125）は，٭෦がडけ෦Լ位から֎൓してԆびている。ᆵ（127・

128）はޱԑ෦が֎൓し，複合ޱԑを༗するもの（127）も確認されている。
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第 313 ਤ　日向遺跡古墳時代出土土器ᶃ　（S ʹ１ʗ̒）
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第̐ظ　第 146 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器の小形ᆁ・高ᆀ・ᙈ・小形ᙈが出土してい

る。小形ᆁ（147）は，ମ෦がؙみを帯び，ޱԑ෦は֎܏して立ち上がͬている。またఈ෦が平ఈで，中

ԝ෦がやや凹んでいる。ᙈ（149・150）はޱԑ෦がやや֎൓し，ମ෦はٿ状をఄしている。ఈ෦がಥ出す

るものもみられる（150）。

第５ظ　第１号墳，第 26 号土坑の土器群が該当する。器種は，土師器の小形ᆁ・ᆁ・高ᆀ・　ϱ・ᆵ・

࿶が出土している。小形ᆁ（ ・̔10）は，ମ෦中位が࠷大ܘとなり，ፏ平な印৅をडける。ఈ෦は平ఈで，

中ԝ෦が凹Ήものもある（10）。９の土器は，ମ෦Լ൒に焼成前にઠ孔された孔が１か所確認されており，

　の可能性がある。ޱԑ෦はやや֎൓し，֎面にઙい௜線が८ͬており，ఈ෦はややಥ出している。高ᆀは，

り調整（12・163）のものが主ମである。第࡟෦が中ۭ（12・13）で，֎面がϔラ٭ 26 号土坑から出土し

ている高ᆀ（163）は，ᆀ෦のԼ位にஅ面形が֯ࡾの⇮帯が८り，෦分తに੺࠼されたࠟ跡が確認できる。

ᆵ（15）は༗ஈޱԑであるが，内面のஈがࣦΘれている。࿶（162）は，ؙ ఈでޱԑ෦が内܏して立ち上がͬ

第̏ظ　第132号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器の小形ᆁ・ᆵ・ᙈが出土している。小形ᆁ（140）

は，ޱԑ෦からମ෦にかけての۶ۂがऑく，ఈ෦は平ఈである。ᙈ（143）は，ޱԑ෦が֎൓し，ମ෦に

はϋέ目調整がࢪされている。また，ᆵ（141・142）も一ఆྔが出土し，༗ஈޱԑのもの（141）も確認

されている。
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第̓ظ　第 44 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・ᙈ・小形ᙈ・ࠋが出土している。当

期から，ᆀが器種構成にՃΘり主ମとなる。ఈ෦はؙఈで，ޱԑ෦が௚立するもの（75・76）とやや֎൓

するもの（74）とがある。ᙈ（77 ～ 79）は，͜のࠒから大・小の分化がਐみ，目తによͬて࢖い分けら

れていたと૝ఆできる。77 のᙈは，ޱԑ෦がମ෦から「く」の字状に۶ۂして立ち上がり，ମ෦は௕಑で，

ఈ෦はಥ出している。（81・80）ࠋは，大・小ೋͭの法ྔがあり，いͣれのମ෦もややؙみを帯び，ޱԑ

෦は֎܏して立ち上がͬている。

第̔ظ　第 70 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・࿶・高ᆀ・ു・ᙈ・小形ᙈが出土し

ている。ᆀは，࿶形でޱԑ෦とମ෦のڥが明確でないもの（95）とޱԑ෦が֎൓するもの（94）があり，

後者は東北ܥの土器のӨڹをडけた器形と考͑られている̐）。高ᆀ（97）は੺࠼されており，٭෦が短く

੄෦で大きく։いている。ᙈは，ޱԑ෦が短く，֎൓して立ち上がるもの（102）とޱԑ෦がൺֱత௕く，

ମ෦から「く」の字状に۶ۂして立ち上がるもの（100・101）がある。ମ෦は前者が௕಑で，後者は௕಑

のもの（101）とٿ಑のもの（102）とがあり，ఈ෦はいͣれもಥ出している。

第̕ظ　第 26 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・࿶・ᙈが出土している。ᆀはޱԑ෦

が௚立するもの（58）と֎൓するもの（60）とがあり，֎・内面とも੺࠼されている。後者のᆀは，前ஈ

֊の 94 のᆀと同ܥ౷の土器と考͑られ，ޱԑ෦がより֎ଆに֎൓して，ମ෦がઙくなり，ޱԑ෦とମ෦

のڥに明ྎなஈを༗している。

第 10 第̒・87　ظ 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・࿶・高ᆀ・ᆵ・ᙈ・小形ᙈ，須

恵器の　が出土している。ᆀは，ܘޱにରして器高が௿くなる܏向にあり，当期以߱，ፏ平化していく。

またࠇ৭ॲཧされたものがଟくなる（20・120・121）。ޱԑ෦が֎൓するもの（21）は，ޱԑ෦が短くな

り֎ଆに޿がる܏向もऑまる。なお，当期以߱は確認できなくなる。高ᆀ（23）はᆀ෦のみが出土してい

るが，ᆀと同様にࠇ৭ॲཧされている。ᙈは，௕಑のもの（26 ～ 28）とٿ಑のもの（29）とがあるが，

前者が主ମである。ޱԑ෦が短くなる܏向にあり，֎൓して立ち上がͬている。また，ޱԑ෦がԣφσさ

れる͜とによͬて，ޱԑ෦とମ෦とのڥには，明確なஈࠩが生じている（26・27・29）。なお，第 87 号住

居跡からは，須恵器の　（122）が෴土中から出土している。ややްखの作りで，ମ෦にはઙい２条の௜線

が८ͬている。଻土や৭調からԐ౤࢈の可能性がある。

第 11 第　ظ 86・49 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・࿶・高ᆀ・ു・ᙈ・ࠋが出土

している。ᆀは，よりፏ平なものがଟくなり，ܘޱも֦大܏向にある。また，ޱԑ෦とମ෦のڥが不明ྎ

な࿶形ものが૿Ճしてくる（113 ～ 115）。ു（117）はやや小ৼりで，ࠇ৭ॲཧされている。（87）ࠋは，

෦から੄෦٭，ԑ෦が短くなり，֎൓して立ち上がͬている。ఈ෦もやや小さめである。高ᆀ（84）はޱ

にかけては太く「ϋ」の字状に։いている。

第 12 第　ظ 19 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・࿶・ࠋが出土している。ᆀ（48・49）は，

前ஈ֊とは一సしてܘޱがややॖ小している。

ている。同じ土坑から出土している 163 の高ᆀとともに，他にܥ౷తにͭながる土器が見あたらͣ，٬ମ

తな土器と考͑られる。

第̒ظ　第 61 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器の࿶・ࠋが出土している。ࣼ面෦に構築さ

れており，࡟平されているため，ఏࣔできる資料がগない。特出す΂き点は，（93）ࠋの出現である。৽

たな調ཧ具の出現は，調ཧ方法にม化が現れた͜とをࣔࠦしている。器形は，ମ෦からఈ෦にかけて，や

やؙみを帯びている。
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　以上，古墳時代の出土土器にͭいて通؍したが，֓Ͷैདྷのڀݚ成Ռによる編年とᴥᴪが生じる͜とは

なく，֤期の年代త位置ͮけは，第̍ظが̐世ل前༿，第̎ظが̐世ل中༿，第̏ظが̐世ل後༿，第̐

ظॳ頭，第̔ل຤༿～̒世لが５世ظ後༿，第̓لが５世ظ中༿，第̒لが５世ظ前༿，第５لが５世ظ

が̒世ل前༿，第̕ظが̒世ل中༿，第 10 後༿，第لが̒世ظ 11 ॳ頭，第ل຤༿～７世لが̒世ظ 12

。（前༿にൺఆできる５لが７世ظ
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ᾈ　集落のมભにͭいて（第 316 ～ 319 図）

　͜͜では前項の時期۠分にैͬて，出土遺物や住居構造にも一෦৮れながら，当該期の集落のมભにͭ

いてड़΂る。なお，住居跡のن໛にͭいては，重複が著しいためศٓ上，一ลが̐ｍະຬのものは小形，

̐～̒ｍのものは中形，̒ｍ以上のものは大形とݺশする。

第̍ظ　第 150 号住居跡が該当する。調査۠中ԝ෦の平ୱな台地上に，小形住居跡１軒のみが確認されて

いる。集落の޿がりやن໛は不明であるが，弥生時代後期以߱，当期から࠶び集落の形成が始まる。また，

弥生土器のڞ伴が確認されている。

第̎ظ　第 76・113 号住居跡が該当する。調査۠中ԝ෦の平ୱな台地上に，大形住居跡，中形住居跡֤１

軒が確認されている。第 113 号住居跡は，前ஈ֊の第 150 号住居跡とೆ北の࣠方向（以Լ࣠方向とする）

もほぼ同じでྡ઀している͜とから，同一集団による作りସ͑が૝ఆできる。

第̏ظ　第 132 号住居跡が該当する。調査۠北෦の؇ࣼ面෦に，中形住居跡１軒が確認されている。当住

居跡が位置する北෦の؇ࣼ面෦には，縄文時代から弥生時代にかけて形成された埋຅୩が，調査۠Ҭ֎か

第 316 ਤ　日向遺跡古墳時代遺構഑置ᶃ

らೆ੢方向にԆびてきており，その埋຅୩に

面して構築されている。઎地にҧいがみられ

る͜とや位置関܎から，৽たな୯位集団とみ

られる。なお，第 132 号住居跡からは，生࢈

具として土製の紡錘車が出土している。

第̐ظ　第 17・96・146 号住居跡が該当する。

北෦の؇ࣼ面෦に１軒，中ԝ෦の平ୱな台地

上に２軒の住居跡が確認されており，北෦と

ೆ෦の２ͭの୯位集団が確認できる。なお，

遺構が調査۠֎にԆびている͜とや重複のた

め，ن໛は不明である。北෦の第 146 号住居

跡は，前ஈ֊の第 132 号住居跡とۙ઀し，࣠

方向もほぼ同じである͜とから，同一集団に

よる作りସ͑が૝ఆできる。中ԝ෦の２軒は

重複が著しく，ن໛や࣠方向が明確でないた

めஅఆできないが，位置関܎から同一集団と

みてࠩし͑ࢧはないものと考͑られる。
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第 317 ਤ　日向遺跡古墳時代遺構഑置ᶄ
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第５ظ　第１号墳，第７号住居跡，第 26・28・59 号土坑が該当する。第１号墳をؚめ，住居跡や土坑は

中ԝ෦の平ୱな台地上に集約される。第１号墳が築造された時期であり，第１号墳のप溝とྡ઀して，中

形の第７号住居跡が確認されている。෴土はബく，遺物の出土ྔがগないため，第１号墳とซଘしていた

か൱かはஅఆできない。第 59 号土坑は，第７号住居跡とྡ઀している͜とから，住居跡との関࿈が૝ఆ

できる。掘りࠐみはઙいが，ᙈのఈ෦が出土している͜とから，ஷ蔵を目తとしたࢪઃの可能性がある。

第 26 号土坑は，ن໛や形状から住居跡のஷ蔵穴の可能性があるが，पғにচやピットなど෇ਵࢪઃが確

認できͣ，土坑としてऔり上͛た。第 28 号土坑は，ܘ 1.9 ｍほどで円筒形土坑としたものである，ن໛

や形状からஷ蔵穴などの可能性があるが，他の遺構との関࿈が明確でなく，性֨にͭいては不明である。

第１号墳は , 東൒෦が調査۠Ҭ֎にԆび，墳ٰ෦は࡟平されており，प溝のみが確認されている。࢒ଘす

るप溝から墳ٰܘは 35 ｍほどとਪఆされ，その形状から円墳とみられるが，築造時期から前方後円墳の

可能性もある。

第̒ظ　第 61・77 号住居跡が該当する。調査۠中ԝ෦の平ୱな台地上に大形住居跡１軒，ೆ෦の؇ࣼ面

෦に中形住居跡１軒が確認されている。当期からೆ෦へのਐ出も始まり，集落も޿がりを見せるようにな

る。また，͜ のࠒから住居跡のن໛も，１ลが５～̒ｍほどの中形から大形のن໛の住居跡が૿Ճしてくる。

第 61 号住居跡からは࿍跡が̐か所確認されており，当期まで࿍の࢖༻が確認できる。また同住居跡からは，

調ཧ具であるࠋが出土している。

第̓ظ　第 44・54・78 号住居跡が該当する。調査۠中ԝ෦に中形住居跡１軒，ن໛不明の住居跡１軒，

ೆ෦の؇ࣼ面෦に中形住居跡１軒が確認されている。前ஈ֊に続いて中ԝ෦とೆ෦に２ͭの୯位集団がଘ

在し，それͧれの୯位集団が継続しているものとࢥΘれる。当該期はᜱのಋ入期にあたり，いͣれの住居

跡からもᜱが確認されている。第 44 号住居跡のᜱは࢒ଘ状گが良޷であり，ಋ入期のᜱの様૬がよく確

認できる。ᜱは東นのೆدりに෇ઃされており，煙道෦がน֎まで掘りࠐまれておらͣ，Րচ面とྡ઀し

た煙道෦ଆから，円筒形土製品（DP ５）が立位で確認されている。͜の円筒形土製品にͭいては，県内

では古墳時代後期から出現し，平安時代まで࢒ଘし，༻్としてはᜱの構築ࡐや٭ࢧとしてར༻されてい

る͜とがࢦఠされている̒）。その分෍は県ԝ地Ҭから県ೆ・県੢地Ҭに集中しており，رബな地Ҭにあた

る県北地Ҭに所在する当遺跡で，ᜱಋ入期に円筒形土製品が確認された͜とは，஫目に஋する。

第̔ظ　第 53・70 号住居跡，第 61 号土坑が該当する。調査۠中ԝ෦の平ୱな台地上に，大形住居跡，中

形住居跡֤１軒，円筒形土坑１基が確認されている。また，第 72 号住居跡も，前ஈ֊に構築された第 54

号住居跡とྡ઀し࣠方向も同じである͜とから，作りସ͑が૝ఆでき，当期にؼ属すると考͑られる。͜

れら確認状گから，中ԝ෦とೆ෦の２ͭの୯位集団はそのままଘ続しているものとࢥΘれる。なお，第

70 号住居跡のᜱは，٭ࢧとして高ᆀがస༻されている。

第̕ظ　第 26・139 号住居跡，第 39・42・130 号土坑が該当する。調査۠北෦の؇ࣼ面෦に小形住居跡１軒，

中ԝ෦の平ୱな台地上に大形住居跡１軒，土坑２基，ೆ෦の؇ࣼ面෦に土坑１期が確認されている。中ԝ

෦で確認されている第 26 号住居跡は，東นにᜱ，ೆ東コーφー෦にஷ蔵穴を෇ઃし，ۙ઀する第 44 号住

居跡（第７期），第 70 号住居跡（第̔期）から続く住居構造を౿ऻしており，同一集団による作りସ͑が

૝ఆできる。なお，第 26 号住居跡は，２条の間仕੾り溝が確認されている。

第 10 第̒・14・18・23・27・39・87・118・123・125・135　ظ 号住居跡，第 116 号土坑が該当し，住居

数がܹٸに૿Ճし，集落の࠷੝期をܴ͑る。調査۠北෦の؇ࣼ面෦からに中ԝ෦の平ୱな台地上にかけて，

集落は޿Ҭにల։しており，遺構の分෍もີである。住居跡は大形住居跡̐軒，中形住居跡５軒，不明２
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軒で，住居の大形化܏向がうかが͑る。住居構造においては，当該期からڽ灰ؠの੾石がขきޱ෦のิڧ

されたᜱが出現する（第༺࢖としてࡐ ・̒39 号住居跡）。主な遺物としては，第̒号住居跡から鉄製の鋤先，

第 27 号住居跡から石製の紡錘車が出土している。また，第 135 号住居跡からは，内面に࣫が෇ணした土

師器のᆀが出土している。

第 11 第　ظ 49・86 号住居跡が該当し，前ஈ֊から一సして住居跡の数がܹٸにݮগする。調査۠北෦

第 319 ਤ　日向遺跡古墳時代遺構഑置ᶆ
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の؇ࣼ面෦に大形住居跡１軒，中ԝ෦の平ୱ

な台地上に大形住居跡１軒がそれͧれ確認さ

れている。第 86 号住居跡のᜱは，ิࡐڧと

してڽ灰ؠの੾石が࢖༻されており，前ஈ֊

からのᜱの構造を౿ऻするものである。また，

２条の間仕੾り溝も確認されている。主な遺

物として，第 49 号住居跡から鉄製品の鎌が

出土している。

第 12 第　ظ 19 号住居跡が該当する。調査

۠中ԝ෦に位置する大形住居跡１軒のみが確

認されており，当期をもͬて̔世ل後༿に至

るまで，集落は一時期அઈする。当住居跡か

らは，鉄製の鋤先が出土しており，第 10 期

以߱，鉄製の೶ߞ具が安ఆしてڅڙされてい

た様૬がうかが͑る。なお，当住居跡からは

間仕੾り溝３条が確認されている。他に間仕

੾り溝が確認された第 26 号住居跡（第９期），

第 86 号住居跡（第 11 期）とともに一ลが̒

ｍを௒͑る大形住居跡である͜とから，住居

のن໛が，間仕੾りをઃ置する上での一ͭ目

安になͬた͜とは༰қに૝૾できる。

５　奈良・平安時代

　当時代の遺構は，調査۠中ԝ෦の平ୱな台地上を中心として，北෦の؇ࣼ面෦からೆ෦の台地ԑล෦にか

けて޿Ҭに分෍している。竪穴住居跡 93 軒，掘立柱建物跡１棟，竪穴遺構９基，焼土遺構２基，土坑 19 基，

ピット群１か所を確認し，̔世ل後༿から 11 世ل前༿にかけての集落跡である͜とが൑明した。以Լ，出

土土器の様૬を分ྨし，֤時期の様૬にͭいてड़΂る。

ᾇ　出土土器にͭいて（第 320 ～ 323 図）

　̔時期に分ྨし，֤期の器種組成や器形，ख法の特௃にͭいてड़΂る。なお，古墳時代の時期۠分とࠞ

ཚをさけるため，古墳時代からの通し番号を࢖༻する。

第 13 第　ظ 126 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・ᙈ，須恵器の盤・ᙈが出土している。

土師器のᆀ（371・372）は，形状から須恵器を໛฿したものと考͑られ，他に第 106 号住居跡からも同様
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坏・高台付坏 盤

須　恵　器

第 320 ਤ　日向遺跡奈良・平安時代出土土器ᶃ　（S ʹ１ʗ̒）
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375
下層236A

中層

236B
中層

239
下層

241
下層

253
竈中層～下層

255
竈中層～下層

204
中層

256
上層

374
竈上層

240
竈火床部

386
下層 302

床面・中層
303
下層

245
下層

246
床面

土　師　器

甕・甑 小形甕

第

号
住
居
跡

126

第

号
住
居
跡

32

第

号
住
居
跡

33

第

号
住
居
跡

82

第

号
住
居
跡

43

第

号
住
居
跡

35

第

号
住
居
跡

134

（第 10号住居跡出土）

甕

須　恵　器

第

期
13

第

期
14

第

期
15

第

期
16

第 321 ਤ　日向遺跡奈良・平安時代出土土器ᶄ　（S ʹ１ʗ̔）
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224
貯蔵穴

220
貯蔵穴

223
中層

271
床面

268
床面

269
下層

270
上層

263
床面

262
竈上層

261
貯蔵穴

265
竈

264
床面

394 395

399
竈火床面

400
下層

397
下層

398
竈火床面

404
下層

401
下層

403
下層

402
下層

355
竈火床部

356
竈上層

445
上層

446
上層

359
竈下層・床面

360
床面

358
竈下層

361
竈下層

420
床面

422

419
床面

424
中層

421
423
下層

425
下層

土　師　器　

高台付椀 坏・小皿
第

号
住
居
跡

24

第

号
住
居
跡

51

第

号
住
居
跡

48

住
居
跡

第

号
114

住
居
跡

第

号
140

第

号
住
居
跡

141

第

号
住
居
跡

115

第
５
号
土
坑

竪
穴
遺
構

第
３
号

第

期
17

第

期
18

第

期
19

第

期
20

第 322 ਤ　日向遺跡奈良・平安時代出土土器ᶅ　（S ʹ１ʗ̒）
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226
下層

274
竈・ピット

396

406
竈

405
竈

266
上層～下層

357
上層

448
中層

267
竈上層

447
上層

362
確認面

225
下層

426
床面

土　師　器緑釉陶器・灰釉陶器 土師器・須恵器

第

号
住
居
跡

24

住
居
跡

第

号
51

第

号
住
居
跡

48

第

号
住
居
跡

114

第

号
住
居
跡

140

第

号
住
居
跡

141

第

号
住
居
跡

115

第
５
号
土
坑

竪
穴
遺
構

第
３
号

皿・瓶 甕　・　小形甕 その他

第

期
17

第

期
18

第

期
19

第

期
20

第 323 ਤ　日向遺跡奈良・平安時代出土土器ᶆ　（緑釉・灰釉陶器 S ʹ１ʗ̒　その他 S ʹ１ʗ̔）
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の໛฿ᆀ（340・341）が出土している。土師器のᙈ（374）はݞ෦がややுͬており，ޱԑ୺෦がͭまみ

上͛られている。須恵器のᙈ（375）は平ఈで，ମ෦にはॎ・ԣ位の平行ୟきがࢪされている。盤（373）は，

がܘޱ 20ᶲを௒͑るൺֱత大形のものである。

第 14 第　ظ 32・33・79 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器の高台෇ᆀ・ᙈ・小形ᙈ，須恵

器のᆀ・高台෇ᆀ・盤が出土している。当該期からロクロで整形された土師器が出現し，高台෇ᆀが器種

構成にՃΘる。須恵器の高台෇ᆀ（238）は，ఈ෦にରして器高が高めで，焼成は良޷である。盤は前ஈ

֊とൺ΂るとやや小ৼりになる。須恵器のڙહ具は，当期をもͬてほとんど確認できなくなる。ᙈ 	236）は，

である７）。また，ମ෦Լ൒「ᙈܕ常૯」ԑ୺෦がͭまみ上͛られ，ମ෦Լ൒がϔラ磨きされたいΘゆるޱ

がϔラ࡟りされるᙈもซଘしている（240）。

第 15 第　ظ 10・43 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器の高台෇ᆀ・ᙈ・小形ᙈ，須恵器の

ᙈが出土している。高台෇ᆀ（252）はܘޱがॖ小܏向にあり，ޱԑ෦もあまり֎൓しなくなる。内面は

前ஈ֊と同様にϔラ磨きがࢪされ，ࠇ৭ॲཧされている。また，当期からロクロで整形された土師器のᆀ

（202）が出現する。ମ෦Լ୺及びఈ෦はճసϔラ࡟り調整で，内面はϔラ磨きがࢪされ，ࠇ৭ॲཧされて

いる。土師器のᙈは，ޱԑ෦上位の۶ۂが明ྎになり，ମ෦Լ൒がϔラ࡟り調整されているᙈ（253）と

ϔラ磨き調整（255）されているᙈがある。須恵器のᙈ（256）は，ޱԑ෦がແ文で，ମ෦にはॎ位の平行

ୟきがࢪされている。

第 16 第　ظ 35・82・100・134 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器の高台෇࿶・ࡼ・ᙈ・小

形ᙈ，須恵器のᆀが出土している。土師器の高台෇࿶（244・301・384）は，ఈ෦からମ෦への立ち上が

りがؙみを帯びるようになり，ޱԑ୺෦がやや֎൓している。またܘޱにରして器高が૿し，ややਂみの

ある作りとなͬている。土師器のᆀ（382・383）も同様に，前ஈ֊よりਂみのある作りとなͬている。ま

た，ମ෦Լ୺及びఈ෦の調整が，ճసϔラ࡟り調整（382）のほか，ख࣋ちϔラ࡟り調整（383）のものも

出現する。ࡼは当期のみ確認できる器種で，内面がϔラ磨きをࢪされ，ࠇ৭ॲཧされているもの（294（SI69），

385）と不調整のもの（258（SI45））とある。須恵器のᆀ（331）は，ڞ伴している土師器の高台෇࿶（332）

から，当期にؼ属する土器と考͑られる。৭調はઙԫᒵ৭でؐᷜݩ焼成されておらͣ，ఈ෦の੾り཭しٕ

法はճసࢳ੾りである。また，଻土に਑状߭物や֯ર石をؚΉ͜とから，在地࢈と考͑られ，ۙྡにະ確

認の༼跡がଘ在するものとࢥΘれる。土師器のᙈは，「常૯ܕᙈ」（302）が࢒る一方で，ロクロで整形さ

れた在地৭のڧい「ロクロᙈ」（245）が当期から出現する̔）。

第 17 第　ظ 24・51 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・高台෇࿶，小形ᙈ，緑釉陶器

のࡼが出土している。土師器の高台෇࿶（223・224・271）は，ମ෦がよりؙみを帯び，高台が֎ଆに։

き֎൓するになる。ᆀは，ମ෦Լ୺及びఈ෦が，ख࣋ちϔラ࡟り調整（220・268・269）のものが主ମで

あるが，ఈ෦をճసϔラ੾り後，φσ調整のみのもの（270）もある。小形ᙈ（226）のなかには，ޱԑ୺

෦をͭまみ上͛しないᙈも出現する。緑釉陶器の（225）ࡼは，ఈ෦はؙみを帯び，֎に։く֯高台を༗

している。଻土や器形から，Ԑ౤࢈で࡫ࠇ 90 号༼式期の製品と考͑られる９）。

第 18 第　ظ 48・140 号住居跡の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・高台෇࿶・小ࡼ・ᙈ・小形ᙈ

が出土している。当該期より土師器の小ࡼが出現する。ܘޱが 10ᶲఔ度で，器高が３ᶲఔ度であり，内

面がϔラ磨きをされているもの（264・265）と不調整のもの（395）がある。高台෇࿶は，ઙ਎で高台が

やや高くなるもの（263）が出現し，法ྔの分化がਐんでいる様૬がうかが͑る。また，高台෇࿶やᆀの

著になる。ᆀは，ମ෦Լ୺やఈ෦のݦԑ୺෦が֎൓するようになり，以߱後続する時期のものは，よりޱ
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調整がলུされるようになり，φσ調整のみでఈ෦の੾り཭しٕ法が確認できるものがଟくなる。261 と

394 のᆀは，ఈ෦にいͣれもճసࢳ੾りࠟが確認できる。土師器のᙈ（266・267）は，ޱԑ୺෦がؙみを

帯びるようになり，ロクロᙈが主ମとなる。

第 19 第　ظ 114・141 号住居跡，第５号土坑の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・高台෇࿶・小ࡼ・

ᙈ・ࠋ・Ӌז，須恵器の大ᙈが出土している。土師器の高台෇࿶は，ややਂ਎で，ఈܘが小さく高台も

௿くくなるもの（400・402・403）とઙ਎でޱԑ୺෦がڧく֎൓し，଍高の高台がͭくもの（399・401・

445・446）とあり，後者は内面が不調整のもの（446）も出現する。ᆀ（397）は，ޱԑ୺෦がڧく֎൓し，

ମ෦Լ୺やఈ෦の調整はলུされ，ఈ෦にはճసࢳ੾りࠟが確認できる。小（404・398・356・355）ࡼは，

法ྔがॖ小܏向にあり，શମతにፏ平な印৅をडけるようになる。なお，ఈ෦の੾り཭しٕ法は，いͣれ

もճసࢳ੾りである。土師器のᙈは಑௕で，ޱԑ෦が֎ଆに։きڧく۶ۂするロクロᙈ（447）とޱԑ෦

が短く۶ۂするᙈ（357）とがある。その他，出土ྔはগないが，Ӌ（406）זや（405）ࠋなどの調ཧ具

も認められる。須恵器の大ᙈ（448）は，ମ෦にࣼ位の平行ୟきがࢪされている。他の出土土器とは時期

ࠩがあり，ࠞ入でいͣれからか࣋ちࠐまれた可能性がある。

第 20 第　ظ 115 号住居跡，第３号竪穴遺構の土器群が該当する。器種は，土師器のᆀ・高台෇࿶・小ࡼ・

ᙈ，須恵器のᆀ，灰釉陶器のළが出土している。土師器の高台෇࿶は，ઙ਎で内面が不調整の଍高高台の

もの（420），֎・内面ともにϔラ磨きがࢪされ，ϋの字に։く௿い高台のもの（359・360），ܘޱが 10ᶲ

ほどで࿶ܕの小ৼりのもの（421・422）に大別でき，法ྔの分化がਐんでいる。ᆀは内面にϔラ磨きがࢪ

されるもの（358）と不調整のものと（419）とଘ在するが，૯じて内面のϔラ磨き調整がলུされる܏向

にある。小ࡼはܘޱが 10ᶲ以Լで，器高が２ᶲほどの小ৼりのものがଟくなり，ፏ平化している。ఈ෦

の੾り཭しٕ法は，423・424 がճసϔラ੾りで，425 がճసࢳ੾りである。ᙈ（362）はੇ಑形のロクロ

ᙈで，ޱԑ෦が短く۶ۂする。また，ڞ伴している灰釉陶器（426）はළྨ（ޱ޿ළϱ）で，Ԑ౤࢈のં

戸 53 号༼式期以߱の製品と考͑られる。

　奈良・平安時代の出土土器にͭいては，̔時期のมભが認められる。֤期の年代త位置ͮけは，पล遺

跡の土器様૬10）やࢪ釉陶器の年代؍に，遺構の重複関܎をՃຯし，第 13 後༿，第لが̔世ظ 14 が９世ظ

前༿，第ل 15 中༿，第لが９世ظ 16 後༿，第لが９世ظ 17 がظ 10 世ل前༿，第 18 がظ 10 世ل中༿，

第 19 がظ 10 世ل後༿，第 20 期が 11 世ل前༿にൺఆできる。

ᾈ　集落のมભにͭいて（第 324・325 図）

　͜͜では前項の時期۠分にैͬて，出土遺物や住居構造にも一෦৮れながら，当該期の集落のมભにͭ

いてड़΂る。

第 13 第　ظ 106・126・136 号住居跡 , 第 62 号土坑が該当する。調査۠北෦の؇ࣼ面෦に住居跡２軒，中

ԝ෦の平ୱな台地上に住居跡１軒，土坑１基が確認されており，住居跡のن໛は，一ลが 3.5 ～ 3.9 ｍほ

どである。北෦の住居は؇ࣼ面෦に位置する埋຅୩の上面に，中ԝ෦の住居は第１号墳とྡ઀する台地上

に構築されており，઎地にҧいがみられる。出土遺物にݦ著なҧいは確認できないが，第 136 号住居跡か

らは，鉄製品の鎌が出土しており，೶業生࢈にै事する上で，ߞ作地にۙい୩෦を居住地にした可能性が

ある。第 126 号住居跡のᜱには，କ෦の先୺にڽ灰ؠの੾石が࢖༻されており，古墳時代後期以དྷの構築

方法が౿ऻされている。
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第 14 第　ظ 32 ～ 34・56・79・105 号住居跡，第１号掘立柱建物跡が該当する。また，出土遺物からは

時期がݶఆできなかͬたが，第 56 号住居跡とۙ઀し，࣠方向がほぼ同じ第 47 号住居跡も，当期にؼ属す

るものと考͑られる。調査۠中ԝ෦の平ୱな台地上に住居跡５軒，掘立柱建物跡１棟，ೆ෦の؇ࣼ面෦に

住居跡２軒が確認されている。住居跡のن໛は，一ลが 2.7 ｍほどの小形の住居跡（第 34 号住居跡）か

ら 4.2 ｍほど中形の住居跡（第 105 号住居跡）までଘ在し，住居間の֨ࠩが޿がͬている。集落の中心は

平ୱな台地上に移り，住居数も૿Ճしている。第１号掘立柱建物跡と第 32 号住居跡は࣠方向が同一であり，

ྡ઀している͜とからซଘしていたと考͑られる。また，第 33 号住居跡と第 34 号住居跡は重複しており，

第 33 号住居が掘りࠐんでいる。ᜱは北นに෇ઃされているものが主ମであるが，一෦に東นに෇ઃされ

ている住居跡も確認できる（第 32・105 号住居跡）。第 32 号住居跡のᜱは，ڽ灰ؠの੾石が構築ࡐとして

されている。また，第༺࢖ 105 号住居跡は，࢒ଘ状گは不良であるがᜱが２か所確認されており，作りସ

͑の可能性がある。当期において，鉄製品はほとんど出土していないが，第 33・79・105 号住居跡からは

砥石が確認されており，一ఆྔの製品がྲྀ通していたとਪଌできる。

第 15 第　ظ 10・37・43・46・129 号住居跡が該当する。前ஈ֊で集約化܏向にあͬた集落は，一సして

がりをみせる。住居跡は，調査۠北෦の؇ࣼ面෦から１軒，中ԝ෦の平ୱな台޿向にసじ，ೆ北に܏ࢄ֦

地上から２軒，ೆ෦の؇ࣼ面෦から１軒，台地ԑล෦から 1 軒が確認されている。住居跡のن໛は一ลが

3.5 ～ 4.5 ｍほどで，やや֦大する。第 10 号住居跡は，ᜱの྆ଆに୨状ࢪઃがあり，੢นと平行する෯ 1.4

ｍほどのচ面が一ஈ高くなͬており，ϕット状をఄしている。第 37 号住居跡のᜱは東นに෇ઃされており，

その他の住居跡は北（੢）นに෇ઃされている。また，ᜱにڽ灰ؠの੾石が構築ࡐとして࢖༻されている住

居跡は，第 10・43・46 号住居跡で，そのׂ合が૿Ճしている。主な遺物として，第 129 号住居跡から生

。具である石製の紡錘車が出土している࢈

第 16 第１・９・11・15・25・30・35・36・45・60・69・74・82・95・100・104・110・121・131・134　ظ

号住居跡が該当し，住居跡が࠷もଟく確認されている時期である。住居跡は，北෦の؇ࣼ面෦から３軒，

中ԝ෦の平ୱな台地上から 13 軒，ೆ෦の؇ࣼ面෦から台地ԑล෦にかけて̐軒が確認されている。第 30

号住居跡と第 35 号住居跡は重複しており，第 30 号住居が掘りࠐんでいる。重複している住居跡やີ઀す

る住居跡（第 36・104 号住居跡）がଘ在する͜とから，同一期内においてもଟগの時期ࠩが生じているも

のとࢥΘれる。住居跡のن໛は，一ลが̐ｍ前後のものが主ମであるが，第 134 号住居跡のように１ลが

2.7 ｍほどの小形の住居跡もଘ在する。第 134 号住居跡は，調査۠北෦の埋຅୩に面する؇ࣼ面෦に位置し，

集落の北୺෦にあたる。ೆ東コーφー෦の෴土上૚からচ面にかけて焼土が確認されており，コーφー෦

にᜱが作られていた可能性がある。住居跡のن໛やᜱの位置に特ҟ性が認められる͜とから，住居以֎の

ઃとも考͑られる。当期におけるᜱの位置は，北นに෇ઃされている住居跡が主ମであるが，東นに෇ࢪ

ઃされている住居跡（第 36・100・104 号住居跡）も૿Ճする。ᜱの構築ࡐとしてڽ灰ؠの੾石が࢖༻さ

れている，もしくはその可能性がある住居跡は，ᜱが確認できた 17 軒の住居跡のうち５軒である。なお，

第 36・60 号住居跡は，ᜱと࿍がซઃされている。第１号住居跡は，第１号墳のप溝の෴土を掘りࠐんで

構築されており，当期にはすでにप溝が埋຅していた͜とがうかが͑る。主な遺物として，第１号住居跡

からಔ製品の鞘尻金具，鉄製品の刀子，第 45・60 号住居跡から灰釉陶器片，第 110 号住居跡から鉄製品

の鎌，第 121 号住居跡から石製品の紡錘車が出土している。

第 17 第̐・24・28・51・55・67・68・73・83・119・120　ظ 号住居跡，第９号竪穴遺構が該当する。ま

た，後ड़するが，北นと東นにᜱが෇ઃされている第̔号住居跡も当期にؼ属する可能性がある。北෦の
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؇ࣼ面෦から住居跡１軒，中ԝ෦の平ୱな台地上から住居跡７軒，ೆ෦の؇ࣼ面෦から台地ԑล෦にかけ

て̐軒の住居跡と竪穴遺構１基が確認されている。住居跡の数はややݮগするものの，ґવとして確認さ

れている住居跡の数はଟい。重複する住居跡もগなからͣଘ在し（第 24・51 号住居跡，第 55・68 号住居

跡，第 67・73 号住居跡），前ஈ֊と同様に，同一期内においてもଟগの時期ࠩが生じているものとࢥΘれ

る。住居跡のن໛は，第̔・28 号住居跡のように１ลが３ｍほどの小形のものが૿͑る一方で，第 51 号

住居跡のように一ลが 5.6 ｍほどのやや大形の住居跡もଘ在している。ᜱは，東นに෇ઃされる住居跡が

主ମとなり，ڽ灰ؠの੾石が࢖༻されている住居跡は̐軒（第̐・28・83・120 号住居跡）である。第̔

号住居跡は，北นと東นからᜱが２か所確認されており，ᜱの作りସ͑の可能性がある。ᜱが北นから東

นに移行するஈ֊の住居と考͑られ，当期にؼ属する可能性がある。主な遺物として，第 119 号住居跡か

ら灰釉陶器片と鉄製品の刀子，第 51 号住居跡から緑釉陶器片（ࡼ），鉄製品の紡錘車，内面に࣫が෇ணし

た土師器のᆀ，須恵器の円面ݛ，第 67・68 号住居跡から灰釉陶器片が出土している。

第 18 第２・３・12・20・42・52・48・84・89・93・140　ظ 号住居跡，第 82・252 号土坑が該当する。

北෦の؇ࣼ面෦から住居跡１軒，中ԝ෦の平ୱな台地上から住居跡 8 軒，ೆ෦の؇ࣼ面෦に２軒の住居跡

と土坑１基，台地ԑล෦に土坑１基が確認されている。第２・３・89 号住居跡は，古墳のप溝の෴土上

面に構築されており，古墳のଘ在はҙࣝされていたものの，प溝は׬શに埋຅し，すでに集落の一෦にऔ

りࠐまれていたのであΖう。住居跡のن໛は，前ஈ֊の܏向とあまりมΘりはないが，第２号住居跡は 1

ลが̒ｍ以上あり，ಥ出している。प溝の෴土を掘りࠐみ構築されており，掘りࠐみがઙいため，形状は

明確でないが，そのن໛やᜱが確認できなかͬた͜とから，࣍期以߱に出現する̒～９ｍほどの大形の竪

穴遺構（第１～３号竪穴遺構）との関࿈が૝ఆされる。ᜱは一෦のྫ֎をআき，東นに෇ઃされており，

されている住居跡は̐軒（第༺࢖の੾石がؠ灰ڽ 20・52・84・93 号住居跡）である。主な遺物として，

第２号住居跡から墨書土器２点（水ϱ），第３号住居跡から灰釉陶器片，鉄製品の刀子，第 20 号住居跡か

ら緑釉陶器片，ഗが෇ணした小ࡼ，第 93 号住居跡から灰釉陶器片が出土している。

第 19 第５・13・91・99・108・114・138・141　ظ 号住居跡，第１・５号竪穴遺構，第５・７・11・15・

25・218 号土坑が該当する。北෦の؇ࣼ面෦から住居跡２軒，中ԝ෦の平ୱな台地上から住居跡̒軒と土

坑̒期，ೆ෦の؇ࣼ面෦に住居跡２軒が確認されている。住居跡のن໛は，一ลが̐ｍを௒͑るものはগ

なくなり，ややॖ小する。また，住居跡の࣠方向に౷一性がແくなり，方位࣠にରしてରして，ৼり෯が

大きい住居跡（第 91・138・141 号住居跡）が૿Ճしている。ᜱも東นに෇ઃされているものが主ମであ

るが，北นや北東นに෇ઃされている住居跡もগなくない。ᜱの構築ࡐとしてڽ灰ؠの੾石が࢖༻されて

いる住居跡は，ᜱが確認された住居跡７軒のうち，第 13 号住居跡をআく̒軒で，ڽ灰ؠがᜱを構築する

上でܽかせない෦ࡐになͬている。また，第 13 号住居跡のᜱも，ขޱ෦のิࡐڧとして板状のӢ฼片ؠ

がକ෦の先୺に࢖༻されており，ᜱの構築方法にͭいては集落内でڞ通認ࣝが図られていた様૬がうかが

͑る。なお，第 13 号住居跡はᜱに࿍がซઃされており，砥石や台石などの出土遺物から，住居݉工房跡

の可能性がある。また，当期から出現する大形の竪穴遺構（第１号竪穴遺構）も，ن໛や形状から工房跡

の可能性があるが，いͣれの遺構も生࢈のର৅物を特ఆするには至らなかͬた。調査۠中ԝ෦から確認さ

れている土坑群は，第５・７・15・25 号土坑の出土土器が遺構間で઀合しており，同時期に機能してい

た可能性がある。それͧれの土坑からは࢒ଘ཰の高い土器が出土している͜とから，ഇغ土坑の可能性が

ある。第 15 号土坑からは，ఈ෦がҙ図తにׂられたと૝ఆできる須恵器の大ᙈが，ਾ͑られた状態で出

土している。Կらかのّྱに࢖༻された可能性があるが，詳細は不明である。主な遺物として，第 91 号
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住居跡から鉄鏃（أຢ式），第 13 号住居跡から鉄製品の短刀が出土している。

第 20 第　ظ 97・115 号住居跡，第２～̐号竪穴遺構，第 43・47 号土坑が該当する。また，重複関܎か

ら第 59・62・92 号住居跡も当期にؼ属する可能性がある。中ԝ෦の平ୱな台地上から住居跡３軒と竪穴

遺構１基，土坑１基，ೆ෦の؇ࣼ面෦に住居跡２軒と竪穴遺構３基，土坑１基が確認されている。住居跡

の数はܹݮし，当期をもͬて集落はऴᖼをܴ͑る。住居跡のن໛は前ஈ֊と同様にやや小形で，ᜱは東น

に෇ઃされている。また，第 97 号住居跡は，ᜱの構築ࡐとしてڽ灰ؠが࢖༻されている。௕࣠が９ｍを

௒͑る大形の遺構である第２・３号竪穴遺構は，ن໛や形状から工房跡の可能性があり，第３号竪穴遺構

からは࿍が確認されている͜とや金চ石とみられる石も出土している͜とから，஁໶関࿈の工房跡が૝ఆ

できる。主な遺物として，第 97 号住居跡から土製紡錘車，鉄鏃，第 115 号住居跡，第２号竪穴遺構から

灰釉陶器片，第３号竪穴遺構から鉄製品の刀子，灰釉陶器片が出土している。

̒　中世・ۙ世

　中世に至ͬて当地は墓Ҭとして，土地地༻されている。調査۠中ԝ෦の平ୱな台地状から，２基の墓坑が

確認されている。２基の墓坑はྡ઀しており，時期ࠩはあまりないものと考͑られ，第１号墓坑から出土し

ている銭貨（永樂通寳）から，時期はࣨ町時代と考͑られる。また，調査۠中ԝ෦からೆ෦にかけて確認さ

れているＬ字状に۶ۂする溝は，出土遺物から時期はߐ戸時代までԼるものと考͑られる。性֨にͭいては，

Կらかの۠ը溝と考͑られるが，同時期の遺構が他に確認されていないため，詳細は不明である。

７　遺跡の性֨にͭいて

　当遺跡は，縄文時代以߱，அ続తながらۙ世に至るまで人ʑの営みが確認できるが，主ମとなるのは継続

తに集落が営まれた古墳時代及び奈良時代から平安時代である。͜͜では，当該期の集落から遺跡の性֨に

ͭいて考͑てみたい。

　古墳時代の集落は，̐世ل前༿に始まり７世ل前༿に至るまで，住居数の૿ݮはあるものの継続తに営ま

れている。̐世ل前༿の第 150 号住居跡からは，弥生土器のᆵがڞ伴している。̐世ل代の集落は１，２軒

と小ن໛であり，当集落はࣗવ発生తなଜ落と͑ݴよう。５世ل代には，墳ٰܘが 35 ｍほどとਪఆされる

第１号墳が築造される。प溝のみの確認ではあるが，प溝からはܭըతな人һの഑置のもとで，当墳が築造

された様૬が確認できる。࣊ٱ川ྲྀҬの同時期の古墳として，市内のᑓఱࢁ古墳群に属するѨ弥ଫ塚古墳が

あり，墳ٰܘは 40 ｍほどの円墳とされ，時期はද࠾遺物の円筒埴輪片から５世ل前൒と考͑られている11）。

埴輪の༗ແなどにҧいがあり，୯७ൺֱはできないが，当遺跡の第１号墳もن໛の点ではଝ৭がなく，ܭը

తに人һを഑置し築造している点など，૬当数の人һをಈһできる༗ྗ者が当地にもଘ在した͜とが૝ఆで

きる。なお，調査۠内で確認できた古墳は１基のみであるが，調査۠とۙ઀する北東ଆの台地上には，ԣ穴

式石ࣨの古墳１基が現ଘしている12）。亀作川をのͧΉઉ状台地のԑล෦はपғからの؍ܠも良く，中期以߱

も後期に至るまで，複数の古墳が築造されていたと考͑られる。

　第１号墳が築造された後も同墳にྡ઀して住居が構築され，集落は継続している。古墳時代において，集

落の居住Ҭと古墳の築造される墓Ҭが重複して確認される͜とはগなくないが，֓して古墳の築造後は，集

落が確認できなくなるが一般తである。そ͜には居住Ҭと墓Ҭという֓೦がଘ在するものとࢥΘれる。当遺

跡の確認状گは一見すると，居住Ҭと墓Ҭという֓೦がرബな印৅をडけるが，古墳と住居は一ఆのڑ཭を
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อͬて構築されており，第１号墳が位置する中ԝ෦の台地は，集落の人ʑにとͬて৵かす͜とができない

ਆ੟な৔所とࢥΘれる。古墳とその後に続く時期の住居跡とがྡ઀して確認されている状گは，土地ར༻

ができる台地がݶられている当地の地形తな੍約にى因するものとࢥΘれる。

　古墳が築造された後，５世ل຤には集落内にᜱがಋ入され，住居数も૿Ճ܏向にసじる。̒世ل代に入ͬ

て，೶ߞ具である鎌や鋤先などの鉄製品が確認できるようになる。それらの製品を഑分できる༗ྗ者૚の

ଘ在がうかが͑，ඈ༂తに作業のޮ཰化がਐみ，集落がൟӫしたものと考͑られる。̒世ل後༿は，古墳

時代において住居跡が࠷もଟく確認された時期であり，ن໛は大形化する܏向にある。その後は，一సし

て住居数はݮগし，７世ل前༿をもͬて，集落は一時期அઈする。

　以上，֤時期の様૬から古墳時代の集落は，ࣗવ発生తに形成された集落が，やがて༗ྗ者૚にऔりࠐ

まれ，あるఔ度のྗを࣋ͬた༗ྗ者のもと，೶ߞにै事している୯位集団のϜラとは͑ݴるのではないͩ

Ζうか。

　古墳時代以߱，しばらく集落はஅઈし，̔世ل後༿になͬて࠶び集落が形成されるようになる。９世ل

代になり住居数も著しく૿Ճし，掘立柱建物も構築されている。と͜Ζが，住居数は૿Ճ܏向にある一方

で，掘立柱建物は９世ل前༿の１棟のみである。掘立柱建物は૔ݿとして࢖༻されたものと考͑られ，ஷ

蔵Ҭが調査۠֎にଘ在したとも૝ఆできるが，͜のような事ྫは，ひたちなか市の෢田੢്遺跡13）の集落

の様૬とྨࣅしている。෢田੢്遺跡は，200 軒以上の住居跡が確認されている７世لから 11 世لにか

けての集落である。確認された掘立柱建物跡は５棟にもຬたͣ，継続して構築される͜とはなく୯発తで

あり，水田経営の不安ఆな状態をࣔࠦするものと考͑られている14）。

　９世ل後༿には集落は޿Ҭにల։するようになり，住居数もピークをܴ͑る。͜のࠒから灰釉陶器・緑

釉陶器が集落内にもたらされるようになり，鉄製品の出土ྔも૿Ճしている。また，第１号ピット群から

出土し，ఈ෦に「日奈田」と墨書された土器も，器形や調整から当期の土器と考͑られ，当地が古代から「ひ

なた」とݺশされていた͜とをূ明する޷資料となるであΖう。཯ྩ期において当地は܊࣊ٱ世໼郷に属

し，「日奈田」は郷内のଜ落名と考͑られる。なお，墨書土器は，他に２点（水ϱほか）しか出土しておらͣ，

「日奈田」の墨書土器を始め，刀子や円面ݛなど，集落内で文字が࢖༻されていたࠟ跡は確認できるものの，

出土ྔがۃめてগない。

　10 世期代に入ͬても，集落は一ఆのن໛をอちながら継続するが，10 世期後༿以߱に௕࣠が̒～９ｍ

ほどの大形の竪穴遺構が出現する。͜の竪穴遺構は，生࢈のର৅物を明確にできなかͬたが，ن໛や形状

から工房跡の可能性がある。また，当期の第 13 号住居跡をؚめ，ᜱと࿍がซઃして確認されている住居

跡が，９世期後༿以߱５軒確認されている。͜れらの住居跡も，工房としての機能を݉Ͷ備͑ていた可能

性があり，೶ߞにै事するかたΘらでԿらかの生࢈を行ͬていたもの考͑られる。

　10 世期後༿になると，住居のᜱの位置や࣠方向に౷一性はແくなる。͜うした状گは，཯ྩମ੍の่

յとはແԑではないものと考͑られる。その後，住居数はܹݮし，11 世期前༿に集落はऴᖼをܴ͑る。

　当該期の集落は，継続తに営まれ，灰釉陶器や緑釉陶器，鉄製品などが一ఆྔྲྀ通している͜とから，

༗ྗ者のอޢのもと発లしたと͑ݴよう。しかしながら，掘立柱建物が୯発తにしか構築されていない͜

とから，その水田経営はܾして安ఆしたものではなく，生׆खஈとして৽たな生࢈ମ੍を構築し，工房跡

の可能性がある大形の竪穴遺構が出現したのではないͩΖうか。
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̔　おΘりに

ճの調査にて，当遺跡の集落は，古墳時代から平安時代に至るまで，一時期のஅ続期をはさみながら継ࠓ　

続తに営まれている͜とが൑明した。また，古墳時代中期には，༗ྗ者のଘ在をうかがΘせる古墳が築造さ

れており，古墳と集落の関܎を考͑るう͑で，貴重な調査事ྫになるものと考͑られる。当地においては，

当該期の集落の調査事ྫはগなく，ࠓճの調査成Ռが，当地における集落の様૬をղ明をう͑で，一ॿとな

れば޾いである。

ம

１）ླ໦ૉ行「関ࢁ式土器の「၀」　－関東地方東෦におけるࠇ඿式の土器編年を考͑る・ま͑に－」h 茨城県考古学ڠ会ࢽʱ

　　第̔号　1996 年７月

２）常陸太田市࢙編さんҕһ会編ʰ常陸太田市࢙　通࢙編　上רʱ常陸太田市໾所　1984 年３月

３）ւ࿝ᖒູ「茨城県における弥生後期の土器編年」h 東日本弥生時代後期の土器編年ʱ第９ճ　東日本埋蔵文化財ڀݚ会　

　　2000 年１月

̐）ઙҪ఩໵「古墳時代の土器－常陸の古墳時代後期の土器編年確立にΉけて－」h 要ʱ第ل 34 号　茨城県立太田第一高౳学ߍ

　　1998 年３月

５）a ઙҪ఩໵「茨城県における古墳時代前期の土器」h ྖҬのڀݚ　－Ѩٱ௡ٱ先生ؐྐྵ記೦事業࣮行ҕһ会－ʱѨٱ௡ٱ

　　　先生ؐྐྵ記೦事業࣮行ҕһ会　2003 年̐月

　　b ֽଜએ行「和ઘ式土器編年考－茨城県を中心として－」h ノートʱ第５号　茨城県教育財団　1996ڀݚ 年̒月

　　ֽ̲ଜએ行・ઙҪ఩໵「常陸地Ҭの َ高式土器－࣊ٱ川・ಹՑ川ྲྀҬを中心として－」h月ץ考古学δϟーφϧ 　ɦχュー・

　　　αイΤンス社　1992 年１月

̒）ۨᖒӻ࿠「古代のᜱをめ͙るॾ໰୊－茨城県内における円筒形土製品の出現とফ໓にͭいて－」h 年報 28ʪ平成 20 年度ʫɦ

　　財団法人茨城県教育財団　2009 年７月

７）ֽଜએ行「「常૯ܕᙈ」編年小考－茨城県ೆ෦を中心として－」h ྻౡの考古学ʱ౉ล੣先生ؐྐྵ記೦࿦集ץ行会　1998 年２月

公社文化財調査報告ʱ第ڵʑ໦ٛଇ他「෢田石高遺跡　奈良・平安時代編」h（財）ひたちなか市文化・スϙーπৼࠤ（̔ 19 集

　　2000 年１月

９）ᜊ౻޹ਖ਼ʰ日本のඒज़ 409　ӽप༼੨磁と緑釉・灰釉陶器ʱ至文ಊ　2000 年̒月

10）̰茨城県立ྺ࢙館ʰ茨城県࢙料ʹ考古資料編　奈良・平安時代ʱ茨城県　1995 年３月

　　̱ઙҪ఩໵「茨城県内における奈良・平安時代の土器（ᶗ）」h 号ʱ財団法人茨城県教育財団　1992ץノート　૑ڀݚ 年７月

11）Ҵ田݈一「茨城県࣊ٱ川・ಹՑ川ྲྀҬの前期～中期ॳ頭の古墳」hʬシンϙδウϜʭ前期古墳のॳஈ֊と大ܕ古墳の出現　

　　発ද要ࢫ資料ʱ東北・関東前方後円墳ڀݚ会　2009 年２月

12）調査۠とۙ઀するຽՈのෑ地内に，古墳が１基ଘ在している。石ࣨが։ޱしており，ԣ穴式石ࣨである͜とがΘかる。住

　　ຽによれば，石ࣨは古くから։ޱしていたようで，๷ۭߺや૔ݿとしてར༻されていた͜ともあͬたようである。

公社文化財調査報告ʱ第ڵʑ໦ٛଇ「෢田੢്遺跡　奈良・平安時代編」h（財）ひたちなか市文化・スϙーπৼࠤ（13 24 集

　　2002 年３月

ʑ໦ٛଇ「෢田遺跡群からみた奈良・平安時代の集落」hࠤ（14 ෢田遺跡群　૯ׅ・ิ遺編ʱひたちなか市教育ҕһ会・ひた

　　ちなか市文化・スϙーπৼڵ公社　2010 年３月

　　

ݙ考文ࢀ

  ֽଜએ行「ಹՑ川以北を中心とする「੾石組みᜱ」の一考察」h ྖҬのڀݚ　－Ѩٱ௡ٱ先生ؐྐྵ記೦事業࣮行ҕһ会－ 　ɦ

　Ѩٱ௡ٱ先生ؐྐྵ記೦事業࣮行ҕһ会　2003 年̐月
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PL�

第 127 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

ௐ ࠪ લ ݱ گ

第 ̍ 号 ஍ ఺ ֋ ௩

土 ૚ அ ໘



PL�

第 ̍ 号 ෿

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 ̍ 号 ෿

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 ̍ 号 ෿

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ



PL4

第 ̒ 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 ̍ 号 ෿ प ߔ

த ԝ ෦ ׬ ۷ ঢ় گ

第 ̍ 号 ෿ प ߔ

ೆ ෦ ׬ ۷ ঢ় گ



PL�

第 ̒ 号 住 居 跡

ᜱ構ஙࡐ出土ঢ়گ

第 ̒ 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 17 号 住 居 跡

ஷଂ穴遺෺出土ঢ়گ



PL6

第18・70号住居跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 19 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 19 号 住 居 跡

অ ઌ 出 土 ঢ় گ



PL�

第26・48号住居跡

׬ ۷ ঢ় گ

第27・53・82・94号住居跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 44 号 住 居 跡

ஷଂ穴遺෺出土ঢ়گ



PL�

第 70 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 44 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 44 号 住 居 跡

ᜱ ׬ ۷ ঢ় گ



PL�

第 70 号 住 居 跡

ᜱ ׬ ۷ ঢ় گ

第 86 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 86 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 113 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 113 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第118・147号住居跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 132 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 132 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 146 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ



PL��

第 26 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 30 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 23 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ



PL��

第 116 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 ̍ 号 住 居 跡

ৌ৲ۚ具出土ঢ়گ

第 ̍ 号 住 居 跡

ᜱڽ灰ؠ出土ঢ়گ



PL�4

第 ̍ 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 ̎ 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 ̐ 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 10 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 10 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 11 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL�6

第 28 号 住 居 跡

ᜱ 遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 20 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 33 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ



PL��

第 34 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 33 号 住 居 跡

ᜱ 遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 33 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 43 号 住 居 跡

ᜱ ׬ ۷ ঢ় گ

第 37 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 43 号 住 居 跡

ᜱ 遺 ෺ 出 土 ঢ় گ



PL��

第 52 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 43 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第46・47号住居跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 79 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 91 号 住 居 跡

మ ᭲ 出 土 ঢ় گ

第 92 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 105 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 100 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 106 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 126 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 110 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 119 号 住 居 跡

౛ ࢠ 出 土 ঢ় گ



PL��

第 126 号 住 居 跡

ᜱڽ灰ؠ出土ঢ়گ

第 126 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 129 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL�4

第138・139号住居跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 134 号 住 居 跡

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 134 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 140 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 140 号 住 居 跡

ᜱ ׬ ۷ ঢ় گ

第 144 号 住 居 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL�6

第 ̎ 号 竪 穴 遺 構

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第̍号۷ཱபݐ෺跡

׬ ۷ ঢ় گ

第 ̍ 号 竪 穴 遺 構

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 ̏ 号 竪 穴 遺 構

׬ ۷ ঢ় گ

第 ̏ 号 竪 穴 遺 構

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 ̐ 号 竪 穴 遺 構

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 ̔ 号 竪 穴 遺 構

׬ ۷ ঢ় گ

第 ̒ 号 竪 穴 遺 構

೪ 土 出 土 ঢ় گ

第 ̓ 号 竪 穴 遺 構

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

第 ５ 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 ̓ 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 11 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ



PL��

第 15 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 43 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 62 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ



PL��

第 252 号 土 坑

遺 ෺ 出 土 ঢ় گ

第 ̍ 号 ุ 坑

ࠎ ย 出 土 ঢ় گ

第 ５ 号 ߔ 跡

׬ ۷ ঢ় گ



PL��

SI 127-̎

5.̍-11

5.̍-̕

5.̍-５

5.̍-10

5.̍-14

5.̍-16 5.̍-13

第127号住居跡，第̍号෿出土土器



PL��

5.̍-12

SI ̒-21 SI ̒-22

SI ̒-25SI ̒-23

SI ̒-30 SI ̒-26

5.̍-15

第̒号住居跡，第̍号෿出土土器



PL�4

第̒・14号住居跡出土土器

SI ̒-19

SI ̒-20

SI ̒-27

SI ̒-29

SI ̒-28

SI 14-33

SI 14-34

SI 14-35



PL��

第17・18・23・39号住居跡出土土器

SI 18-47

SI 17-38

SI 23-51SI 23-53

SI 23-55 SI 23-52

SI 23-56

SI 39-70



PL�6

第23・26・27・31・44号住居跡出土土器

SI 44-75

SI 27-63

SI 26-58

SI 27-65

SI 31-69

SI 26-60

SI 23-57

SI 26-59



PL��

第44号住居跡出土土器

SI 44-80SI 44-81

SI 44-74

SI 44-76

SI 44-78



PL��

第44・49・53・54・70号住居跡出土土器

SI 54-90

SI 53-89

SI 49-87

SI 49-84

SI 70-94

SI 70-95

SI 44-77



PL��

第70号住居跡出土土器

SI 70-97 SI 70-98

SI 70-99

SI 70-100SI 70-101

SI 70-103



PL4�

SI 86-113

SI 86-114

SI 86-116 SI 78-111

SI 70-102 SI 77-109

SI 86-118

SI 86-117

SI 86-115

第70・77・78・86号住居跡出土土器



PL4�

SI 118-131

SI 118-132

SI 118-130

SI 96-123

SI 87-122

SI 113-124

SI 113-128

SI 113-125

第87・96・113・118号住居跡出土土器



PL4�

第118・132・135・146号住居跡，第26号土坑出土土器

SI 135-144

SI 146-151

SI 146-147

SI 146-149SI 118-135

SI 132-141SK26-163



PL4�

第39・76・116・214・220号土坑出土土器

SK39-165

SK76-168 SK116-170

SK220-176

SK214-175



PL44

第̎・̏・̐号住居跡出土土器

SI ̎-184SI ̎-183

SI ̎-181

SI ̎-186SI ̎-185

SI ̐-192

SI ̏-187



PL4�

第５・̕・10・13・24・29号住居跡出土土器

SI ５-196

SI 29-230

SI 10-202

SI 13-214

SI 13-212

SI 24-220

SI ̕-199

SI 13-211

SI 13-210



PL46

第33・35・37・48・52号住居跡出土土器

SI 48-264

SI 48-263
SI 35-245

SI 35-244 SI 33-240

SI 33-237

SI 33-238

SI 52-277

SI 37-248



PL4�

第43・48・51号住居跡出土土器

SI 43-253

SI 43-254

SI 43-255

SI 48-266

SI 48-267

SI 51-269

SI 51-268



PL4�

第51・57・59・67・79・82・83・89号住居跡出土土器

SI 59-284

SI 89-312

SI 51-273

SI 67-292

SI 83-308

SI 83-304

SI 79-300

SI 82-303

SI 57-282



PL4�

第84・91・93・95・97・99号住居跡出土土器

SI 95-323

SI 91-316

SI 91-318

SI 99-330

SI 97-324

SI 97-328

SI 97-326

SI 93-322

SI 84-310



PL��

第100・104・105・106・108・110・114号住居跡出土土器

SI 104-336

SI 105-337

SI 106-343

SI 106-345SI 106-344

SI 106-342

SI 110-352

SI 100-331

SI 108-351

SI 114-355



PL��

第119・120・121・126・134号住居跡出土土器

SI 119-364

SI 126-373SI 126-372

SI 126-371

SI 120-367 SI 134-385

SI 134-382

SI 134-384

SI 134-383SI 121-369



PL��

第136・138・140・141号住居跡出土土器

SI 140-394

SI 140-395

SI 141-404

SI 141-400

SI 141-398

SI 141-397

SI 141-401

SI 141-399

SI 138-392

SI 136-387



PL��

第141号住居跡
第̎・̏号竪穴遺構出土土器

SH̎-414

SI 141-402

SI 141-403

SI 141-406

SH̏-425

SH̏-423

SH̏-427SH̏-420

SH̏-424

SH̏-419



PL�4

SK５-446

SK15-459

SK５-447 SK15-462

SK５-445

SH̐-429 SH̒-434

第̐・̒号竪穴遺構，第５・15号土坑出土土器



PL��

SK25-465

SK25-463

SK25-464

SK47-467

SK78-471

SK̓-451

SK̓-450

SK43-466

SK11-457

SK̓-452

第̓・11・25・43・47・78号土坑出土土器



PL�6

第62・218・252号土坑，第̍号ϐοτ܈，遺構外出土土器

SK62-469

SK62-470

SK218-480

SK252-481

SK252-482

SK252-483

遺構外 -489

遺構外 -490 遺構外 -491

1(̍-485



PL��

第̍号஍఺֋௩，第127号住居跡，第̍・67号土坑，遺構外出土土器

S.̍-51̎S.̍-51̍

SK̍-51̐

遺構外 -5132

遺構外 -5130

SI 127-51̔ SK67-5113

SI 127-51̓

SI 127-51̒

SI 127-51５

遺構外 -5129

遺構外 -5133遺構外 -5131

遺構外 -5134

遺構外 -5135

遺構外 -5136 遺構外 -5137
遺構外 -5138



PL��

第̍号෿，第16・25・39・78・97・108・132・134号住居跡，第130号土坑，遺構外出土土器・土੡඼

5.̍-%1̎ 5.̍-%1̏

5.̍-51̕
SI 16-5110

SI 39-5111

SI 25-5118

SI 134-5125

SK130-5114

SI 78-%1̒

SI 132-%1̔

SI 97-%117 SI 108-%118

遺構外 -%122



PL��

SI 87-%1̓

SI 48-%114SI 25-%112

SI 15-%1̕

SI 15-%110

SI 15-%111

5.̍-%1̍

SI 44-%1５

SI 129-Q25SI 121-Q24

遺構外 -%119

遺構外 -Q35 遺構外 -Q34

遺構外 -%121

第̍号෿，第15・25・44・48・87・121・129号住居跡，遺構外出土土੡඼・ੴ器・ੴ੡඼



PL6�

第̍号෿，第13・18・28・53・86・87・140号住居跡，第18号土坑，第５号ߔ跡，遺構外出土ੴ器・
ੴ੡඼

5.̍-Q̎

5.̍-Q̏

SI 28-Q20SI 13-Q17

SI 86-Q12

SI 53-Q11 SI 140-Q26

SI 87-Q13 S%５-Q29

SI 87-Q14 遺構外 -Q33

遺構外 -Q32遺構外 -Q36SK18-Q30

遺構外 -Q31
SI 18-Q̔



PL6�

第̍・̏・̒・13・15・19・81・119号住居跡，第̏号竪穴遺構出土ۚଐ੡඼

SI ̒-.̍

SI 119-.20

SI 15-.̕

SI 81-.13

SI 19-.̎

SI ̏-.̒

SI 13-.̓

SI ̍-.５
SH̏-.23



PL6�

第30・51・91・97・98・110・136・140号住居跡，第̍号ุ坑，第13号土坑，遺構外出土ۚଐ੡඼・
મ՟

SI 97-.16
SI 30-.10

SI 91-.15

SI 51-.11

SK13-.25
SI 140-.22

SI 98-.17

SI 110-.19

SI 136-.21

遺構外-.37遺構外-.36第̍号ุ坑-.28第̍号ุ坑-.27

遺構外 -.33

遺構外 -.34



PL6�

第̍・̏・24・108号住居跡，第̎号竪穴遺構，第̍号ϐοτ܈，遺構外出土๽ॻ土器・灰釉陶器・
緑釉陶器・ৌ৲ۚ具

SI ̏-189

SI 24 -225

SI 108-348

SI ̍-.4

1(̍-484

遺構外 -498

SH̎-418

遺構外 -499



PL64

第24・51・60・119・120号住居跡，第５号竪穴遺構，第13号土坑，遺構外出土須恵器・灰釉陶器・
緑釉陶器・腰帯具

SI 24-221

SI 24 -222

SI 51 -272

SI 51 -276

SH５-439

遺構外-497

SI 119-366

SI 120-368 SI 60 -285

SK13-Q28
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ふ り が な ひなたいせき
書 名 日　向　遺　跡
副 書 名 一般国道 293 号常陸太田東バイパス及び主要地方道日立笠間線バイパス整備事業地内埋蔵文化財調査報告書
シリ―ズ名 茨城県教育財団文化財調査報告第 365 集
著 者 名 小川貴行　松林秀和
編 集 機 関 公益財団法人茨城県教育財団
所 在 地 〒 310 － 0911　茨城県水戸市見和１丁目 356 番地の２　　ＴＥＬ 029 － 225 － 6587
発 行 日 2013（平成 25）年３月 15 日

ふ り が な
所 収 遺 跡

ふ り が な
所 在 地 コード 北 緯 東 経 標 高 調査期間 調 査

面 積 調 査 原 因

日
ひ

向
な た

遺 跡 茨
いばら

城
き

県
け ん

常
ひ

陸
た ち

太
お お

田
た

市
し

亀
か め ざ く

作町
ちょう

字
あ ざ

日
ひ

向
な た

53 番
ば ん

地
ち

ほか

08212
－
056

36 度
31 分
58 秒

140 度
33 分
53 秒

28
～

33 ｍ

20100601
～

20110331

7,550 ㎡ 一般国道 293 号常陸
太田東バイパス及び
主要地方道日立笠間
線バイパス整備事業
に伴う事前調査

所収遺跡名 種 別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項
日 向 遺 跡 集落跡 縄 文 地点貝塚　　　  １か所

土坑　　　　　     1 基
縄文土器 出 土 遺 物 に

は，現在の字
名 と 同 じ 読
み方ができる

「日奈田」と
書かれた墨書
土器が出土し
ており，郷内
の詳細な地名
を考察する上
で貴重な資料
となる。

弥 生 竪穴住居跡 　       １軒 弥生土器

古 墳 竪穴住居跡    　　36 軒
円筒形土坑 　　   ５基
土坑 　　　　　   12 基

土師器，須恵器，土製品（円筒
形土製品），石器（磨石・凹石・
砥石・台石），石製品（勾玉・
管玉・臼玉・紡錘車），鉄製品（鋤
先・鎌）

奈良・平安 竪穴住居跡     　93 軒
掘立柱建物跡        １棟
竪穴遺構      　　  ９基
焼土遺構　　　     ２基
土坑　　　　　    19 基
ピット群　　     １か所

土師器，須恵器，灰釉陶器，緑
釉陶器，石製品（腰帯具・砥石），
金属製品（鞘尻金具・短刀・刀
子・鉄鏃・鎌・紡錘車・釘）

不 明 竪穴住居跡    　　 ３軒
掘立柱建物跡        １棟
道路跡　　　　     １条
土坑　　　　　   186 基
溝跡　　　　　    12 条
ピット群　　     ７か所

縄文土器，弥生土器，土師器，
須恵器，陶器，磁器，土製品（土
器片円盤・円筒埴輪・紡錘車・
泥面子），石器（尖頭器・石鏃・
磨製石斧），石製品（紡錘車・
双孔円板・玦状耳飾），鉄製品

（釘・煙管）
古　墳 古 墳 古墳　　　　　     １基 土師器，須恵器，土製品（土玉・

紡錘車）石製品（砥石・管玉・
双孔方板）

その他
の墳墓

中世・近世 墓坑  　　　　　   ２基
溝跡  　　　　　   １条

陶器，土師質土器，石製品（五
輪塔），銭貨（永樂通寳）

要 約 　当遺跡は古墳時代及び奈良・平安時代を中心とした複合遺跡である。古墳時代の集落は，
前期に始まり，中期に古墳が築造された後も後期に至るまで継続して営まれている。奈良・
平安時代の集落は，90 軒以上の住居跡が確認でき , 当該期において住居の形態や位置がどの
ように移行してゆくのかを知る上で貴重な資料となる。また，工房跡の可能性のある大形の
竪穴遺構が３基確認されている。
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